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高校デビューしたり、失敗したり







　井い口ぐち銀ぎん次じ朗ろう、15歳さい。

　遂ついに高校デビューである。

　何デビューかと言えば、普ふ通つうの高校生デビューである。

　普通の高校生として転身した俺は、入学式を普通に過ごし、クラス説明会を普通に聞き、クラスメイト達たちと極ごく々ごく普ふ通つうな会話を交かわし……そうして一週間。

　俺は見事に普通の高校生の土台を築いたのだ。

　意い気き揚よう々ようと片道１時間半の電車に揺ゆられ、今日も青せい櫂かい西にし高校へと赴おもむく。

　教室に到とう着ちやくすると、クラス委員の君きみ島しま歩あゆ美みさん、そしてクラスの盛り上げ役に徹てつする竹たけ中なか君が既すでに到着していた。

「やあ、おはよう」

　俺は極々普通極きわまりない朝の挨あい拶さつをすると、最初にショートカットでボーイッシュな君島さんが元気な挨拶を返してくる。

「おっはよう、銀次朗くん！」

　朝から高めのテンションで挨拶を返してくれる君島さんはクラス委員長である。この竹を割ったようなサッパリとした口調で誰だれにでもわけ隔へだてなく話してくれる姿勢が、クラス内を纏まとめるのに一役買っていた。

「おう、銀次朗、おはよ」

　後ろの席でノートパソコンのキーボードを弾はじいているのは竹中君。彼かれはお調子者な性格で、いつもクラスの笑いをとったり、盛り上げ役に徹したりしている。だが本当は結構繊せん細さいな性格では、というのが俺の見立てである。まあ、みんなが盛り上がれる環かん境きようを作ることが何より好きな性格なのだろう。とにかくいいやつなのだ。

　入学して一週間。

　クラスのリーダーシップの要かなめである君島さんと、盛り上げ役の竹中君はいつも来るのが早い。ちなみに三番目くらいに来る俺は、とても普通な感じがしないだろうか？

　うん、今日もなかなかいいスタートだ。

　そんなことを考えながら、俺は自分の席についてカバンの中身を机に入れて行く。

　と、そこへ竹中君がやってきた。

「なあ、銀次朗は今日の放課後の予定って空あいてる？」

　放課後の予定……ね。

「もちろん空いてるさ。なにしろ普通の高校生だからね。普通の高校生である以上、放課後は常つねにがらんと空けてある。急いで家に帰ってゲームをしたりアニメを見たり、ネットサーフィンをするような時間はないんだ。普通の高校生にはね」

「……そ、そうか」

　何な故ぜたじろぐのだろう、竹中君。極々普通の俺の返しに、ややオーバーリアクション過すぎるんじゃないか？　きっとまだみんな来ていないのに、盛り上げスイッチが発動でもしているのだろう。

　竹中君、今日も張り切ってるな！

「よし、じゃあさ銀次朗、クラスの奴やつらをみんな誘さそってカラオケ行こうぜ。懇こん親しん会かいってことで」

　懇親会！　なんかそれって……すごく普通っぽいじゃないか。

「さすがだ、竹中君！　感動した！　ぜひ参加する！」

「おう、了りよう解かい。じゃあ朝礼前にみんなの予定も聞いとかないとな」

　と、そこで俺は脳のう裏りにある疑問がよぎった。

「おい、竹中君。ちょっと聞きたいのだが、そのカラオケには『縛しばり』はないな？」

「しばり？　なにそれ？」

「つまり、その……アイマス縛りとか、ボカロ縛りカラオケみたいなことは……」

　しばらく考えている様子だった竹中君は、どこかで理解したのか手をポンと打つ。

「ああ、あれか。アイドル縛りで歌うとかってこと？」

「それだ！」

　まあ、アイドル縛りだと曲がありすぎて、縛りとはとても言えんがな、竹中君。

「その心配はないよ。さっきも言った通り、ただの懇親会だから」

「本当か？　縛りなしのカラオケ！　行く人によってジャンルが固定され、ピンポイント過ぎる縛りにいつも歌う曲が無くなり困り果てていたんだ………特にカ○ト縛りとか、メ○コ縛りとか……」

「……お、おう。そうか」

　竹中君が何か言いたげな引き気味の表情をするので、質問を返そうとした時である。

　ガラッ――と教室の扉とびらが小さく音を立てたため、俺たちの視線がそちらに向く。

　さらに入ってきた人物の顔を見てクラス委員の君島さんが明るく挨拶を投げかけた。

「あ、真ま宮みやさん、おっはよう！」

「…………………おはよう」

　ツーテンポくらいずれたタイミングでボソッと返した少女は、やや背を丸めがちに自分の席へとちょこちょこ歩みを進める。

　この一見パッとしないちびっこいクラスメイトは真宮久ひさ奈なという。

　セミロングの髪かみを二つに纏まとめているのだが、ツインテールではなくおさげといった様子。そして黒ぶち眼鏡をかけた相そう貌ぼうはいつも俯うつむき加減で、本来的に背が小さいのに輪をかけて小さく見える。きっとそんな要因も相まって、存在感の薄うすさを演出しているのだろう。さらに話す言葉は語ご尾びが聞き取れない程ほどのボソボソぶり。

　そう、彼かの女じよはこのクラスにおける地味な少女だったのだ。

　まあ、これがマンガ・アニメあたりなら、メガネを取った瞬しゆん間かんに大変身するのだろうが、ここは三次元。普通の高校生が通う、普通の高校なのだ。

　真宮さん、生まれてくる次元を間ま違ちがえてしまったな。

「………………」

　挨拶がすんだら自分には用がない、とでも言うように真宮さんは自分の席に着くと、さっそくハードカバーの純文学を読みだす。

　いやあ、本当に絵にかいたような文学少女。そこへ君島さんがにこにこしながら近づく。

「ねえねえ、真宮さんも今日の放課後どうかな？」

「……………なに？」

「みんなで懇親会。カラオケ行こうって」

「………………」

　君島さんが机つくえ越ごしに話しかけながらも、真宮さんは本から目を離はなさずただコクリと頷うなずくだけだった。

「よかった。じゃあ、真宮さんも決定だね」

　俺はこの時気づいていなかった。

　まさかこの地味少女とこれから先、ひどく長い時間を過ごすことになろうなどとは。




　まだ部活動などが本格的に始まったわけでもなく、委員会なども動き出していない時期であったため、放課後の懇親会への出席率は１００％という、おおよそ科学的ではない数字を叩たたきだすことになった。

　これも盛り上げ役の竹中君と、君島さんの人徳に拠よるところが大きい。

　クラスの生徒、35人。一丸となってカラオケ店を目指す。

　カラオケボックスは他校の生徒やら様々な人が往来する駅前の繁はん華か街がいにある。

　到着すると幹事である竹中君が店員に人数を告げた。

「機種はいかがしますか？」

「あ、なんでもいいっす」

「なんとっ！」

　竹中君の無む知ち蒙もう昧まい、行き当たりばったりの向こう見ずな言葉に俺は驚きよう愕がくした。

「おい、竹中君！　Ｊａｙクロッソじゃなくていいのか？」

「え、なんで？」

「だって、ボカロとかキャラソンとかニコ動とか……」

「ん？」

「それにアニメ本編の映像だって流れた方がいいじゃないか」

「それがどうしたんだ、銀次朗？」

　それが……どうした、だと!?

　なんで竹中君はそんな平静でいられるんだ？

　歌ってる最中、アニメ本編映像が流れないカラオケでいいのか？

　よくわからない子供騙しなＣＧアニメが延々と流れる展開を許容するというのか？

「…………………」

　そう口にしかけたところで、俺は思わず我に返る。

「……………いや、なんでもない。忘れてくれ。竹中君」

「ああ」

　おっと、今日はそういうカラオケではなかった。ふふ、危なく尻尾しつぽを出すところだったな。

　セーフ！　限りなくセーフ！

　さてそんなわけで始まった懇親会カラオケ。

　みんなが選せん択たくするのは如い何かにも一般受けしそうな曲ばかりだ。ちょっと懐なつかしめな曲から、最近はやりのロックバンド、テレビドラマの主題歌と、無難な選曲。

　いいぞ、このぬるい空気！

　そしてこのぬるさで盛り上がれる状態！

　全てが普通！

　俺が望んでいた光景だ。

「やあ、楽しそうだね銀次朗くん」

　君島さんがのそりとやってきて、俺にリモコンを手て渡わたしてきた。

「ああ、たのしいよ。これを俺は求めていたんだ」

「そうなんだ。よかったよ、楽しんでくれてて」

　笑え顔がおでリモコンを手渡してくれたのだが、ここで俺は狼ろう狽ばいすることになる。自分の歌う曲を考えていなかったのだ。いったい何の曲を歌えばいいのだろう……。

　その時、更さらに俺を追おい詰つめる事態が発生した。

　誰かの選択した曲の前奏が流れ出したとたんに雰ふん囲い気きがガラリと変わったのだ。そして竹中君がマイクを手に持ち、ノリノリでテレビ画面の前に躍おどり出でる。

　この曲は………パケットモンスターの主題歌！　アニソンだと!?

　竹中君のやつが、振ふり付つきでその曲を歌いだすと同時に、クラスは大盛り上がり。

　誰もが知っている昔からやってる夕方アニメの曲。クラスのみんなを盛り上げるには完かん璧ぺきな選曲、そしてタイミング。

　みな口々に「いいぞ、竹中！」とか「やれやれ」と歓かん声せいを上げる。

　みんながテレビで知っている共通認にん識しきを利用しながら、うまくネタに仕上げ、そしてちょっとしたアレンジを加えて披ひ露ろうしてくれる竹中君には、全くもって感服した。

　しかし……これは……。

「………ぬるい！」

　なんというぬるさ！

　フリつきで、ピョンピョンしたり……。

　しかしこの曲には実は正式なフリがあるのだ。ただそれらは、声優のライブでしか見られないもの……だから、竹中君のこういう適当なフリで構わない。

　――いいのだ。これが普通の高校生の楽しみ方なのだ。

　そう言い聞かせながらも、俺の身体の中で疼うずく衝しよう動どう。突つき動うごかされるように這はい上あがってくる悪あく魔まのような言葉。

　――俺のオタ芸を……見ろっ！

　ダメだ！　出てくるんじゃない。おさまれ俺の右手、および全身！

　俺は湧わき上あがる衝動を必死で抑おさえながら平静を装よそおう。

　他のことに気を回さないと、思わず俺の中のオタ芸が発はつ露ろしてしまいそうで、視線を周りに泳がせた。その時、ふと真宮久奈さんの姿が目に入ってきた。

「…………………」

　いつも地味で目立たぬ少女は、どうしたことか何かを我が慢まんするように苦しそうにしている。

　必死で唇くちびるを噛かみながら、その地味なおさげを小刻みに震ふるわせていた。

　いったい彼女はなにを我慢しているのだろう？　オナラならそっとしてしまえばいいのに。

　真宮さんの様子がだいぶ気になったのだが、かくいう自分の衝動も限界に達しようとしていた。俺は目立たぬように気を配りながら、そっとカラオケルームを抜ぬけだす。

「………はあ」

　危なかった。

　廊ろう下かに出て大きく深呼吸をして、どうにか冷静な頭を取とり戻もどした。

　一息ついて気が抜けたその時、背後の扉が開いて中から音楽が盛大に聞こえてきた。

　驚おどろいて振り返かえると、先ほど具合を悪そうにしていた真宮さんが俺の後を追うようにして出てきたのだ。思わず目が合ってしまい、一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　ここは無難な会話をしておくべきだろう。

　そう、如い何かにも普通な。

「真宮さん……具合が悪そうだね」

「……あ、いえ。大だい丈じよう夫ぶです。そう言えば井口君も具合が悪そうだったけど」

　どうやらあちらも俺の様子に気がついていたらしい。

「ああ、なんていうか、アニメの歌とか詳くわしくないから、あまり乗れなくて」

「そうなんですか。私も地味なんで、あまりこういうノリについていけなくて」

　お互たがい何かぎこちない雰囲気ながらも意思疎そ通つうをしながら、またも沈ちん黙もく。

　気まずい流れになってしまってはよくないな、と思った俺が別の会話を切り出そうとしたところ、突とつ然ぜんカラオケルームのドアが開いた。

「あれ、真宮さん、銀次朗。どうしたの？」

　竹中君である。どうやらそっと部屋を出た俺たちに気づいて心配してくれているようだ。本当にいいやつなのだ、竹中君は。

「いや、なんでもないんだ。気にしないでくれ、竹中君」

「そうなん？　あ、そうだ、真宮さんも歌いなよ。知ってる曲とかある？　そうだ、あれなら知ってるよね？」

「………な、なに？」

　恐おそる恐る聞く真宮さんに竹中君は躊ちゆう躇ちよなく言い放った。

「ほら、小学校の時に流は行やってたアニメの曲……え～と、なんだっけ……バルチック☆ななか、だっけ」

「「……なっ！」」

　俺が驚愕の声を上げると同時に、何な故ぜか真宮さんも同じような声こわ色いろを上げたのだ。

　ど、どうしたのだろう？　いつもだったら到とう底てい聞くことのできないような、力強い驚きの声。

　しかし、そんな珍めずらしい真宮さんの反応に気を遣つかえるほど、俺には余よ裕ゆうはなかった。

「まて、竹中君！　それはつまり皐月さつき原はらココアの曲だよな！」

「さつきはら？　いや、歌ってる人までは知らないけど……」

　……くっ。まあ、竹中君が声優の『皐月原ココア』を知らなくても当然と言えば、当然かもしれない。なぜなら、小学生時代に流行ったアニメ『特とつ攻こう魔ま法ほう少女列伝バルチック☆ななか』はもともとは女の子と大きいお友達向けに製作されたアニメであったものの、かなり硬こう派はでやたらとかっこいいセリフが多かったため、男女の垣かき根ねを越こえて小学生の間で人気となったアニメなのだ。その主題歌を歌っていたのが、主演声優も務めていた『皐月原ココア』なのである。

　そしてその『皐月原ココア』の曲は今の俺にとっては鬼き門もんなのだ。あの歌を流されたら、俺はもうどうなってしまうか解わからない。

「た、竹中君！」

「なんだ、銀次朗？」

「いや、まあ、待とう！　皐月原ココア以外の選せん択たく肢しだってあるじゃないか！」

　俺が懇こん願がんしていると、ぴったりと息の合ったタイミングで真宮さんが滑すべり込こんできた。

「そ、そうですよ！　竹中君！　別の歌でも！」

　どうしたのだろう？

　いつもと打って変わって、切実で必死に訴うつたえる真宮さんに、俺も若じやつ干かんの疑問がよぎる。

　しかし竹中君は、にこにことした様子で、

「いや、っていうか、次の曲がそうなんだよね。もう入れちゃってあるし」

　と言いながら困こん惑わくする真宮さんにマイクを渡わたすと、中へと連つれ戻もどしてしまった。

　俺はそっと部屋の外から、その様子を見守る。すまん、真宮さん。助けになれなくて。俺が今中に入って、あの曲を聞いてしまったら、収しゆう拾しゆうがつかなくなること請うけ合あいなんだ。

　部屋の中ではクラスの連中が、あの真宮久奈が歌うと興きよう味み津しん々しんの様子。

　もちろん俺だっていつも教室の隅すみっこで純文学とか小難しそうなハードカバーに目を落としている真宮さんが、どんな歌声か気になっていた。

「……………………」

　うつむき加減で小さく狼狽する真宮さん。前奏が流れ、そして歌詞へと突とつ入にゆうしていくと、彼女はおずおずと唄うたいだした。しかし………、

「……ふぅ～ふぅ～♪　ふんわりしてるね♪　……その笑顔ぉ♪」

「こ……これは！」

　俺は大いに驚いた。真宮さんはボソボソと歌うのだが、その音程たるや絶対音感の域。しかもボソボソしている癖くせに、部屋の外からでもめっぽう聞き取りやすい。更には、

「………収まれ……俺のオタ芸」

　俺の中に脈々と流れるオタ芸が、身の内から弾はじけ飛とびそうになっていた。

　――まずい、これはなんというリズム感。そしてボソボソと聞こえるハスキーさが心地ここちよすぎて、俺の中のオタクの血が呼び覚まされる！

　ブルブル震える体を抑えつけていた俺の目はちょっと怖いくらいに血走っていた。

　しかしここであることに気がつく。

　なんと唄う真宮さんもまた、何かを我慢するように震えていたのだ。

　一体彼女の身に何が起こっているのだろうか――と疑問の湧わいたその瞬間。俺おれの気が僅わずかに緩ゆるんでしまった。

　バタンッ！

　気がつくと俺は勢いこんで皆みなのいるカラオケルームに突入する。

　そしてライブ会場で発光するケミカルライトスティック・サイリュームの代わりに机の上のマラカスを手に取るや、血走る目を爛らん々らんと輝かがやかせ、俺の身体はプロダンサーの如ごとく機き敏びんに動きだす。

「へーいっ！　へーいっ！　ふんわり、へーいっ！」

　全員の視線が突とつ如じよ乱入してきた俺に注がれていく。

　――止まらない……止められない……！

　真宮さんの歌声を前に、俺の身体は既すでに何者かに操あやつられるマリオネット。

　しかし更に驚くことが、目の前で待ち構えていたのだ。

　俺のオタ芸に触しよく発はつされるが如ごとく、なんとあの地味なはずの真宮さんのメガネがキラリと光る――と同時に、俊しゆん敏びんな動きで鋭えい角かくに身体をのけ反り、歌のサビへと入りこむ。

「何度も言うわ♪　あなたが決めてくれるなら～♪」

　それは豹ひよう変へんなどという言葉の範はん疇ちゆうを超こえていた。

　決してブレることのない伸のびのある声。

　緩かん急きゆうを知しり尽つくしたターニングブレス。

　真宮久奈は、既に別人のように……いや、この歌を唄っていた人気声優・皐月原ココアそのものであるかのように、ヒット曲『窓辺であなたに撃うちぬかれたの★』を唄い上げて行く。

　そして奔ほん流りゆうに押おし流ながされるように躊躇なくあふれ出る俺のオタ芸。

　そこからは真宮さんと、俺の独どく壇だん場じようとなってしまった。
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なんでもあげられるの（あげ、あげ、あげ、へい☆）

私に決めて（キラッ☆）ドキドキしてるの（キュン！　キュン！）

窓辺であなたを待つの～～（う～～）

吹ふき飛とびそう（バンっ！）この心臓（うっ）

撃ち抜かれた熊くまみたい

あなたと駆かけるの夏の浜はま辺べ

今もドキドキよ（キュン！　キュン！）

粉になりそうな（なりそうな）

私のピュアなラブハート♪

キュン♪（キュン！）









「………………」

「………………」

　歌い終わった真宮さんと俺は同じポーズのまま固まっていた。

　そして、それ以上に俺たちを取り囲むクラスメイトたちが固まっていた。

　真宮さんも俺も一ミリも動かぬまま滝たきのように不健康な汗あせを流していた。

　俺は心の中で、そっと呟つぶやいたさ。

　――サヨナラ……普ふ通つうの高校生活。




　カラオケボックスでやらかしちまった事件から二日ほどした日のことである。

「いやあ、マジもりあがったよ！　銀次朗ってやっぱすげぇな！」

　竹中君はいまだ、あの懇親会のことを話す時は、いささか興奮気味になるのである。

　あの日、全力のオタ芸を発露させてしまった俺と、圧あつ倒とう的てきな歌唱力を見せつけた真宮さん。

　恐おそろしい程の静せい寂じやくに、もう耐たえきれないと思ったその時、クラスからは割れんばかりの大だい喝かつ采さいが降り注いだ。

　そう俺の普通の高校生ライフは終しゆう焉えんを迎むかえたかに見えた――が、まだ終わっていなかった。

　結局、俺がかつて手に入れたオタ芸を、クラスのみんなはただの宴えん会かい芸げいとして受け入れてくれてしまったのだ。

　どうやらまだ俺の普通の高校生になる、という希望は断たたれていない様子である。

　それでも俺は釈しやく然ぜんとしない。

　何がって？

　それは他でもない、真宮久奈さんだ。

　俺の培つちかってきた耳と目が正しければ真宮さんは間違いなく………。

「間違いなく……あの人なんだよな」

　独りごちながら、秘ひめたる思いを胸に俺は真宮さんに視線を送る。

　あれほどの圧倒的歌唱力を発揮しておきながら、まるであんなことはなかったかのような静かな佇たたずまいで、彼女は今日も小難しそうな本に目を落としている。

　そんな昼休み。俺は席を立ち真宮さんの前に赴おもむく。

　その真宮さんはあたかも俺が来るのをわかっていたかのように、ゆっくりと手にした純文学の文庫本から視線を上げ、俺の顔を見た。

　俺が真宮さんの正体に気がついているのなら、おそらく彼女も俺の正体に気がついているはずなのだ。緊きん張ちようの面おも持もちで俺は彼女に話しかける。

「真宮さん………ちょっと、話、出来るかな？」

　すると妙みように緊きん迫ぱくした空気が教室内を包み、嵐あらしの前の静けさが満ちる。

　そのある種異様な雰囲気に、息を詰めたクラス内の全員の視線が、俺と真宮さんに向かって注がれた。

　俺はこんな注目される状じよう況きようは望んでいない。しかし今は、俺と彼女の過去という問題を片付けなければならない。

　どうやら真宮さんもそれを了りよう解かいしていたらしく、ただ無言で徐おもむろに頷うなずくと、本を閉じて席を立った。その顔からはいつにない緊張の様子が見て取れる。固く口元を結び、睨にらみつけるような視線を寄こす彼女の顔を、こうしてまじまじと見るのは、もしかしたら初めてかもしれない。

「………いいわ」

　その声すらもいつもと違ちがって聞こえたのは俺の気のせいじゃないはずだ。

　彼女の抱かかえる過去に俺が気づき、そして彼女もまた俺の過去に気がついている。

　こうなることは必然だったのだろう。

「ちょっと人の居ない所の方がいいと思うんだが」

「そうね、私もそう思うわ」

「じゃあ、屋上に移ろうか………」

「ええ」

　真宮さんを連れだって教室を出る。

　俺と真宮さんが教室を出た途と端たんに、教室内が急にざわつき始めた。

「（ちょ、今のは……??）」

「（銀次朗の奴やつ、まだ入学して間もないというのに、なんという剛ごうの者！）」

「（え？　え？　ねえねえ、もしかして告白？）」

「（しか考えられないだろ！）」

「（だって銀次朗メチャメチャ緊張してたぞ）」

「（真宮さんもあれ、告白されるって気づいてる顔よね。なんか覚かく悟ごが固まってたかんじ）」

「（ああ、これは後を追うしか……）」

「（やめなさいよ。私たちのせいで、うまくいかなかったらどうすんのよ）」

「（それはものすごく気まずい）」

「（しかしクラス内恋れん愛あい、第一号とは、さすが銀次朗）」

「（あいつはタダものじゃねえ）」

　クラス内の何やら楽しそうな雰囲気だけは伝わってくるのだが、何を言っているのかまでは解らない。うん、まあいいだろう。今はそれどころじゃないんだ。




　屋上まで真宮さんを連れ出し振りかえると、やはり彼かの女じよもまた固い表情をしていた。

　ここは単刀直入に結論から言うべきだろうな。

　俺は自分の知る彼女の過去を、ゆっくりと口にした。

「真宮さん。君は……」

「…………」

　緊張の糸が張はり詰つめ、真宮さんはごくりと息を呑のむ。

「……元毒どく舌ぜつ子役声優の『皐月さつき原はらココア』だね」

「………くぅっ！」

　真宮さんは一いつ瞬しゆんビクリとしたが、俺の目を見ると少しだけ笑った。

「やっぱり気づいていたのね、井口銀次朗。さすが……というべきなのでしょうね」

　普ふ段だんの彼女からはおおよそ想像のつかない鋭するどい口調に圧あつ倒とうされる。

　そこにはクラスの地味少女、真宮久奈は存在しなかった。

　小さな背せ丈たけでも余りある存在感。身にまとうオーラは常人のそれではない。

「そうよ、私が皐月原ココアよ」

　そう言うと同時に真宮さんは黒ぶちのメガネを外し、おさげの髪かみゴムを解く――

「なっ………まさか!?」

　すると彼女は身にまとった地味オーラすらも脱ぬぎ捨すてたかのように、煌きらびやかで美しく、そして同時に可愛かわいらしい一輪の花のような少女へと変へん貌ぼうする。

　口をへの字にした不ふ機き嫌げんそうな表情すら愛らしく感じてしまうそのオーラは、間ま違ちがいなく元毒舌子役声優・皐月原ココアのものに間違いなかった。

　まさか三次元のこの世界で、メガネを取った瞬しゆん間かんに美少女に変貌する姿を見れるなど、到底想像しきれなかった俺は、ただ言葉を継つぐことができず、口をパクパクするだけだった。

　すると真宮さんは腕うでを組みながら、高圧的に俺を見定める。

「私も聞いておかねばならないわ。井口銀次朗、あなたは……」

　俺は覚悟を決め、ゴクリと息を呑む。

「……伝説のオタ芸親子、井口金きん太た郎ろうの息子むすこね」

「ぐふっ！」

　俺はのけ反った。わかっていたことだが結構なダメージだ。

　真宮久奈が『皐月原ココア』なら俺の存在を知らぬはずがない。

　小学生時代、父金太郎と共に皐月原ココアを追ったあの日々を。あの当時、飛ぶ鳥を落とす勢いだった皐月原ココアのイベントに俺と父は出来うる限り参加していた。

　もちろん最前列で。

　ただどうしても訂てい正せいしなければならないことがあった。

　彼女は大きな勘かん違ちがいをしているのだ。

「真宮さん……一つだけ間違っていることがある」

「なに？」

「君はオタ芸親子、と言ったね。しかしそれは間違いだ。父は声ヴオイオタではない！」

「………………いや、そんなこと、どうでも……」

「どうでもよくない！　父の名めい誉よにかけて、これだけは君に知っておいてもらわなければならない。父は生きつ粋すいの二次元オタだ！　………ただ俺の為ために土俵違いな声ヴオイドルという分野まで一いつ緒しよに足を運んでくれた……父は、そんな漢おとこなんだ！」

「いや、ほんと、どうでも……」

「どうでもよくないんだ！」

　必然的に俺は拳こぶしを強く握にぎる。

　だってそうだろ？　親おや父じは「中の人などいない！」と決めているほど頑かたくなな二次元への傾けい倒とう者しやなのだ。

　たとえ声優とはいえ三次元への浮うわ気きなど、もってのほか。

　それを顧かえりみず、父は俺の我わがままに付き合ってくれたのだ。

　ならばここで俺は父の冤えん罪ざいを晴らさねばならない。

「俺は、父からゲームの素す晴ばらしさを、母からはアニメの素晴らしさを一身に与あたえられて育った。にもかかわらず、俺は小学生の時、二次元を裏切ってしまった！」

「……あんた、マジで気持ち悪いよ」

「罵ののしりたければ、罵れ！　我々の世界ではご褒ほう美びだ！」

「……………」

「すまない、話がそれてしまったね。俺はね、小学生の時、皐月原ココアに惚ほれてしまったんだよ。アニメのキャラクターを通したココアたんの声ではなく、インタビューやラジオのココアたんの声に『ぶひいいいぃぃ』と鳴き声を上げる俺に、父は聞いてきた。『おまえは三次元を選ぶのか？』と……。俺は頷うなずいたんだ。それを遠くから見守っていた母さんの辛つらそうな顔を俺は今でも忘れられない。その夜、初めて書しよ斎さいで一人泣く父を見たよ。後にも先にも父が泣いていたのは、あの時とク○ナドを見ている時だけだった。そんな父の背を見て俺は自分がオタク失格だと……いや、ぬるオタですらないと痛感した。しかし、父は次の日から俺の為にオタ芸を叩たたきこんでくれた。たった一日で、父は皐月原ココアに関する全てを調べ上げ、そして俺に与えてくれたんだ。そして俺にこう言った。『おまえの心が萌もえる物が、萌えなのだ。そこに次元の垣根はない』……と。だから、これだけはわかっておいて欲ほしい！　俺はあれほどの恵めぐまれた家庭環かん境きようにありながら二次元に背を向けた軽けい薄はくで恥はじ知らずな存在だ！　しかし父は違う！　父は二次元美少女を愛めでる、アラフォーキモオタである！」

　俺が父の名誉を守るための演説を終え、真宮さんに向き直ると、

「…………うっぷ！」

　なぜか吐はきそうになっていた。俺は咄とつ嗟さに駆かけ寄より真宮さんの肩かたに手を置く。

「吐いちゃダメだ！　流は行やりに乗って、女の子が簡単に吐いちゃいけない！」

「さ、さわるな！　どこの世界で女の子が吐くのが流行ってんのよ!?　くそ……ひどい話聞かされた！」

　おやおや、おかしいぞ？

　感動こそしても、ゲロ吐きそうになりながらキレられるはずはないのだが………。

「くぅ、あんた気持ち悪いとか通とおり越こして、やばいわよ！　早く病院へ行け！」

「いやいや、落ち着いて」

「あんたのせいでしょ！」

　ぬぅ、これでは本題に入ることができないのではないだろうか。

　俺は真宮さんが落ち着くのを待って、再び話しかけた。

「真宮さん、俺がここに君を呼び出した理由はたぶんわかっていると思う」

「………お互いの過去についてでしょ」

　やはり察していたようだ。いや、俺が呼び出さなかったら、おそらく真宮さんの方が来ていたのだろう。

　遠からずお互いが、お互いの過去に気がついてしまった時点で、この話をすることは決定づけられていたのだ。

「たぶん真宮さんは、皐月原ココアだった頃ころのことは、みんなには隠かくしておいてほしい。そういうことだろ？」

「察しがいいようね。そうよ。私はね、声優だった過去をみんなに知られたくない。高校入学を機に、私は普通の高校生になるの！　………でも」

　でも、の先はわかっている。まさか、過去を清算して新たな一歩を踏ふみ出だした先で、彼女の過去を知っている人間が現れたのだ。

　これがミステリー小説なら、犯行の動機としては十じゆう分ぶんだ。

「まさか……あんたがいるなんて………」

　まあそうなるよな。俺だってこんな偶ぐう然ぜん信じられないさ。

　嬉うれしいかと言われれば、嬉しい気持ちもある。俺はあの時、皐月原ココアに心奪うばわれていた。

　だが、今は違う。彼女が芸能界を去り、そして俺もそのことを受け入れた。

　全ては過去のこと。真宮さんは皐月原ココアでないのと同じで、俺はココアファンをちゃんと卒業してきたのだ。

「…………真宮さん、心配しなくていい。俺は君の過去を話すつもりはない」

「…………………」

　猜さい疑ぎ心しんに満ちた彼女の目は俺の心を抉えぐるよう突つきつけられる。

　だから俺は必死になって彼女に信じてもらおうと言葉を紡つむぐ。

「大だい丈じよう夫ぶだ、俺だって普通の高校生の生活がしてみたい。その気持ちは真宮さんと一緒だ」

「私と……一緒……？」

「ああ、そうだ。アニメとゲームに明け暮れた過去を恥はじている訳じゃない。ココアたんを追いかけ続けたあのころを恥じてる訳じゃない。だが、その過去を抱えながらでは、普通の高校生となることはできない。それは真宮さんも同じだろ？」

「………」

「元人気声優と知られれば、みんなから特とく殊しゆな視線で見られる。当たり前だ。でもそれは俺も一緒だ」

「あんたと？　どこがよ？」

「俺は声優を愛でる側……そして君は元人気声優……そこには大きな違いがある……しかし他人から普通の人間として扱あつかってもらえない、という意味では一緒だ」

　真宮さんはそう言われ思うところがあったのか、そのまましゅんとしてしまう。

「だからこういうのはどうだろう？　俺は真宮さんの秘密を守る。その代わり真宮さんも俺の秘密を守る。これならお互たがいの利害が一いつ致ちする。交こう換かん条件ならお互いわかりやすくていいじゃないか」

　俺は真宮さんが返答するのを待った。

　彼女だってできればこのまま自分の過去を晒さらさずに生きていきたいことは間違いない。

　だから同じ条件なら、きっと快こころよく頷うなずいてくれると思ったんだ……。

　しかしそんな俺の予想を裏切って、真宮さんはある質問を投げかけてきた。

「ねえ、聞いていい？」

「なんだ？」

「あんた……どうしてあたしの追っかけなんてしてたの？　あんな口の悪い同い年のガキを……なんで──―」

　――なんで好きになったのか？　ってことだろう。

　確かに皐月原ココアファンの多くは見守る聖者大きなお友達が多かった。

　その可愛らしい容姿とギャップのある毒舌。そしてその声帯から奏かなでられる声は、耳みみ触ざわりの良いハスキーさもあれば、カナリヤが奏でるような甘あまい調べもあった。

　子役声優が奏でるにはあまりに高こう尚しような技術力は、どちらかというと大人に受けていたのだ。

　同い年であった小学生の俺が、そこまで入れ込むのは、客観的に見れば不思議だったのかもしれない。

「それほど面おも白しろい話じゃない。いいのかい？」

　俺の問いに真宮さんは静かに頷いた。

　皐月原ココアは最初、声優ではなく子役としてテレビに映っていた。

　７歳さいにして天才子役としてデビューを果たし、そこからＣＤを出し、ダンスをこなし、なんでも出来てしまう正統派子役として将来を嘱しよく望ぼうされていた。

「俺はデビュー当時の皐月原ココアをなんとなくテレビで見てはいたが、両親の英才教育のおかげで、『俺の二次元嫁よめの方がかわいい』と思いながら気にもかけることはない小学校低学年を送っていたんだ」

　そんな子役・皐月原ココアが一変して、毒舌の声優になったのは、彼女と俺が小学校五年生の時だった。

「俺はテレビを見ながら、どうして彼女はいきなりこんなキャラを出してきたのだろうと思ったんだ。気になりだしたのは、ちょうど君がそんな転身を図はかった時だよ。ココアたんの毒舌は凄すさまじかった。大物芸能人に一いつ切さい臆おくすることなく、あのミノさんも、タモさんも、テッちゃんもタジタジになる毒舌ぶり。幾いく度どか放送コードに引っかかり、放送中止になったりもした」

　それまでの正統派子役というカテゴリーを逸いつ脱だつし、毒舌子役となった彼女の人気は下がるどころか、ウナギ登り。

　しかしテレビでは彼女の毒舌は危険すぎると、最終的にラジオなどへの出演に変化していった。結果、彼女の活かつ躍やくの場は、でき得る限り姿を見せない声を中心にした仕事になっていった。

　そして映像の世界からは姿を消したかに思えた皐月原ココアに、再び火をつけてしまったのが、先日のカラオケでの事件の時に語った『特とつ攻こう魔ま法ほう少女列伝バルチック☆ななか』である。

　露ろ出しゆつが減ったにもかかわらず、そのアニメは爆ばく発はつ的てきなヒットを飛ばしてしまい、皐月原ココアという子役が声優としての才能をも開花させたことを世間に知らしめたのである。

　もともと演技派の天才子役だった彼女である。

　声優としての技術力は洋画吹ふき替かえからスタートし、気が付けば軒のき並なみ春夏秋冬、どのアニメにも出演している状態になってしまっていたのだ。

　そこに毒舌が加わり、ラジオパーソナリティとしての顔も開花し、その勢いはとどまることを知らなかった。

「俺おれはその時、ラジオから聞こえるココアたんの声を聴きいて気がついたんだ――ああ、この子は芸能界を辞やめたいんだと。でもそう思ったところから、俺は皐月原ココアという存在が気になりだして仕方なかった。四六時中彼女のことを考えていた」

　真宮さんは目を丸くして驚おどろいたような表情を浮うかべていたが、再び口元を結ぶ。

「人気子役として絶大な支持を得てしまい、引退したいと思っても、おそらくそうさせてはもらえない状況になっていたんだろう。だから芸能界から爪つまはじきにされるために、突とつ然ぜんあんな無む謀ぼうとも言えるような転身をはかった――そう思ったんだ」

「そ、そんなこと小学生が考えるかしら!?」

「そうでもしなけりゃ、辞めさせてもらえなかったんじゃないのか？」

「……なんで、あんたにそんなことがわかるのよ！」

「わかるよ。あの子はそんなことが言えるほど、強い子じゃなかった。大物芸能人なんか、屁へでもないと毒舌を吐くくせに、自分の本音は決して言えない……そんな小心者の少女、それが皐月原ココアという声優。俺が愛してやまなかった、ココアたんだ！」

　言いきった俺に真宮さんは何を言わずその場に立ちすくんでいた。

　そして彼女は足元を見ながら小刻みに震ふるえを宿す。

　それは仕方ないことだろう。

　だって彼女が芸能界を去った理由はずっと謎なぞとされていた。

　だから誰だれも彼女が辞めたいと思っていたなんて、考えもしなかったに違いない。

　真宮さんはしばらく固まっていたが、ようやくぽつりと呟つぶやくように口を開いた。

「………銀次朗は、私が本音の言えない小心者だ、って言ったわね」

「いや……うん、ごめん。怒おこった？」

「それでも私は芸能界を辞めた。辞めたくても言えないっていう私が、どうやって芸能界を辞められたと思う？」

　さあ、どうしてだろう。

　正直見当がつかない。

　毒舌があまりにひどくて、大物芸能人の逆げき鱗りんに触ふれた……とは考えづらい。

　なにしろあの頃、皐月原ココアに毒舌を言わせるために番組が構成されていたほどなのだ。

　真しん剣けんな瞳ひとみで見つめる彼女に、俺は必死で言葉を探してみるのだが、なかなかどうして何も出てこない。

　継つぎ句くを探している俺に、真宮さんはフフンと鼻を鳴らして薄うすく笑った。

「わからないの？」

「ああ、すまん。俺にもそこまではわからない」

「ふ～ん、そっか………」

「どうやって辞めたんだ？」

「それはあんたが…………！」

　と、彼女は言いかける途と中ちゆうで急に言葉を呑んだ。

「え、俺？」

「……………なんでもない！」

　え、いや、すごく気になるんですけど！

「お、俺なんかしたか？」

「うるさい！　関係ない！　バカ！」

　質問なんかさせるか、とばかりに言葉を投げつけてくるのである。

　気になる気持ちはあるけれど、とてもじゃないが聞いて教えてくれる状況ではない。

「わかった。話したくないなら無理には聞かないけど、もし話したくなったら教えてくれ」

　すると真宮さんは何か言いたそうに、しかしもどかしいような表情で視線を逸そらす。

「じゃあ……もしかしたら……そのうち……話すかもしれない」

　途と切ぎれ途切れに真宮さんの口から出る言葉を前に、それ以上問いただすことなんてできないじゃないか。

　すると真宮さん、ふと外はずしていた視線を俺に向ける。

「ねえ……もう一つ聞いていい？」

「ん？　ああ、もちろん」

「あんたは……………私が芸能界を辞めた時、どんなんだった？」

　ふと投げかけられた質問に、俺はあの当時を追想する。

　諦あきらめなければならない現実に、折り合いが付けられなかったあの頃。

　皐月原ココアとは、もう二度と会えないのだと言い聞かせたあの日。

「………まあ、一週間くらいはワンワン泣いて部屋に閉じこもってたかな」

「…………そう」

「もう、二度と会えないのだと思ったし、でもそれは仕方がないことだと思っていたし」

「仕方がない？」

「ああ……だって、それが彼女の願いだとわかっていてファンになったんだから、ある意味最初から覚悟はしていた」

「………………そう……だったんだ」

　お互い無言になってしまい気まずい沈ちん黙もくが流れる。

　もう過去の話はいいだろう。

　そう、話さなきゃならないのはこれからの話だ。

　俺はそれまでの空気を振ふり払はらうように明るく振ふる舞まった。

「真宮さん、君が普ふ通つうの生活をしてみたいと考えたように、俺も普通の高校生活をしてみたいと思っている。だから君を邪じや魔まするつもりはない。なんならアドバイスだってしてあげられるはずだ」

「……え、アドバイス？」

「ああ、かなり綿密に中学生の頃から計画を立ててきた。如い何かに普通っぽい感じを出すか。正直、入学してこの一週間ちょっと、かなり普通の高校生として成功しているという自負がある」

「はあ？　あんたが普通の高校生？」

　急に信じられないという風に目を剥むく真宮さん。

　いや、そんなにはっきりとした反応見せなくても……。

「けっこう、普通らしい土台は築けてると思ってるんだ、俺は」

「なに言ってるの？　全然あんた普通っぽくないわよ」

「嘘うそだっ！　そんなことはない！」

「うそ……自覚ないんだ……かわいそうに」

　ため息交じりの真宮さんは俺の顔をかわいそうなものでも見るような目で生温かく見つめる。

「いや、まって真宮さん。俺、この一週間、かなり普通の高校生っぽかったろう」

「うわっ、本当に気がついてないの？　あんた、会話の端はし々ばしにオタク言葉出まくってるわよ」

「…………なっ!?　なん……だと……」

「ほら」

「ぬっ！」

「まあ、同級生はそこまで気にしていないようだけど、でもあんたけっこうクラスでは目立つ存在よ。少なくとも普通ではないわね」

　俺は現実のあまりの厳しさに、思わずがっくりとその場に膝ひざをつく。

　なんてこった。

　俺は目立たず地味すぎない普通の高校生になれていたという自負があったのに、全然届いていなかったというのだ。

「そ、それなら真宮さんだって、全くもって普通からは程ほど遠とおいじゃないか」

「な、なに言ってんの？　私のどこが普通から程遠いって言うの？」

「いっつも、教室の片かた隅すみでずっと小難しい本を読んでるじゃないか」

「そ、そんなの当たり前よ。だって普通の女子高生だもの！」

「残念ながら、それは普通の女子高生ではない！　クラスの地味な文学少女というキャラクターの立った存在だ。俺よりもよっぽどキャラ立ちしている！　むしろ普通から遠いのは真宮さんの方だ！」

「うそ……うそよ、信じないから！」

「信じる信じないは自由だ。でも真宮さんがキャラ立ちしていることはごまかしようのない事実だよ」

　俺が彼かの女じよのクラス内での評価を告げると、真宮さんは絶望的な面おも持もちでその場にがっくりと膝ひざをついた。

「…………………………………………………」

「…………………………………………………」

　俺と真宮さんは同じポーズのまま、しばらくショックのあまり動けずにいた。

　ようやく現実に戻もどってきた俺はおもむろに口を開く。

「……と、とにかくそういうことなんで……邪魔するつもりはないんで……もし協力してほしいことがあったら遠えん慮りよなく言ってくれ……じゃあ」

　俺は言うべきことを言ったと、屋上から去ろうとした、その時。

「まって！」

　急に真宮さんが俺を引きとめてきた。

　振り向き真宮さんを見ると、何かモジモジとしている様子。

　どうしたのだろうか？

「なに？　……真宮さん」

「……名前でいい」

「うん？」

「久奈でいい。『さん』もいらない」

「え？」

「真宮さんとか、そんな他人行ぎよう儀ぎじゃなくていい。私もあんたのこと銀次朗って言うから」

　言うからって、もう既すでに言ってますけどね。

「わ、わかった。真み……久奈」

「よし、じゃあ、教室に戻るわよ。そろそろお昼休み終わっちゃうし」

　本当だ。俺も言われて腕うで時ど計けいを見ると結構ギリギリ。

　早く戻らないと、授業の始まった教室にコソコソと戻るという、おおよそ普通ではありえない状じよう況きように追いやられる。

「おお、まずいな。遅ち刻こくするわけにはいかない」

「あんたがグズグズしてるからでしょ」

「そんなにグズグズはしていないはずだ」

　と、話しながら急ぎ教室へと向かう。

　そうして授業の始まるギリギリ、どうにか教室の前までやってきた時、ふと真宮さ……いや久奈が、歩みを止め俺の方を軽く振りかえる。

「その……協力するって、あんた言ったわね？」

「……ああ」

「……………………………」

　何な故ぜそこで黙だまるのだろうか？　なにか言いだしづらそうにしながら久奈は少し俯うつむく。

「何かあったら言ってくれればいい」

「じゃ、じゃあ………明日の放課後！」

「え？」

「明日の放課後、空けておきなさい！」

　ポカンとする俺を尻しり目めに、久奈は教室のドアを開けて中に入っていこうとする。

「なあ、ちょっとまって」

「ちゃんと空けときなさいよ」

「なあ、放課後って――」

　言いながら俺は彼女の後を追って教室に入る。

「――どういうことだよ、久奈!?」

　ガタッ！

　その瞬しゆん間かん、教室にいたクラスメイトが全員一いつ斉せいに立ち上がった。




「「「「…………………なっ!?」」」」




　全員の視線が集中した。クラスメイト全員が、ハトみたいに目を丸くして、俺と久奈を凝ぎよう視しすると……。

「（おい、今の聞いたか？）」

「（ああ、名前、呼び捨てになってたぞ）」

「（教室を出る前って、苗みよう字じにさん付けしてたよね？）」

「（してた、してた）」

「（おいおい、これって………）」

「（ああ、間ま違ちがいない。銀次朗のやつ……やりやがった）」

「（さすがだ、あいつならやると思ってたぜ）」

「（第一号か……輝かがやいてるな）」

「（というか、真宮さん、さっきと変わりすぎじゃないか？）」

「（見み違ちがえるように女の顔になっているわ）」

「（え、つまり、それって……）」

「（ええ、銀次朗くんが……真宮さんを女にしたのね）」

「「「「（なに──―っ!!）」」」」

　みんないきなりコソコソと話をしだしたのだった。

　俺はどうしたのか目の前にいる竹中君に問おうとすると、竹中君は急に柔やわらかな笑えみを浮かべ、

「おめでとう」

　と、なにがめでたいのか賛さん辞じを述のべてくれる。

　更さらにクラスのみんなも、朗ほがらかな笑みになり拍はく手しゆで迎むかえてくれる。

「おめでとう」

「おめでとう」

「めでたいな」

「「おめでとう」」

　と口々に褒ほめ称たたえるような言葉を投げかけてくれるクラスメイト達たち。

　いったい教室内でなにがあったのかは知らないが、こういった状況では、こう返すしかないのだろう。

「ありがとう」

　とりあえず満面の笑みで返してみた。




　さて、次の日の６限目である。

　世界史の担当教員、七なな浜はま小こ夏なつ先生は我わが１年８組の担任教師でもある。

　消え入りそうな希き薄はくな存在感、小動物のような愛らしさ、必要最低限の言葉しか発しない寡か黙もくさ。

　それらの要素を複合した結果、我がクラスメイト達は、小夏先生を希少天然種『フェアリー』と呼んでいる。

　今日も今日とて小夏先生はその吹ふけば飛んでしまいそうな華きや奢しやな身体を最大値に伸のばし、黒板へと重点を書きつけていく。

　その姿はまさに産まれて間もない子犬が震えながら歩み寄るような愛らしさ。または小さな子供の初めてのお使いのような保護欲を掻かき立たてる光景。

　我々は小夏先生が無事怪け我がもなく書き終えられるかハラハラしながら見守るのである。

「――ふぅ」

　小夏先生はか細い息をつき、クルリとこちらを向きなおると同時にクラス全員が、




　――ああ、かわいいっ！　そして無事に書き終わった！




　と頬ほおを染めながら安あん堵どのため息をつくのである。

　そしてただ今書き出された内容について、クラスメイトは次々に要点をまとめていく。

「キクラデス文明とは紀元前に栄えた石器彫ちよう刻こくで有名な文化ですね！」

「つまりもっとも重要となるのは石器から青銅器への移行期になりますね！」

「次の授業ではミノア文明との融ゆう合ごうまで進むのでしょうか？」

　皆みなが皆、ご丁てい寧ねいに解説してくださるのである。

　我がクラス……いや、おそらく全校生徒がフェアリーに対して過保護な授業を行っている。

　過か剰じようなまでの生徒たちの授業に対する姿勢のおかげで、今日も要点がきっちりまとまっているのだ。

「――おしまい」

　こうして今日もフェアリーの授業は滞とどこおりなく終しゆう了りようするのである。

　フェアリーが出て行ったあとは大たい概がいクラスメイト達で、今日の授業についての反省会が開かれる。

「今日もためになる授業だった」

「うん、さすがフェアリー。教え方がうまい」

「人間の及およびもつかないことを考えているわね」

「よし、明日のフェアリーの授業のために予習だ」

　やっぱり少々フェアリーに対して過保護だと俺は思うのだが、まあクラスの団結力が大変良いので口出しをするつもりはない。

　さて、これにて今日の授業日程はすべて終了となるわけで、連れん絡らく事じ項こうを確かく認にんする程度のホームルームを経へて、放課後になるわけである。

　そう、昨日久奈から空けておくように、と言われていた放課後だ。

　――さて、いったい久奈は何のために放課後を空けておけなどと言ったのか？

　机に肘ひじをついて、ぼんやりとそんなことを考えていると久奈がやってきた。

「…………………」

　親指で『行くぞ！』とサインを出すので、俺も荷物を纏まとめて席を立つ。







[image: ]







　妙みように生温かいクラスメイトの視線を浴びながら、俺は久奈と共に教室を出た。

「なあ……久奈」

「なに？」

「とりあえず、どこに行くんだ？」

　俺の問いに、久奈は足を止めクルリと振り向く。

「あんた普通の高校生になるために、私に協力するって言ったでしょ」

「言ったよ。俺に出来ることなら」

「じゃあ、付いてきて」

　そう言うと久奈は再び足早に歩きだしてしまった。

　はあ、仕方ない。追いかけるしかないか……。

　ひたすら久奈の後を追って、一年生の校舎である東ひがし棟とうを出ると、職員室やら図書館のある中ちゆう央おう棟とうの脇わきを抜ぬける。

　通路……というより、校舎と図書館の隙すき間ま、という表現が正しい細い路地を抜けて、辿たどり着ついたのは、何やらぼろっちい建物だった。

　図書館の裏手に取ってつけたように併へい設せつされたその小屋は、どこからどう見ても物置小屋にしか見えない。

　久奈はその小屋の扉とびらに掛かかっているナンバー式の鍵かぎをくるくる回すと、なんと開かい錠じようしてしまった。

「さあ、入って」

「いや、おまえんちじゃないだろ！」

　すると久奈は一いつ瞬しゆん目を伏ふせながら、微かすかに悲しそうな表情を浮かべた。

「………いいじゃない。あいつらに無理やり奪うばわれる前は、私の生まれた家だったんだから」

「………え？」

「ごめんね、おかあさん……守りきれなくて……」

　久奈は懐なつかしそうに、しかしそれよりも大きな哀あい愁しゆうを漂わせながら、その小屋の屋根を見つめた。

　その瞳はわずかに涙なみだにうるんでいるように見えた。

「……って、ちょっと待て。この学校、創立70周年だろ！　おまえ、いつ生まれだ!?」

「…………………チッ、ばれたか」

　さすが元子役だなっ！

「なに迫はく真しんの嘘ついてんだ！」

「まあまあ、いいじゃないの」

「よくねえだろ。無断使用じゃねえか……ってか、ここなんの小屋？」

「あれよ、昔、職員が使ってた宿直室。ほら、今は宿直とかやんないから、そのまま放置されてたのよ。使ってないなら、使ってもよくない？」

　よくないだろう………。

「いいから入りなさいよ。あんた私に協力するって言ったでしょ」

「言ったけど、別に教室でもいいんじゃねえの？」

「バカ！　教室で話したら、私の秘密も、あんたの秘密もだだ漏もれじゃないの！」

「ああ、たしかにそうだけど」

「それになんか知らないけど、昨日教室に帰ってから、クラスのやつらの私と銀次朗を見つめる視線が妙に生温かいというか、変に注目されているというか……」

　うん、それはなんとなく俺おれも感じていた。

「とにかく、このことは、人目に付かない所で相談しなきゃ意味がないでしょ！　だから昨日、学校中回って、ここを見つけておいたの！」

　すげぇ行動力だな。

　感心するわ。鍵のナンバーまで調べ上げて。

　しぶしぶ俺は、かつて宿直室として使われていた小屋の中に入る。

　中は意外と広く、無む駄だなものがほとんどない八はち畳じよう間まだった。

　真ん中にはちゃぶ台が置かれ、部屋の端はしにちょっと不自然な隙すき間まを挟はさんで冷蔵庫まで完備されている。

　まあ、今は使われてないのだろうが。

「コーラでいいでしょ」

「って、冷蔵庫使えるの!?」

「使えるわよ。あとなんかいろいろ入ってた」

「それヤバイだろ！　いつのだよ!?」

「その辺は大だい丈じよう夫ぶ、昨日チェックしたから。まだ賞味期限きれてないわよ」

「賞味期限が大丈夫だと、別の問題が出てくるだろう」

「なに？」

「ここ、まだ、誰だれかが使ってるってことだろ」

「………あ、ほんとだ」

　ほんとだ、じゃねえ！

「おまえ、アホなの？」

「アホとか言うな！　わ、わかってたわよ……それくらい……」

　って言いながら誰のかわからんコーラぐびぐび飲むなよ……。

「……見つかったら、どうすんだよ」

「それはその時、考えるってことでいいんじゃない？」

「いや、圧あつ倒とう的てきにダメだろう」

「な、なによ？　急に強気になって……だったら、他にいいところがあるっていうの？」

　う～ん………………ないなあ。

「確かに秘密の話が出来るような所って、意外とないもんだな……しかし、だからといって、ここを勝手に使っていいのだろうか……」

「まあ、ここの学生なんだから、一応使う権利くらいはあるわよ。無許可だけど」

　その無許可が一番問題なんだけどね。とはいえ、乗りかかった船である。

　いつまでもここを使うわけにはいかないだろうが、一時しのぎってことで……。

「よし、わかった。俺も協力すると言った以上は、協力する。見つかって怒おこられる時は、久奈も俺も連帯責任だ！　一いつ緒しよに普通の高校生になろう！」

「………え…………………う、うん」

　ん？　どうした？　急に小さくなって。

「ところで、いったい何を協力すればいいんだ？」

「うん……そのね……ちょっと聞きたいこと……というか、相談したいことがあって」

　ふむ、なるほど、相談ね。さていったいどういった相談だろうか？

　久奈は口ごもりながら意を決したように顔を上げた。

「あのさ…………普通の高校生ってどういうものなの？」

　恥はずかしそうな困ったような顔をする久奈に、俺は言葉を失った。

　言われてみれば、たしかに普通の高校生ってどういうものなのかイメージがわかない。

　普通の高校生になろうとしながら、俺は普通の高校生が何かと聞かれて即そく答とうできなかったのだ。

「……確かに難しい問題だな。哲てつ学がく的てきと言ってもいい。普ふ通つうってどういうもんなんだ……」

「でしょ！　意外と普通の高校生って定義があやふや過ぎて、どこを目指していいのかわかんないのよ」

「そうか……定義か……」

　久奈の言う通りだ。目指すべき目標がはっきりしていないのに、俺も久奈も普通の高校生活にあこがれていた。

　久奈も悔くやしそうに部屋の端を見ながら呟つぶやいた。

「高校生活のガイドブックでもあればいいのに……」

　ビジネスで成功するコツの本や、自じ堕だ落らくな自分を変えられる本はあるのに、普通の高校生になるための入門書はない。意外な落とし穴である。

　と、その時、俺はあることに気がついた。

「あるよ！」

「え？　なに？」

「ある！　普通の高校生がいったい何をしているのか、物語仕立てで説明しているモノが」

「本当に!?」

「ああ、ちょっと待ってろ」

　俺はカバンの中をゴソゴソと漁あさりだす。

　その様子を久奈は正座をして神しん妙みような顔で待っていた。

　そして、俺はカバンから取り出したあるものを、久奈に差しだした。

「これは……あれよね？」

「ああ、Ｐプラスチツク・ＳソリユーシヨンＰ・ポータブルだ」

「ゲーム？」

「ああ、そうだ」

「………ゲームでどうしろと？」

　おっと久奈さん、あせっちゃいけませんぜ。

「通学時間が長いから、電車の中でやってるんだが、よく考えたら、今日持ってきているゲームには、普通の高校生の全すべてが詰つめ込こまれていたんだ」

「な、なにそれ！　そんなゲームがあるの!?」

　自信満々の俺に、久奈の目も輝く。

　もちろんだとも。これなら、まず間違いなく、普通の高校生がなんたるかが事こまかに解説してある。

　どうして今まで気がつかなかったんだろうと、驚おどろいてるくらいなんだ。

　さあ、これを見るがいい！

　誰もが納なつ得とくの、この一品！

　俺はＰＳＰの電源を入れる。

　同時にプフォンと立ち上がり画面が表示され、続いてゲームのスタート画面が現れる。

「………………」

　久奈も目を見開いてその画面を凝視した。

　ふふふ、まあ驚くだろうさ。まさかこんな近くに俺たちの教科書があったなんて、思わなかったもんな。

「………えーと、これは？」

「ん？」

「だからこれは……何かしら？」

「久奈、字が読めないのか？」

「よ、読めるわよ！」

「なら、見ての通りだ」

　俺に言われて久奈は画面に表示された題名を読み上げた。

「……………『夜明け前だが何色だ？』全ぜん年ねん齢れい版……なにこれ？」

「通つう称しよう『夜明けだ』。ギャルゲーだ」

「………………ほう」

　元はＰＣゲームとして発売された18禁ソフトだったが、人気のあまり全年齢版に書かき換かえられ、ＰＳプラスチツク・ソ２リユーシヨンツー、ＰＳＰと移植された人気作品だ。

「これは屈くつ指しの名作でな、あまりの人気にアニメにもなっている。今でもキャベツのことは忘れない」

「ねえ、わかる言葉で話してよ」

「ああ、すまん。まだ久奈は未プレーだよな」

「当たり前でしょ！　そもそもギャルゲーって……なんなのよ？」

　おっと、今の久奈の発言には少々驚きを隠かくせなかった。声優だった久奈が知らないはずはないと思ったが、よく考えると皐月原ココアはギャルゲーの声優はやっていなかった。

「久奈はゲームをやらない人種か？」

　すると久奈は急に視線を逸そらし気まずそうな顔をする。

「ちょ、ちょっとくらいはやるけど……別にあんたみたいに筋がね入りじゃないの」

「そうか」

　まあ、そうかもしれない。

　なによりゲームにはいろんな種類があり、好みによっていくらでも選ぶことはできる。

　それほどにゲームというジャンルは懐ふところが深く、そして広い世界だ。

「まあ、それならやってみるのが一番だろう。ゲームを進めながら、普通の高校生の在り方について説明しよう」

　久奈にＰＳＰを渡わたすと、久奈はゲームを始めようとするが、

「ねえ、冒ぼう険けんの書がないんだけど」

「おまっ！　冒険の書って!?」

「あ、いや、違ちがうの！　えっと、どこの空いてるところを使えばいいのか解わからないのよ！」

「メモリースティックに記録できるから、適当に始めて大丈夫だ」

「え……うん、わかった」

　久奈はボタンを押おしてポチポチと進めて行く。

「………ふーん、ギ、ギャルゲーね……」

　どうした？　なんか落ち着きがないぞ、久奈。

「で、これがどうしたって言うの？」

「いい質問だ。これらのギャルゲーの主人公が持つ共通点。それは皆が皆、『普通の高校生』、ということだ！」

「………ほう」

「どうだ、驚いたか？」

「いや、驚くには値あたいしないけど」

「なん……だと」

「だって、ギャルゲーってこれ、メインユーザー層が普通の人なんだから、そしたら感情移入しやすいように『普通の高校生』を主人公にするでしょ」

「……お、俺がなんとか辿たどり着いた結論を……」

「それにね、その『普通の高校生』がモテモテになったりとか、突とつ然ぜん不思議な力に目覚めたりとか、そういう展開になるわけでしょ。そんなん、昔っからあるっつーの。テンプレだ、ボケっ！」

「お、おまえ、意外と詳くわしいな。ギャルゲー知らないんじゃないのか？」

「っ!?　………知らないけど……そ、そういうことでしょ！　要するにっ！」

　そ、そうなんだが……うん、まあ、いいんだけどさ。

「それに、なに？　どうしてこれが教科書になるわけ？」

「だって、ここには普通の高校生の要素がギュッと凝ぎよう縮しゆくされて……」

「………二次元でしょ」

「うん、まあ、二次元なんだが、それでも学園を舞ぶ台たいにしている物を選びぬいたし……」

「………二次元でしょ」

「ああ、だがな、侮あなどることができないのは、この……」

「……二次元でしょ！」

　なに、そんなおっかない顔で迫せまってくるの？

「二次元であることに、そんなに問題でもあるのか？」

「あるに決まってんでしょ！　バカじゃないの？　こんな、ゲームに出てくるような非日常的なことが現実にあるわけないでしょ。なに？　普通の高校生にでもなったら、お姫ひめ様さまとか義ぎ妹まいとか、あとなんか適当な者が出てくると思った？　んなわけないでしょ！　頭ん中、溶とけだしてズルズルになってんじゃないの？」

「やっぱ、おまえ詳しいじゃないか……」

「く、詳しくない！」

　久奈はごまかすようにプイッとそっぽを向くと、再びゲーム画面に集中する。ポチポチと進めていくと、イベントＣＧが発生していた。

「もう、なんでこう、すぐに着き替がえ中の個室にノックもせずに入ってきたりするかなあ」

　ゲームの内容のことだろう。

　いわゆるハプニングスケベ、というやつだ。

　うっかりノックせずにお風ふ呂ろ場ばに入ってしまったり、うっかりノックせずに部屋に入ってしまったり、うっかりノックせずにトイレに入ったりすると、大概の場合そこには女の子があられもない姿で待機しているのである。

「うん、奥おくゆかしきギャルゲーのお約束だ」

「……あ、あんたもこういうことがしたい……わけ？」

　吊つり目めがちな久奈が少し睨にらむようにこちらを見る。

　これはどう答えたものだろうか……。

「いや、俺は普通の高校生活がしたいだけであって、別にハプニングはなくても……」

「ふーん……そう」

「いや、でもあったら、あったで、まあ、その……なんだ、日常のいいスパイスになるかなとか………しかし、必要ないと言えば……」

「うん、わかった。銀次朗は、こういうのは全く望んではいないと」

　バッサリ切り捨てやがった。

「いや、全くとは言ってないぞ！」

「なに？　じゃあ、こういうことがしたいわけ？　偶ぐう然ぜん着替え中の部屋にノックもせずに突とつ入にゆうしたり、階段で転んでスカートの中に頭突っ込んだり、目にゴミが入って涙を拭ふこうと手さぐりでタオルとか探してたら胸を鷲わし掴づかみにしてたり……」

「おまえ、やっぱ詳しすぎるだろ！」

「く、く、詳しくないわよ！　だから！　その……そういうことでしょ！」

「………うっ、まあ、そうなんだが」

「銀次朗はそういった展開を望んでいると……？」

　うぅ……全く望んでいない、なんて言ったら嘘うそになるよな。高校生だもん。

　だけどさあ、同級生の女の子を目の前にして、ハプニングスケベ希望！　とか言える？

　俺には言えねえよ。だって俺、紳しん士しだもん。

「の、望んでいない……そんな、うらやま……けしからん展開は、健全な普通の高校生として、全くもって望んでいない！」

「なんで涙目なのよ？」

「涙目じゃない！」

「……ふーん、そうか。別に銀次朗はそういうのを望んでいる訳じゃないんだ」

　なにかつまらなそうに久奈はそう言うと、顔を上げた。

「じゃあさ、こういうハプニングが起こるのが、普通の高校生なわけ？」

「いや、それは違うと思う」

「そうなの？」

「ああ。俺もアニメやゲームの知識が中心だから、正解かどうかわからないが、ハプニングは副産物だ」

「そういうもの？」

「そういうものだ。それらハプニングスケベも含ふくめた、普通の高校生の共通点は……」

「………うん」

「みな、ラブコメをする、ということに帰結している！」

「ラブ……コメ……」

「ああ……これらの主人公たちは、みな口をそろえて、『普通の高校生だ』と言っている。凡ぼん庸ようで突とつ出しゆつした部分がない極ごく々ごく平均的な高校生であると、決まりごとのように言う。そんな彼かれらは、必ずラブコメ的展開に巻き込まれていく。つまりラブコメに巻き込まれる圏けん内ないに入りきった者こそが『普通』の称しよう号ごうを得られると考えていい」

「そ、そういうものかしら？」

「そのはずだ。もしこの論理に則のつとって、俺たちの状じよう況きようを考えると、今はまだ……」

「……ラブコメは発生していない」

「つまり！」

「私たちはまだ……」

「ラブコメ圏けん外がい………つまり普通の高校生ではない！」

「くうっ！」

　俺も久奈も、その場に手をつき打ちひしがれる。

「始まってもいなかったのね……私たちの高校生活……」

「ああ」

「じゃ、じゃあ、ラブコメが発生したら、普通の高校生になれたって証しよう拠こなわけね」

「ああ、間ま違ちがいなく」

　自信を持って俺は頷うなずく。

「まあ、あんたの普通理論はわかったわ。疑問もあるけど、筋は通っていると思う。それで……」

「なんだ？」

　久奈は口元を尖とがらせながら、何かをボソボソっと呟くように言った。

「…………………いるの？」

「ん？」

　何やらえらい小声で何か聞いたようだが、ほとんど聞き取れなかった。

　どうしたんだろうか？

　何か言いづらいことでもあるのだろうか。

「すまん、聞こえなかったんだが………」

「だからっ！　………………その、相手は……いるの？」

「ん？」
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「だから！　相手はいるのかって聞いてるの！」

「相手とは？」

「この、ナメクジ脳みそがっ！」

「あ、あるのか？　ナメクジに？」

「その程度だって言ってんのよ！　……だから、その、銀次朗にはラブコメをしたい相手は……いるのかって、そう聞いてるの！」

　俺は思わずポンッと手を打つ。

「いや、いない」

「い、いないの？」

「ああ、残念ながら俺はまだラブコメをしていい程の普通レベルに達しているとはいえない」

「なに普通レベルって？」

「普通の高校生が、普通に生活する為ためのレベル、それが普通レベル！」

「……ほう」

「優等生でもなく、劣れつ等とう生せいでもなく、悪目立ちもしなければ、クラスの人気者にもならない。だからと言っていじめられっ子でもないし、友達がいないわけでもない……そんな微び妙みような立ち位置を確立しなければ、ラブコメは始まらない。逆に言えば、普通レベルが高ければ、おのずとラブコメ的イベントは自動発生するようになっている、とも言える！」

「こいつ、バカだ………」

「何か言ったか？」

「あんたマジで親の前で泣きながら土下座して生き方変えるべきだよ！」

「おまえ、さっきそんなこと言ってなかったろ！」

「聞こえてんじゃん……」

「まあ、とにかくだ。俺おれはラブコメが発生する圏内に入るには普通レベルが低すぎる」

「じゃあ、まだラブコメはしないと……？」

「ああ、俺はラスボスはレベル99まで上げて倒たおす派でな」

「気ぃ長ぇ！　あんたが普通レベル上げしてるうちに、高校生終わるよ！　ラスボスなんてね、だいたいレベル40くらいあれば、ギリギリなんとかなるのよ！」

「おまえはなんのゲームの話を……」

「そういうことに一々つっこむな！」

「うん、別にいいが……とにかく、ラブコメをするためにも俺たちはまず普通レベルを上げねばならない。普通の高校生としての！」

「あっそう………」

　久奈は興味なさそうに顔をそむけ肘ひじをついて外を眺ながめる。

「ねえ、ところでさあ……」

　なにか少し改まったように久奈は声を潜ひそめ、俺に問いかけた。

「……あんたはなんで、普通の高校生になりたいの？」

「ああ………それはだな」

　俺は思わず口ごもる。

　何気ない質問だったが、俺にとって少々答えづらい質問だった。

　それは自分の浅はかさ、挫ざ折せつ、そんな過去を晒さらすことでもあったからだ。

　ただ久奈のまじめな顔に、中ちゆう途と半はん端ぱな言い訳を思いつけず、俺は正直に答えることにした。

「……オタクになれなかったから……かな？」

「どういうこと？」

「昨日も話したが、俺は両親からアニメとゲームの英才教育を与あたえられ育った……でもな、いくら知識があっても、それはオタクではない……それに気がついちまったんだ」

「はあ？　いよいよわからないんですけど」

「オタクというのは、業ごうと愛の果ての、修しゆ羅らという生き方だからだ」

「なんでオタクが修羅になるのよ……」

「いいか。リア充じゆうという煩ぼん悩のうを捨て、スイーツへの希望を断たち、三次元という名の輪りん廻ねから解き放たれることで、『小五とロリ』に目覚める……つまり、『悟さとり』を開くことができる。そんな悟りの境地に達した超ちよう越えつ者しやの称号、それがオタクなんだよ」

「ハードル高いっ！　あと、後半なに言ってるか解らないんですけど！」

「わからなくていい。それほどに、険しい道なんだ」

　俺は沈ちん痛つうな面おも持もちを振ふり払はらうように、苦笑いをした。

「すまない、重い話をしてしまった」

「うん、胃もたれしそうな重い話だった」

　はっきりしてるな！　おまえ！

「でもまあ、銀次朗の言うことは、なんとなくわかった。正直、怪あやしい個か所しよが多すぎるけど、でも私だって普通の高校生活をしたことがないんだし、やってみなきゃわからないもんね」

「おお、やる気になったか！」

「ええ、乗ってみるしかないじゃない、泥どろ船ぶねに」

「泥船!?」

　沈しずむの前提かよ！

「くそ……信しん頼らい感かんゼロじゃねえか……なんか間違えたかな………」

　へこみながら俺がそう呟つぶやくと、久奈はむずがゆいような顔をして視線を逸らせた。

「………………なに言ってんの……あんたとなら……沈んでもいいって、言ってんじゃないの……」

　口元でボソボソ呟つぶやく久奈の言葉は、小さすぎて俺には聞きとることができなかった。
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転校生がやってくる







　さて次の日。朝のホームルームである。

　今日も儚はかなげに教きよう壇だんに立つフェアリーの隣となりに、見知らぬ少女が立っていた。

「――今日から――みんなのお友達」

　手短なフェアリーの説明でクラス全員が的確に、その意図をくみ取る。

「「「「転校生！」」」」

「――そう」

　先生はそう言うと隣に立つ少女に目を向ける。

「ひ……姫ひめ帥そちの宮みや……桜さくら子こ……です」

　たどたどしくそう言う彼かの女じよは、ふんわりとした金きん髪ぱつを揺ゆらしながらチョークで黒板に名前を書いていく。

　薄うすい瑠る璃り色いろの瞳ひとみに透すけるような白い肌はだ。名前は日本人らしい名前なのだが、おそらくはハーフなのだろう。まあ、今の時代、ハーフって珍めずらしくないんだけどね。

　ただ彼女はなんというか、貴族のような……もっと言ってしまえばお姫様のような雰ふん囲い気きを醸かもし出だしていた。

　それは俺個人の印象ではなかったらしく、クラスメイト達が自己紹しよう介かいをする彼女を見ながら「貴族だ」「俺たちのクラスに貴族がやってきた」と口々に呟つぶやいていた。

　みんな嬉き々きとして突然の転校生に視線を向けるわけだが、まあ俺はそれを遠巻きに見つめるのだった。

　だってそうだろ。普ふ通つうの高校生なんだから。突然転校してくるお嬢じよう様さま、なんてキャラクターが立った存在とは、関かかわりあいになれないモブ、それが俺なのだから。

　そんなスタートだったためか、ホームルームが終わると同時に、クラスメイト達はドッと姫ひめ帥そちの宮みやさんの元に詰つめ寄より質問攻ぜめとなるのである。

「姫帥宮さん、姫帥宮さん」

「あ、はい」

「姫帥宮さんの家って、どういう王家なんですか？」

　貴族とか飛とび越こして王家前提!?

「えっと、うちは……ただの……酪らく農のうをやってる……」

「あれですね、酪農を中心とした国造りですね！」

　いやいやいや、国造りの話じゃなかったよね。

「あ、いえ、ただの牧ぼく場じようです」

「牧ぼく場じよう!?　つまりマキバがあるんですね！」

「は、はい、そうです」

「マキバ王国ですね！　ヨーロッパにあるマキバ王国ですね！　知ってます！」

　いや、それ知ったかだろ！　どこの国だよ。

「ユーロ圏の食は、やはりマキバ王国が支えてるんでしょうか？」

「あ、ええっと……」

「ＧＤＰは何位くらいで？」

　ものすごく具体的な話まで進んじゃってますけど……。

　しかしながら勢い余ったクラスメイト達の質問攻めは、収まることを知らない。

「姫帥宮さんは朝は何時くらいに執しつ事じが起こしに来るんですか？」

「あ、えっと、３時半にお父さんが……起こしに……」

「「「国王自ら!?」」」

「家の……手伝いが……あるので」

「第一王女である姫帥宮さんがいったい何を!?」

「軽油を移うつし替かえたり……」

「タンカーに、ですね！　平ひら甲かん板ぱん型がた巨きよ大だいタンカー界、万ばん代だい不ふ易えきの貴公子、第二東京丸に移し替えるんですね」

「え、いえ……」

「何バレルですか？　何バレル輸出するんですか？　最近海かい賊ぞく船せんが出るって話ですが、第二東京丸は無事ですか？」

「え、いえ、タンカーじゃなくて……ただのトラクターに……」

　う～ん、なんというかフェアリーの授業のせいか、過か剰じように物わかりがいいというか、むしろとんでもない方向にしか行っていないというか……。

　客観的に見ていたおかげで、クラスのみんなが妙みように盛り上がりすぎて、限りなく姫帥宮さんの話を曲解……もしくは間違った方向に思い込んでいる様子が手に取るようにわかる。

　この要因の一いつ端たんは実は姫帥宮さんの持ち合わせる雰囲気によるところが大きい。

　彼女の一いつ般ぱん人じん離ばなれした容姿……貴族、いや王族と言っても過言でないその気品が引き金となってしまっていることは否いなめない。

　どこからどう見ても、絵画の中から出てきたような高貴さを持ち合わせているし、そのたどたどしい口調がまた異国からの姫なのでは、と錯さつ覚かくしてしまっても致いたし方かたない、といった感じである。

　とはいえ、これはどうしたものか……。

　とてもじゃないが、口を挟はさめるような状態ではないのである。

　まあ、みんなも少し冷静になれば、誤解だと気づくだろう。




　さてそんな昼休みのことである。

　俺は教室の微妙な位置の席に腰こしを掛かけながら、弁当を開く。

　ここで気を付けなければならないのは、アニオタの母が気合を入れて弁当を作ってくれると、たまにキャラ弁だったりすることがあるのだ。

　中学の時、何度か食べるのがもったいなくて残したほどだ。

　とはいえ、今は普通の高校生。

　なので、いかにも普通らしく白米と梅干のみの弁当である。

　竹たけ中なか君がやってきて、俺の弁当を覗のぞき込こむと、

「相変わらず気合入ってんなあ」

　と感かん嘆たんの声を上げる。当たり前である。普通の高校生になるためには、気合が入っていて当然なのである。

　と、そこでふと気が付いた。

　姫帥ノ宮さんが一人、お弁当を手に持ってきょろきょろしているのが目に入ってきた。

　朝の一件もあるから、周りに対して物もの怖おじしているのだろう。さらに言えば、クラスメイト達は、彼女をどこかの王国の姫であることを前提にしているので、席を同じくしていいのか、悩なやんでいるに違ちがいない。

　両者が遠えん慮りよしてしまって足ぶみ状態なのである。

　これじゃ彼女が孤こ立りつしちゃうじゃないか。

　ふむ、本来的には突とつ然ぜん転校してきたお姫ひめ様さまのような娘こと、食事をするなどイレギュラーな事態ではあるが、放っておくわけにもいかないよな。だってあっちはまだ知らない学校に来てどうしていいのか困ってるくらいの立場なんだし。

　ここくらいは、フォローしてあげるべきだ。いかにも普通な！

「姫帥ノ宮さん」

「え、はい」

「一いつ緒しよに昼飯食くわない？」

「え………いいんですか？」

「ああ、もちろん」

　どうだこの普通さ。たとえどんなお嬢様が現れようと動じず、普通の状態を貫つらぬき通とおす。

　普通の前では皆みな平等なのである。

　姫帥宮さんはおずおずとやってくると、少し嬉うれしそうに俺の隣の席に座すわった。

　俺と竹中君そして姫帥宮さん、三人で机を囲む形になる。

「よんでくれて……あり……がと」

　ふむ。確かにちょっと片言っぽい感じはあるが、でも片言ともちょっとニュアンスが違うような不思議なしゃべり方である。

「あの……」

「はいはい、なんですか？」

　ノリのいい竹中君は、うまい調子で間あいの手てを入れる。

「呼び方……名前で……いいんで」

「え？」

「桜子……で……呼んで……ください。その……みんなと、仲良くなりたいので」

　俺と竹中君は思わず顔を見合わせた。

　ふむ、なるほど。姫帥宮さんが本当にお嬢様なのか王族なのか、そのあたりは定かではないにしても、彼女はどうやら普通に扱あつかってもらいたいようである。

　それなら彼女の希望通りにしてあげるべきである。

「わかった……じゃあ、桜子……で、いい？」

「うん、え～と、井い口ぐちくん……それから竹中君」

　彼女はもう俺たちの名前を覚えてくれているのである。うれしい限りだ。

　と、桜子は自分のお弁当を広げながら、ふと俺の弁当箱に目を止める。

「井口くん……お弁当……ご飯だけ？」

「いや、梅干もあるんだが」

　ちょっと驚おどろいている様子ではあったが、すぐに自分の弁当箱の中からミートボールをつまむと、

「おかず……あげるね」

　そう言って俺の弁当に分けてくれる。

　いい娘こじゃないか！　何より、おかずの交こう換かんなんて、すごく普通感が出ている！

「おう、ありがとう。じゃあ、俺のご飯も少し分けよう」

「え……ごはん？」

　するとすかさず竹中君のフォローが入る。

「桜子ちゃん、もらっときな。銀ぎん次じ朗ろうんちのご飯は一味違うから。炊たき方かたらしいんだが、どういうわけか、めちゃめちゃうまいんだよ」

「え……じゃあ……いただきます」

「おう、どうぞ」

　俺は箸はしで井口家秘伝の炊き方で炊かれた白米を桜子の弁当に分けてやる。一見、どこにでもあるご飯だろう。しかし、違うのだ。一口、舌の上に転がせばすぐさまその違いがお分かりになるだろう。

　桜子はなんとなしに井口家のご飯を口に運ぶ。

　と、その瞬しゆん間かん、桜子の表情が一変した。

「うまかあ！　どげんしたら、こげなうまみが凝ぎよう縮しゆくされたお米に炊き上がるたい！　お弁当という冷えた媒ばい体たいとなっても輝かがやき続ける、ご飯の明みよう星じようばい！」

　時が止まった。

　クラス内の集中はすべて桜子に注がれ、全員がポカンと口を半開きにしながら、目を皿のようにしていた。

「………………………………………………はぁっ！」

　我に返った桜子はすぐさま、席を立ちあがると、

「うぅっ！」

　脱だつ兎とのごとく教室から飛び出して行ってしまった。

「……これは」

　いったいどうしたものか……。

　眼球だけチラリ、チラリと周りに移せば全員の視線が俺に突つき刺ささっている。

　この場合、原因を作ったのは確実に俺である。もっと正確に言うなら、俺の弁当のご飯である。しかしご飯に責任を取らせることはできない。おのずとご飯の責任者たる俺が責任を取るしかないわけである。

「……………」

　大変普通とは言いい難がたい展開となってしまったが、これは仕方ない。

　俺はすぐさま桜子の後を追い、教室を飛び出した。




　急いで桜子の背を追って行くと、彼女は保健室の中へと消えていくのが見えた。

　俺は保健室の前まで来て、一いつ瞬しゆんためらうも意を決して中へ入る。

　と、そこには保健の先生がやや困った顔で、入ってきた俺を出で迎むかえてくれた。

　理由は他でもない。先に飛び込んでいった桜子が有う無むを言わさずベッドにもぐりこみ、グズグズ鼻をすすっているのだから、声をかけづらいってもんだろう。

　俺は小声で、

「先生、自分が話しますんで……」

　と言うと先生もため息交じりに頷うなずき、席を外してくれた。

　さて、どっから話したもんだろうか……。

「おい、入ってもいいか？」

　俺はカーテン越ごしに、桜子がいるベッドに話しかけてみる。

　返事はない。仕方ない。了りよう承しようは得てないが、ここからでは話がしづらいので、中に入ることにする。

　彼女は保健室のベッドの上で布ふ団とんをかぶって丸くなっていた。

「……よう」

　自然さを装よそおいながら声をかけると、桜子はチラッと布団の隙すき間まから俺を一いち瞥べつする。

「あー……ごめんな。その、なんか俺の家のごはんで、その悪いことしちゃったみたいで」

　ご飯で悪いことって……なんて間ま抜ぬけなせりふなんだろう。

　しかし桜子は首を横に振って、再びうつむき、ぼそりと話し出した。

「………驚いたと？」

　ふむ、先ほど俺が耳にしたのと同じ、方言である。何弁だっけ？　博はか多た弁べん？
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「まあ、ちょっとは」

「申し訳なかばい。みんな騙だましとって」

「別に騙したわけじゃないだろ」

「騙したようなもんたい。標準語もまともにしゃべれんくせに、標準語ぶったり」

　やはり外国訛なまりの片言ではなく、方言訛りの標準語だったようである。

「いいじゃないか方言」

「良かなかばい。この『博多弁のようで微び妙みように博多弁じゃない博多弁』のせいで、どこに行っても浮ういとったたい！　博多ですら浮いとったたい！」

　博多で浮いちゃう博多弁って、それは何弁？

「それにこんな容姿やけん、最初はお嬢様じゃ、お姫様じゃって勘かん違ちがいされっとよ」

　うん、現にクラスのみんな勘違いしてたもんな。

「まあ、勘違いのほとんどはクラスのやつらの責任だから、そんな気にする必要ないんじゃないか？」

　俺は軽くそんなフォローを入れるのだが、桜子は首を横に振る。

「そんなに人間は理性的じゃなかとよ……」

「どういうことだ？」

「みんな、あたしがお姫様やないって気が付いたら、騙された、って感じるとよ。最初から違う言うとっても……みんな……そう思ってしまうとよ……」

　悲しそうに呟く彼女の言葉は、痛いほどに切実な響ひびきを持っていた。

　きっと今朝みたいなことが、過去に何度もあったのだろう。

　彼女は決して押おしの強い娘こではない。思わず流されてしまい、ノーと言えず、気が付いたらそのように振ふる舞まうしかなくなり、最後にはそれがバレて、つらい思いをしたにちがいない。

「こんな方言やなかったら……もっと友達もできとったと……こんな容姿やなかったら……みんなと普通の学生生活ができとったと……でも……」

　でも、の先を桜子は呑のみ込んでしまう。

　しょんぼりとまた布団にくるまってしまう桜子。

「もう、さっきので、全部バレてしまったけん……これで、また、あたしは一人たい……みんな騙してた言うて後ろ指さされて高校生活を送るたい……」

「バレてはいないと思うぞ。まあ、多少の疑問は残ったかもしれないけど」

「時間の問題たい……あっという間にばれるたい………こげんことなら、中学卒業して家の酪農ば手伝だっとったらよかったばい」

　そうか。桜子もまた普通の高校生にならんとした一人であったのだ。

　しかしである。彼女は元演技派毒どく舌ぜつ子役声優である久ひさ奈なのように完かん璧ぺきな演技を見せつけることはできなかった。

　彼女は普通の高校生を演じ切ることは不可能。ならばどうする？

「わかった……じゃあ桜子は博多弁でいても問題なくて、その上でクラスメイトからは普通の女子高生として迎むかえてもらえる状じよう況きようなら、なにも問題はないな？」

　俺おれの質問に桜子は布団からバッと顔を出し驚きの表情を浮かべた。

「そ、そげん都合のよかこと、なかとよ！」

「あったらどうする？」

「……………」

　強く問いかける俺の言葉に、桜子はうつむき口を結びながらも答える。

「………あったら………あったら、すごく……うれしかとです」

　それが聞ければなんも問題ない。

「よし、俺がその状況を作る！」

「そ、そげなこと無理たい！」

「信じろ！」

「え？　……井口君を？」

「違う！　俺の信じるクラスメイトを信じた俺を信じる桜子を信じろ！」

「……ちょ、ちょっと混乱するばい」

「俺も言っててよくわからなかった」

「ええー！」

「でも大だい丈じよう夫ぶだ」

「どういうこったい？」

「クラスメイトはお前をちゃんと受け入れてくれる。それを証明してやる」

「……そんなこと……ありえんばい」

　信じられないだろうな。だって今まで散々失敗してきて、散々つらい思いをしてきたんだ。

　でも心配すんな。大丈夫、なんとかするさ。

「次の授業は、ここで休んでおくといい。そのあと教室に戻もどってくるんだ。その時にはすべて解決している」

「…………」

「じゃあ、俺はちょっと用事があるんで、先に行く」

　そう、これから小細工をしなければならないのだ。桜子が嘘うそをついておらず、しかもそのままでも、このクラスで普通の高校生デビューを飾かざるための。

「それと桜子」

「……なにとよ？」

「世界には方言萌もえという、方言を愛めでる素す晴ばらしい文化がある。桜子の『博多弁のようで微妙に博多弁じゃない博多弁』――俺の心は間かん然ぜんすべきところなく萌えあがった！　大たい義ぎであった！」

「井口君！」

　俺は桜子に背を向け保健室を飛び出す。

　間もなく授業が始まる廊ろう下かを全力で走る。

「……やっちまった」

　やっちまったやっちまったやっちまった…………。

　普通の高校生のセリフじゃねえよ。いくら桜子を励はげますためとはいえ、俺の中の悪い虫が騒さわぎまくってしまった。

　そしてこれから、俺はおおよそ普通の高校生ではない行動をとらねばならない。

　致いたし方ない。

　これが終わったら、今度こそ普通の高校生になるんだ！

　明日から本気だす！




　クラスに戻るや、俺はすぐさま竹中君の元に向かう。

「すまん。竹中君、ノートパソコンを持っていたな？」

「ああ」

「ちょっと貸してくれないか？」

「……………どうした銀次朗？」

「心配するな！　秘密のフォルダー、およびマイピクチャー、マイドキュメント、検けん索さく履り歴れき等は絶対に見ない！　竹中君の性せい癖へきや、痛いポエムを暴ばく露ろするようなことはしない！」

「まて、銀次朗。俺のノートパソコンにそういったものは入っていない」

「なにっ!?」

「なんで信じられないって顔してんだ……まあいいよ。どうしたんだ、急に？」

「いや……ちょっとな」

　俺が言葉を濁にごすと、竹中君は察しがついたのか短く嘆たん息そくした。

「………桜子ちゃんのことだな？」

「ああ」

「わかった桜子ちゃんも、お前に任せる！」

「も？」

「いいんだ。お前にはそれができるはずだ。やってこい」

「恩に着る」

　俺はすぐさま竹中君のノートパソコンを借り受けると教室を飛び出す。

　向かう先は宿直室だ。次の授業はサボらねばならない以上、作業をするならここがうってつけである。

　と、宿直室の扉とびらを開けると、なんと先客がいた。他でもない真ま宮みや久奈である。

「おま……なんで？」

「どうせこんなことだろうと思ったから………」

　口元をつんとしたまま、久奈は腕うでを組んで目線をそらす。

「……あの転校生のために……なんかするんでしょ」

「ああ」

　どうやら俺の考えてることはお見通しのようである。

「どうせそんなことだろうと思ったわよ………昔っからそうなんだから」

「ん？」

「なんでもない！　…………それから……私がやることはあるの？」

　こちらを一いち瞥べつしながら久奈はまたすぐに視線をそらしてしまう。

　まったくもって素す直なおではないが、やはり久奈もいいやつである。

「ああ、一つお願いしたいことがある。俺がやると嘘くさくなるんだが、久奈ならきっと大丈夫だ。なにより久奈がやってくれるなら、これ以上頼たのもしいことはない」

「…………ぅん……なに？」

　ようやく少し機き嫌げんを直してくれたのか久奈の声こわ色いろも少し柔やわらかくなる。

　そして俺はこれからしようとしていることを全て久奈に語ったみせた。

「それ……本当にやるの？」

「ああ、もちろんだ」

「大丈夫なの？」

「問題ない。久奈がいてくれる」

「……わ、私は別に……そんな……」

　なんでそこでもじもじしてしまうのだろう？

「どうした、久奈？　顔が赤いが？」

「な、なんでもない！　早くやれば！」

「お、おう」

　俺はさっそく竹中君のノートパソコンを開き、起動させる。

　ロックが掛かっていないパソコン画面からウェブ上に飛んだ。

「ねえ、何をするの？」

「ああ、これに記事を投とう稿こうする」

「……え、ちょっと……これって」

　俺が飛んだウェブの画面を見た久奈は驚きよう愕がくの表情を浮かべる。無理からぬことである。

　が、やると言ってしまった以上は俺にだって責任はある。

　ちゃんと桜子を高校生デビューさせねばならないのだ。

　俺の両の指先は、猛もう烈れつな勢いで鍵けん盤ばんをたたきだした。




　昼休み後の四限目の授業が終わるのを待って、先生が出っていったのを見計らい、教室内に侵しん入にゆう。

　しれっとノートパソコンを返しながら、俺は何気なく竹中君と日常会話をしてみるのだ。

「いやあ、竹中君パソコンありがとう」

「役に立ったか？」

「ああ、勿もち論ろんだ。ところで竹中君……」

「なんだ？」

「桜子は、どうやらマキバ王国の王女ではない」

　俺の言葉に、クラス内の注目が集中する。

「………銀次朗、それはどういうことなんだ？」

「うん、マキバ王国は存在するが、桜子はそれとはまったくもって無関係なんだ」

「なんだと!?」

「ああ、知らなくても仕方ないことだが、この国はユーロ圏けんＧＤＰ第三位の国家でね。ヨーロッパ圏の食を支える、酪らく農のうが盛んな国なんだ」

「それは桜子ちゃんが言っていたのと同じじゃないか」

　いや、桜子はそんなこと一言も言ってないけどね。

「うん……その王国には、現在一人の王女がいるらしい」

「ほう」

「その王家は、帝てい王おう学がくとして自国語以外に五ヶ国語――英語、フランス語、イタリア語、中国語、博多弁を話すことができるらしい」

　どうだこのひどいチョイス。まったくもって博多弁が浮いているが、ここは気にしない。華か麗れいなるスルーで次の話へいく。

「そのマキバ王国の王女は現在海外へ留学しているらしい」

「そ、それが日本なんじゃないのか？」

　竹中君、素晴らしいクエスチョンだ。

　全員が気になっている疑問を端たん的てきに俺に投げかけてくれる。

　しかし、ここで安易な回答はしない。

「………それはわからないらしいんだ」

「「「「なにっ！」」」」

　よし、クラス全員が食いついてきた。

「さっきネットで見たんだが……、王女の行く先は表には出せないらしいんだよ」

　神しん妙みような顔つきで全員が息を呑のむ。

「もともとは、庶しよ民みんの暮らしを見に行くのが、この国の留学の方針らしいんだ。その国の名前で、その国の人に交じって庶民の暮らしをする。もちろん誰だれにもバレないようにだ」

「「「「「……………」」」」」

　この俺の胡う散さん臭くささの塊かたまりのような話に、みな固かた唾ずを呑んで耳を傾かたむけてくれる。

　その時、クラスの一人がふと声をあげた。

「……ほんとだ。ネットに出てる」

　久奈である。携けい帯たい電話のウェブの機能で、先ほど俺が作ったものを開いたのだ。

　皆みなが次々に、先ほどの俺が口にしたマキバ王国の名前で検けん索さくをかける。

　最初に出てくる項こう目もくは、ウィキペリアのページ。

　重要なのでもう一回言っとくよ。

　ウィキペリアである。

　あの有名な電脳大百科事典ではない。

　紛まがう事なき偽にせ物ものである。

　言ってみれば姉妹サイトではあるのだが、ここは情報書き込みの審しん査さが甘あまい。しかも反映されるのが早く、即そく反映されたのちに、会社の審査が入り、もし間ま違ちがいや事実確かく認にんができない場合は、後々削さく除じよされる。しかし事実確認は数日後、遅おそくても一週間後なのだ。

　それでいい。今を乗り切ることが肝かん要ようなのだ。

　みな口々に、「ほんとにある」とか「マキバは本当にあったんだ」と口をそろえてくれる。

　よし、ここまで話がいけば、後は最後の畳たたみ掛かけだ。

「まあ、そういうわけでこの国の王女がどこにいるかはわからないわけだが、さて……」

　俺はみんなに向き直る。

「ちょっと考えてみよう。王女自らの正体がバレてしまったらどうなるか？」

「「「「!?」」」」

「わかるな……一いつ般ぱん市民として暮らしている王女の身分がバレてしまえば、悪い人間たちが集ってくる！」

「「「「確かに！」」」」

「必要のない諍いさかいごとや、政治的圧力すら受けかねない！」

「「「「なるほど！」」」」

　なんてノリのいい訓練されたクラスメイト達たちなのだろう。よしならば問おう。

「もし、身近に王女がいたら、俺たちはどうすべきか!?」

「「「「気づかない!!」」」」

「でも、もし気づいてしまったら!?」

「「「「気づかなかったことにする!!」」」」

　ベストアンサーだ。

「よし、じゃあ最後に問う！」

「「「「おお!!」」」」

「このクラスに、マキバ国の王女はいるか!?」

「「「「「さあ、しらねえなっ!!」」」」」

　よし！

　お前らのいいやつさ加減に、俺ちょっとうれしくなったよ。




　さあ、今度は桜子だ。俺は彼かの女じよを迎えに保健室へ向かおうと教室を出る。

　しかしそこには唇くちびるを噛かみしめながら顔を真っ赤にして俯うつむく桜子が立っていた。

　どうやら聞いていたようである。俺は歩み寄り彼女に話しかけた。

「な、大丈夫だったろ」

「…………よくあんな嘘……ウェブページまで作って」

　まあ、小一時間で作ったにしてはかなり情報を盛り込んだつもりだけどな。

「でも……あんな嘘、すぐにバレるとよ」

　身を強こわ張ばらせ桜子は固い口調で言う。

　ま、そう思うのは無理からぬことである。だから俺は桜子に言葉を継ついだ。

「もう、バレてるよ」

「え？」

　桜子はハッと顔を上げると俺の顔を見た。

「もうバレてる。まあ、ちょっと考えりゃあわかることだけどさ、『マキバ王国』で検索して、その王国に記事が一件しか出てこねえんだから、普ふ通つうはすぐ気がつくって」

　まあ、似たような名前とか、同名のサイトはあるんだが、ユーロ圏の王国としての記事ではもちろんない。

「むしろ俺が、今話したことで、桜子が王女じゃないって証明しちまったようなもんだ」

「え、じゃあ……」

「そう、クラスのやつらは、わかってて騙されてくれたんだ、俺の嘘に」

　桜子はそのことが信じられなかったのか、しばらくぽかんとしていたが、ようやく理解しだすと、次し第だいにポロポロ涙なみだがこぼれ出す。

　まあそうだよな。信じられないかもしれないけど、うちのクラスメイトってのはそういうやつらなんだ。

「どうだ？　クラスメイトはみんないいやつらだろ」

　彼女は何も言わず目に涙をためながらコクリと頷うなずく。

「あとは桜子、お前がみんなを信じて普通に教室に戻れば、この話は終わりだ」

　桜子は唇を噛みながら、もう一度コクリと頷うなずく。

　そして彼女はもっとも勇気のいる一歩を踏ふみ出だす。

　クラスメイト達を信じ、受け入れてもらうために。

　ゆっくりと教室のドアを開ける。そこには先ほどと変わりないクラスメイト達が席に座すわっていた。

「……あ、あの……あたし……訛なまりっとうけど……こんなやけど……これからもよろしくお願いします！」

　と頭を下げる彼女に、クラスメイト達は……。




　グッ！




　満面の笑えみで全員が親指を立てたのである。

　ほら言ったろ。世界には方言萌えという素晴らしい文化があるのだ。

　そんなクラスメイト達に桜子は目を丸くしていた。

　それから彼女は後から入ってきた俺に向き直ると、

「あの………」

「ん？」

「ありがとう……銀ちゃん」

　きれいにお辞じ儀ぎをした。その姿は確かにどこかの王家からやってきたような高潔さを漂ただよわせているようにも見えた。いつの間にやら俺の呼こ称しようが苗みよう字じから下の名前で呼んでくれるようになった桜子。うん、まあ少しは信しん頼らいしてもらったってことかな。

「……お、おう」

　そして桜子はスルッと顔を上げると少し恥はずかしそうに顔を赤らめた。

「………あの、それと……保健室でのこと……うれしかったばい」

　ガタッ！

　なぜかクラスメイト全員が起立した。

「あたし……こんなことしてもらったの……はじめてやったけん」

　ガタッ！　ガタガタッ！

「「「「なにーっ!?」」」」

　とその時クラス内がざわざわしだす。
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「（ほけほけ保健室で……）」

「（こんなことって、どんなことしたんだ!?）」

「（初めてだぞ！　女の子の初めてだぞ！）」

「（お、俺のノートパソコンでどんなプレイを……）」

「（衛生兵！　赤飯を炊たけ！　酒を用意しろ！）」

「（さすが銀次朗くんね、ただものじゃないわ……）」

「（銀次朗のやつ、ついに二人目か……）」

「（あいつなら仕方あるまい）」

「（やはり銀次朗だな。俺の目に狂くるいはなかった）」

「（やつなら、きっとこの学内を統一するにちがいない……）」

　いったい何をこそこそ話しているのだろうか？

　おそらくはヒソヒソ話が聞こえているだろう久奈に目を移すと、

「……………」

　なにかプルプル震ふるえながら乱暴に文庫本のページをめくっていた。
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部活なんて、どうでしょう







　桜子の一件が無事、解決したその日の放課後のこと。俺は宿直室へ到とう着ちやくするや……、

「銀次朗……クラスではずいぶんと楽しそうだったわね……」

　なぜだか久奈が相変わらずおかんむりの様子。

「ど、どうしたんだ？　俺おれがなにかしたか？」

「………べ、別に私が気にすることじゃないけど……その……」

「なんだ？」

「あんたが……勝手に転校生と……ラブコメっぽいこと始めるんなら……もう、ここくる必要ないだろうし……そしたら……私一人で勝手にやるし………」

　ははあ、なるほど。どうやら久奈は、俺と桜子の間にラブコメ的イベントが発生したのではと訝いぶかしんでいたようだ。

　もし俺と桜子にそんなことが発生してたら、久奈は一人取り残されてしまう。

　それを心細く思っていたのだろうか。

「いや、別に桜子とは何も始まってないぞ」

「そうかしら？　保健室でにゃんにゃんしてたんじゃないの？」

「なっ!?　そんなわけないだろう。保健室ではただどういう状じよう況きようなのかを聞いただけだ」

「………………本当に？」

「ああ、本当だ。桜子は俺たちと同じ普通の高校生になりたいって話を聞いただけだ」

　そんな久奈は、なおも心細そうに俺の顔を見上げる。

「………なんであんたなの？」

「それはまあ、成り行き上ああなってしまっただけで、俺と桜子の間には別段ラブコメ的なことは一いつ切さい発生していない」

「………そ、そうなの？」

「ああ、そうだとも。それに最初に約束したじゃないか。一いつ緒しよに普通の高校生になろうって。なのに俺が久奈を置いて先になんて行くわけないだろ」

　俺がそう言うと久奈はなぜか急にワタワタとしながら落ち着きのない様子になる。

「べ、別にそんなこと気にしてたわけじゃないし！　あんたが先に行っても、あたしはこれっぽっちも気にしないんだから！」

「なにそのツンデレ発言？」

「デレてないっ！　あんたなんかに……で、デレるわけ……ないじゃない！」

　はいはい、わかってますよ。そんな顔まっ赤にしてムキになることないじゃないか。

　さてそんな訳で落ち着いた久奈に、改めて俺が思いついたある提案をしてみることにした。

「普通の高校生になるためにいろいろ考えてきたわけだが、実は俺の中でちょっと名案を思いついてな」

「な、なに!?」

　俺の発言に俄が然ぜん久奈の目も輝かがやく。

「ああ、やはり普通レベルを上げるということは、それなりに修しゆ業ぎようも必要かと思って、この際、山で鍛たん錬れんを積んで強めの動物と闘たたかったり……」

「あんた、バカも休み休み言いなさいよね！　なんで山なのよ！　そもそも強めの動物って何よ!?」

「熊くまとか？」

「強すぎだっ！」

　激げき昂こうする久奈を諌いさめながら、俺は本来的な話に戻もどすことにする。

「だ、だめか!?」

「当たり前でしょ！　そんなことしたら、普通どころかグラップラー的なものになっちゃうじゃないの！」

　なっちゃうかなあ？　なっちゃうか……。

「あんたねえ、そんな熊殺したりとか、いまどき空手部だってしないわよ」

　うん……まあ、確かに。と思いながら、俺の琴きん線せんに久奈の言葉が引っかかった。

　空手部………あ、なんだ、そうか………その手があったか。

「久奈、部活だ！」

「はあ、部活？」

　そう、ゲームとかアニメとかに、よくあるじゃないか。

　部活を作って、目的に向かってまい進していくって話。

　そんでピンっと来たわけだ。

「そうだよ、いろいろやれる部活を学校に申しん請せいすればいいんじゃないか？」

「部活……そう、部活ね……」

　久奈は何やらぶつぶつ言っていたが、これは悪い反応ではない。

「いつまでもここを無断で使うわけにもいかないしさ、そろそろ拠きよ点てんは必要だと思うんだよ。だったら学校公こう認にんの部活動にすれば、部室だって貰もらえるし、そこからこれからのことを考えていけば、いろいろ便利じゃないか」

「まあ、そうね。いいんじゃない部活」

　にっこり笑みを浮うかべる久奈に、俺もガッツポーズ。よし、部活動だ。これでいろいろスムーズになるぞ。と、そこで久奈は何かに気が付いたようにハッとする。

「……ちなみに何部になるの？」

　うむ、たしかに何部なのだろう……。

「そもそも、目的のよくわからない部活に、生徒会が許可なんか下ろしてくれないじゃない」

「まあ、それはそうなんだが……」

「それに部員だってそうよ。二人で申請って通るの？」

「たしか学校の規定では、三人いれば部活、または同好会としての許可は下りるって学校概がい要ように書いてあったが」

　入学の時に渡わたされる分厚い冊子、計三冊の学校概要である。のっけから理事長・君島大たい鵬ほうの『学生の在り方』という序文が70ページにわたり展開し、その後は校則や、地域活動、生徒会活動などについて書かれている総ページ数８９２ページの大長編である。

「あんたあれ読んだの？」

「当たり前だろ。三冊とも穴があくまで読んできた」

「……どうしてあれを読む気になれるの？」

「だって必要じゃないか、普通の高校生になるための基き礎そ知識が埋うめ込こまれてるんだから」

「……あんな面おも白しろみの欠片かけらもないものを……穴があくまで……」

　なぜか引き気味の久奈さんである。普通、読むよね？

　俺はため息をつきながら、畳たたみの上で膝ひざを組みかえる。

「まあ、とにかく、部活名を決めて、部員揃そろえて、申しん請せい出そうぜ」

「まあそれもそうね。えっと、じゃあ……まず部活名からか……」

「えーっと、普通の高校生になるために日夜修練に励はげむ部活だから……」

「うん」

「普通部？」

「バカかっ！」

「な、なんだ久奈!?」

「あんた、何その活動目的が見えにくすぎる名前は！」

「ダメか？」

「ダメに決まってんでしょ！　ちゃんと運動部とか、知的探求を目的とした部活じゃなきゃ許可なんか下りないでしょ」

「おまえ、今日はひどくまともなこと言ってるな」

「なに？　いつも全まつとうじゃないみたいな、その言い方は」

「いや………うん、他意があったわけじゃない。すみません。許して下さい。足あし蹴げにするのは許して下さい」

「してないでしょ！　する気もないわよ！　この変態」

「うん………………そうか」

「………なんでちょっと残念そうなのよ！」

「そ、そんなことはないぞ！」

「……で、どうする？　まずなに部にするの？」

「う～ん、そうだな。やはり最終目標は、ラブコメが発生することで、普通の高校生と認にん定ていされるんだから、『ラブコメ研究部』がいいんじゃないか？」

「通るわけないでしょ！」

　えー、マジか!?

「どこがおかしいんだ？」

「あんたの頭」

「俺の頭のことは置いとけ！」

「あのね、そんな浮かれた名前の部活、あんたが生徒会役員だったら通す？」

「通さ……ないなあ」

「でしょ！　もっと名目上、これは学生がやるべき、っていう部活にしないと」

「じゃあ、おまえはどんなのがいいんだ？」

「そ、そうね……例えばラブコメじゃなくて…………『男女の愛の育はぐくみ方研究部』とか」

「………………………………………」

「……なんで黙だまるのよ」

「エロい！　この恥ち女じよがっ！」

「な、な、何言ってんのよ！　エロいのはあんたの頭の方でしょ！」

「ば、なに言ってんだ！　そんな部活名、他人は絶対いかがわしい部だと思うぞ」

「そんなことないわよ！」

「とにかく、ちょっとでもそういうニュアンスに取られてしまったら不利だ。誰が聞いても健全に聞こえる部活名にしないと」

「別にエロくない気がするけど………そういうニュアンスにとる人もいるなら……」

「ああ、だから仮にその部活名だとしても、邪よこしまなことがあるわけじゃない、という軽いフォローが必要だろうな」

「例えば？」

「例えば………『男女の愛の育み方研究部～エロじゃないんです。育むのも別に子供作るとかそういうニュアンスじゃなくて、もっとスピリチュアルな感じのプラトニックな雰ふん囲い気きのアレです～』とかだな」

「フォローなげぇ！　全然軽くない！」

「そんなことないだろう……」

「そんなことあるわよ！　なんで、最後あやふやにしてんのよ！　『アレ』って何よ！　なに濁にごす感じでうまくまとめたみたいなドヤ顔してんのよ！」

「別にドヤ顔なんてしてないだろ」

「してたわよ！　よッしゃ、みたいなあんたの笑え顔がおが一番エロかったわよ！」

「………くそ、けっこういい感じに纏まとまったと思ったんだけどな」

「纏まったというより、とっ散らかしたという印象が拭ぬぐえない」

「そ、そうか………」

　おいおい、これじゃ八方ふさがりじゃないか。

「よし、じゃあ部活名はちょっと置いておこうじゃないか」

「なんで？」

「まず活動内容をはっきりさせるんだ。そうすれば自おのずと部活名も思いつきそうだろ」

「……確かに……そうかもしれないわね」

「だろ！　よし、じゃあ活動内容だ」

「……………………」

「……………………」

「……………………って、なんか言いなさいよ！」

　わっ、びっくりした！

「なに人任せにしようとしてんのよ！」

「い、い、いや、そんなことはないぞ」

「目、泳いでますけど……なに？　もしかしてノープランで活動内容から決めようとか言ってた？」

「い、いや、そんなことはない！　……ちゃんと考えてあるさ！」

「へえ、じゃあ聞かせてもらおうじゃない」

「おう……………………………だから……活動内容は『普通レベルを上げる』だな！」

「いや、だから、それをどうやってするのかって……」

「…………」

「なに今気づいたみたいな顔してんの？」

「……す、すまん。よく考えたら、なにしていいのか全くわからねえ」

「ああ、こいつバカだった！」

「バカとか言うな！　よく考えてみろ。ギャルゲーの主人公はみんなスタートの時点で普通の高校生なんだよ！　どうして普通の高校生になれたのか一切説明もしないで、いきなり超ちよう人じん的てきなまでの普通力を持ち合わせてるんだよ！」

「超人的な普通力というこの矛む盾じゆん……銀次朗の国語の成績が気になって仕方がないわ」

「そういうとこ突っ込むな！」

「でもそうよね、だいたいああいうゲームやアニメの主人公は、生まれ持ったように普通、って言い張るんだもんね」

「ああ、俺は久奈に教科書だ、とギャルゲーを薦すすめておきながら、今いま更さらになって実はあまり参考になるような方法が記き載さいされていないことに気がついたんだ。本当にすまない！」

「ううん、それは別にいいの」

「………久奈？」

「私も最初に気がつくべきだった。目の前の『普通』という言葉の甘あまい旋せん律りつに踊おどらされて、悲しいダンスをしていた滑こつ稽けいなピエロだったのよ、私も銀次朗も！」

「くそっ！　『普通』め！」

「許すまじ！　『普通』！」

「普通っ！」

「普通っ！」

「ぬあーっ！」

「ぎーっ！」





20分経過






「はあ……はあ……何やってたのかしら、私たち……」

「わからん……まったく思いだせない……とりあえず仕切り直そう」

　ちょっとテンションが上がりすぎて、お互たがいなにかおかしなことになっていたことに気がつく。これだから黄昏時たそがれどきは怖こわい。

「とりあえずゴールは、ギャルゲーの主人公がオープニングで語る、『どこにでもいる普通の高校生だ』というあの流れだ。しかしそこに至る経けい緯いは、俺たちで模も索さくしていかなければならない」

「先は長いわね」

「ああ………ちょっと甘く見ていたな。普通を」

　お互い座りなおして息を整える。

「とにかく活動内容はお互い宿題とするのがいいんじゃないかな。俺たち二人で話してると、変なテンションになってよくわからない結末を迎むかえかねない」

「そうね。一人で冷静な時に考えた案を持ち寄って、それから吟ぎん味みした方がいいかもね」

「うん」

　よし、活動内容についてはひとまず棚たな上あげだ。

　さて、あと問題点というと……。

「そうだ、重要なことがあるじゃない」

「なんだ？」

「部員よ」

「…………確かに……そうだな。あと一人、部員が必要だな」

「そうよ。そもそも、普ふ通つうの高校生になりたいやつ……なんて…………」

　久奈は言いながら何やらどんどん表情が曇くもっていく。

「どうした、久奈？」

「…………いや、別に。なんでもない！」

　絶対なにかある顔をしているのである。正座しながら部屋の隅すみを横目で見つめ、もじもじとしている。

「もしかして、誰だれか候補がいるのか？　他に普通になりたい……やつ……」

　と言いながら俺もある人間の顔が浮かんだ。

「そうか！　桜子か！」

　その答えが正解だったのか、久奈はビクリと体を揺ゆらしたのだ。

「なんだ、それならそうと、言ってくれればいいじゃないか。なるほど、確かに桜子も普通の高校生になりたいって目標があるんだもんな。バッチリじゃないか」

「………うぅ」

　せっかく候補が見つかったってのに、どういうわけか久奈は身をよじるように複雑な顔をするのである。

「どうしたんだ、久奈？」

「…………部活動なんて……言うんじゃなかった………」

　何やら落ち込んでいる様子で、久奈はぶつぶつと呟つぶやいていた。




　というわけで次の日。

　休み時間になんとなく俺から、「普通の高校生になるための部活があるんだけど」と桜子に話したら、二つ返事でオーケーがもらえた。

　やったぜ、とばかりに久奈にピースしたら、すげぇ睨にらまれた。

　なんで？




　さてそんなわけで放課後の宿直室である。

「たのしみたい。銀ちゃんと部活……えへへ」

　期待に胸ふくらませる桜子が早々に宿直室にやってきて、ほくほくとした様子。

　うん、やる気は十分だ。

　しかしそれに対してどういうわけか久奈が……、

「…………………」

　なにやら不ふ機き嫌げん極きわまりない表情でプクッとしているのである。

「どうした？　久奈」

「……別に……なんでもない」

　むぅ、なんでもない、という態度ではない。なんかありまくりなのである。

　せっかく部活動申請条件である人数がそろったというのに、どうしたのだろうか？

　すると桜子が久奈に寄っていってニコニコとあいさつをする。

「よろしくとよ、真宮さん」

「………よろ、しく」

　どうもたどたどしい。何かあるのか？

「真宮さんも普通の高校生になりたかったとね。しらんかったばい」

　宿直室では通常キャラになっている久奈に、桜子は意外にも動じる様子はない。いたって普通にそんな久奈の大変身を受け入れているようである。

　さてそんな不機嫌な久奈ではあるのだが、パッと立ち上がると腕うでを組んで桜子に向き合う。

「ちょっと、あんた、こっち来なさい」

「？」

　うわぁ、なんで命令口調なの？　なんというか先せん輩ぱいの呼び出しが如ごとくである。

　しかし桜子は別段気にするでもなく、

「なにとよ？」

　と久奈に付いて行ってしまう。

「銀次朗、あんたちょっと離はなれてなさい！」

　なんなんだ本当に。まあ逆らってどうなるものでもなし、変なことしない限りは俺おれも止めないけどさ。そうして久奈と桜子は、宿直室の隅っこに行くと何やら小声で話し出す。

「ねえ、あんたってさあ………」

　ごにょごにょごにょ………。

「なな、何を言っとっと!?　そ、そんな、そんなわけなかばい！」

「えー、でもあんた………」

　ごにょごにょごにょ………。

「ぎ、銀ちゃんは関係なかとよ！　全然違かとばい！」

「でも、ほら、あんた……」

　ごにょごにょごにょ………。

「そ、そげんこと言ったら、真宮さんだって………」

　ごにょごにょごにょ………。

「ば、バカじゃない！　私がそんなわけないでしょ！」

「やけん、真宮さんは………」

　ごにょごにょごにょ………。

「関係ない！　銀次朗は関係ないの！　何言ってんのよ！　そんなわけないでしょ！」

　うわーっ！　すげぇ気になる！

　なに話してやがんだ。しかも会話の端はし々ばしに俺の名前が挙がってるもんだから、余計に気になる。ただ聞きたい気持ちと反はん駁ばくするのは、だいたい俺の名前が出た後に、否定的な内容で話されることである。

　くそっ……俺が何したってんだ……悪口か？　悪口なのか??

　ここはちょっと問いただすべきであろう。

「なあ、なに話して……」

「「シャアアアア――――！」」

　ひぃっ！　何こいつら。めちゃくちゃ怖いんですけど。

　ガールズトークを邪じや魔ますることは、俺にできないようである。仕方なしなし、俺は久奈と桜子のいる位置から対面の部屋の隅すみで膝ひざを抱かかえるしかなかった。

　どれくらいごにょごにょしていただろうか……。ようやく話がついたのか、久奈と桜子が息を弾はずませながら顔を上げた。

「はぁはぁ……ふん、まあ大まかにマキバ子のことはわかったわ」

　おおう、いつの間にかあだ名がついてやがる！

「ふぅー……あたしも久奈ちゃんについては、大体理解したばい」

　こっちも呼び方がフランクになってる！

　いったい二人の中でどんな話し合いがなされたんだ!?

　くそっ、予想もつかない情報戦が部屋の片かた隅すみで繰くり広ひろげられてたってことか。俺には付け入る隙すきもねえってことか……。

「まあ、マキバ子はあれよね。『身分を弁わきまえる』という言葉を知った方がいいわね」

「なにと？　貴族じゃなかったらいかんとね？」

「べ～つに、そんなこと言ってないけどね」

「久奈ちゃんかて、『身みの丈たけを弁える』って言葉を知った方がよかよ」

「なっ……あたしが小ちっちゃいとでも言いたいの？」

「そんなこと言っとらんよ」

　ビキビキビキっ！

　コワイッ！　なにこれ？　なんでこういう展開になっちゃってんの？

　とにかく、これは俺が止めなくては……。

「おい二人とも、普通の高校生は高度な情報戦のやり取りや、喧けん嘩かはしないもんだぞ」

「「はっ!?」」

　しゅるしゅるしゅる、という音が聞こえてきそうなくらいに二人の勢いが削そがれていく。

　なんとまあ、こんな子供だましみたいなセリフでも、切実に普通の高校生になりたい二人にとっては、てきめんなのであった。

　二人が落ち着いたところで、本来的な話を進めることにする。

　なにって？

　だから、そりゃ部活を申しん請せいするにあたってだ。

「なあ、見てくれ。この通り部活動申請用紙には部活名と、活動内容、活動場所を明記しなければならない」

　俺が今日の空いている時間にもらってきた部活動申請用紙を出しながら、記入事じ項こうの欄らんを読み上げていく。

「うん、そうね」

「こうやって申請すっとね。初めて見たばい」

　申請用紙を二人はしげしげと見ている。

「さあ、そこで問題なんだが、まず部活名だ」

「それは昨日話し合ったじゃない」

「話したと？　銀ちゃんと久奈ちゃん二人で？」

「ええ、そうよ」

　得意げにニンマリと久奈が嗜し虐ぎやく的てきな笑えみを浮うかべる。

「ずるか！　銀ちゃん、なんであたしも呼んでくれんかったとよ!?」

「いや、だから今日、声をかけたんじゃないか」

「参加したかったばい……昨日から参加したかったばい」

「あらら、マキバ子ちゃん、悔くやしそうね？　ぷっくく」

「悔しくなんてなか！　別に………なんでもなかと！」

　この二人、仲がいいのか、それとも悪いのか……？

「まあ、とりあえず、部活動の名前を決めて、活動内容と活動場所も決めないとならないから、それをこれから話しあおう」

「まかせっとよ！　久奈ちゃんの分まで、あたしが考えるけん！」

「ふふ、どうかしらね？　どう考えても脳みそが胸に持ってかれてる感が否いなめないあんたにそんな難しいこと考えられるかしら」

　そんな久奈の煽あおりに、桜子も慣れてきたのか余よ裕ゆうを崩くずさない。

「ふふん、大だい丈じよう夫ぶばい。身体が成長しとるいうことは、脳みそも成長してる証しよう拠こばい。そう考えると久奈ちゃんは…………」

　と桜子はチラリと久奈の胸むな元もとを一いち瞥べつした。

「………………哀あわれたい」

「上等だっ！　表出ろっ！」

「出るとこ出たるばいっ！」

「おまえら、落ち着けっ！」

　ダメだ……こいつら。

「いいか、ケンカしてても話は進まないんだ。ここはみんなで協力して、いい案を出しあわないと」

「………わ、わかってるわよ」

「………が、がんばるばい」

　よし、じゃあ仕切り直しだ。

「まず昨日の話の続きだ。活動内容を決めていこう」

「そ、そうだったわね」

「なにをするか決めるとね？」

「ああ、そうだ。あらかじめ昨日の夜、俺も考えてみたんだが、ここは一つ普通の高校生の日常を描えがいたアニメの観賞会をしてみないか？」

「それってなに？　まさかギャグアニメじゃないでしょうね……？」

「………………」

「ギャグアニメなのね!?」

「……………………………ああ」

「あんたね！　ギャグアニメで日常ものって言ったら、確実に非日常ものに決まってんじゃないの！　突とつ飛ぴな展開のてんこ盛りが押おし寄よせてくるに決まってんじゃないの！」

「…………詳くわしいな。さすがだ、久奈。完敗だ……」
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「だ、だから、詳しくないって！　じょ、常識だっての！」

「……………すまん。ちなみに久奈は何か考えてきたのか？」

「ふん、当たり前じゃない」

「古いギャグ調で言うと？」

「当たり前田のクラッカ……バカじゃないの！　なに言わせようとしてんのよ！」

「おまえ、よくそんな古いの知ってるな」

「話振ふったやつが言わないでくれる！」

　久奈と俺の会話に、やや後れをとった桜子が申し訳なさそうに口を挟はさむ。

「………なんか銀ちゃんと久奈ちゃん、仲よかとね……あたしおらん方がよか？」

「いや、ごめん桜子。そういうわけじゃないんだ。ただのノリだから」

「そうなん？　いてよかと？」

「もちろんだとも！」

「よかったばい」

「ねえ、私、話し続けていいのかしら？」

「ああ、もちろんだ。久奈続けてくれ」

　久奈はゴホンと咳せきを吐ついて話し出す。

「私が考えた普通のなり方はこうよ！」

「ふむ」

「ネットで、普通の人から意見を聞くの」

「ほう」

「で、それに従って、普通の高校生になっていけばいいのよ」

「………それって、匿とく名めい掲けい示じ板ばんとか、ツイッターみたいなＳＮＳを使ってか？」

「……まあ、そうね」

「ＳＮＳってなにとですか？」

「え、ああ……ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略だよ。いわゆるネット上でコミュニケーションをとる場のこと。匿名掲示板の方はまたちょっと違ちがうが、ものすごく大きい意味では同じようなものかな……」

「ほう……深かとね」

　桜子は初めて知ったかのように感心したような息をもらす。思いのほか電子関係が苦手なのだろうか？

「しかし久奈。ネット上で意見を求めるってのはちょっと厳しいかもしれないぞ」

「な、なによ……ダメ？」

「いや、ダメじゃないとは思う。親切に教えてくれる人たちもいる。しかし面おも白しろがってガセネタを振ってくるやつらだっているだろう」

「うっ……」

「更に言えば俺たちにそれを見分けられる自信があるか？」

「……それは」

「普通という言葉を笠かさに着て、ネタ的な辱はずかしめに遭あうかもしれないぞ。特に相手が女子高生だとわかった瞬しゆん間かんに、どんなフリが来るかわかったもんじゃない」

「…………」

「まあ、久奈の過去の話題を出せば、一気に盛り上がって情報もたくさん集まるかもしれないが……それはやめておいた方がいいかもな。特定したい輩やからが、おまえの素す性じようを調べかねないし」

「…………」

「どうした久奈？」

「……………やっぱ、やめよう」

　すごい意い気き消しよう沈ちんっぷりであった。あんなに自信満々だったのに……。

　さて困った。せっかく一晩考えてきたお互いの意見が、総そう崩くずれとなってしまったのだ。

　と、それを聞いていた桜子が手を挙げた。

「はいはい。それ、ＳОＳじゃないといかんと？」

　ＳＮＳな。

「いや、別にそういうわけじゃないんだが」

「それなら他の人に聞いたらいかんと？」

「いや、他って……ネット上なら他も大して変わらないと思うぞ」

「いやいや、ネットじゃなくて、学校のみんなに聞いたらよかとよ？」

　桜子の意見に俺と久奈の目からうろこが落ちた。それはそうだ。こんな近くにお手本たり得る者たちがいるのに、その先せん駆く者しやたちに聞かない手はない。

「桜子！　おまえ！」

「は、はい」

「やるじゃない！　マキバ子！」

「………い、いやあ、そげんことなかよ」

　手放しに褒ほめる俺と久奈の勢いに、桜子は嬉うれしそうな恥はずかしそうな複雑な表情をする。

「そ、それにあれたい！　みんなから直接聞くと、久奈ちゃんも銀ちゃんも変な目で見られるけん、遠くから観察ばしたらよかよ」

「桜子！　おまえ！」

「すごいわ！　マキバ子！」

「えへへ……そげん褒めたらいかんばい。………やけん観察するなら、みんながどこに行っとるのかさえ解わかれば、後はその様子を見て、普通らしか事を身につけたらよかと」

「桜子！　おまえ！」

「完かん璧ぺきよ！　マキバ子！」

「褒めちゃいかんて、褒めちゃいかんて、恥ずかしか！」

　桜子は恥ずかしそうにどんどん小さくなっていってしまう。

　しかしほんとすごいぞ桜子！

「よし、じゃあ、活動内容は『普通の高校生の観察』だな！」

「そうね！」

「で、活動場所は……観察って言うからには学校内全部ってことになるか……」

「広かあ………」

「よし、じゃあ、活動場所を書いてしまうぞ」

「うん」

「了りよう解かいばい」

　俺は申請用紙の活動場所の欄に『学校全体』と明記する。

「それから……」

「ちょっと待ってよ、銀次朗」

「なんだ？」

「普通の高校生の生態を観察するって……学校だけでいいの？」

「た、たしかに」

「久奈ちゃん、なかなか鋭かね！」

「……あ、当たり前でしょ」

　あら、桜子に褒められて何やら嬉しそうだな、久奈。案外こういうのに弱いのか？

「そうだな、久奈の言う通りだ。じゃあ、学校の外も書いておこうか」

「銀ちゃん、校外活動の時は、具体的に書かんといかんとよ」

「そ、そうなのか……ええっと……ということは、普ふ通つうの高校生を観察できそうな場所というと………」

　いざ考えてみると中々思いつかないものである。それは久奈も桜子も同じようで、

「これは調べてくる必要があるわね」

「そうとね。なら、あたしも明日クラスで普ふ段だんどこで遊んどっとか、聞いてみるばい」

「ああ、俺も竹中君辺りに聞いてみようか」

「私も聞き耳立ててみるわ」

　ということで時間もよいころ合いとなったので明日に持もち越こしとなった。

　俺たちは宿直室を軽く片付け、書きかけの部活動申請用紙を冷蔵庫の上に置き、帰り支じ度たくをすると、着々と進行している空気感に目を輝かがやかせながら帰き途とについた。

　うん、部活設立にむかって前進してるんじゃないか？




　さて次の日。クラス内調査を経へて、放課後である。

　俺たちは集合すると同時に、昨日の懸けん案あんだった、普通の高校生は普段どこに行っているのか（学校外編）を纏まとめ上あげることにする。

　さっそく久奈と桜子が調べてきたことを披ひ露ろうしていき、俺がそれを一つ一つ下書き用のルーズリーフに書いていく。

　一番上の欄に『生徒たちがよく利用する所、一覧』と書き、さあ話せ、とばかりに二人の顔を見ると、まず久奈から調べてきたことを切り出した。

「みんな意外と公園とかで話したりしてるらしいわ」

「ああ、竹中君もそんなこと言ってたな」

「遊園地とかも行くらしいばい」

「ふむ」

「喫きつ茶さ店てんもね」

「ファミレスも行くとよ」

「デパートとかも行くわよね」

「カラオケもばい」

「ゲームセンターもね」

「雀じやん荘そうに行くっていう話も聞いたばい」

　どんどん出てくる普通の高校生の行く場所に、俺のルーズリーフが埋うまっていく。よしよしなかなかいいじゃないか。さてと、ざっくり書いてはあるが、もう少し明確に書く必要性があるだろうな。

「ちなみに公園って、どのへんだ？　具体的によろしく」

「すぐ近くの青せい櫂かい公園と、ちょっと夜景が綺き麗れいで無む駄だにカップルばっかりいるノッポリ公園あたりって聞いたわ」

「ふむふむ……遊園地は？」

「読折ランドが近かよ。それから休日ならみんな足を延ばして、ラクーナとか、東京ドフトエフスキーランドとか行く言うとったね」

「ふむふむ……ファミレスは駅の周りにあるやつだよな。バーミナムとか、ロイヤルポストとか」

「いやいや、高校生はお金ないからロイポは行かないわよ。メニューが安いシャンゼリゼ辺りにたまってるらしいわよ」

「ふむふむ、なるほど……喫茶店はどのあたりだろう？」

「駅の裏にあるポプリってお店の紅茶が美味おいしいって聞いたことあるわ」

「あ、それ、あたしも聞いたばい。一度行ってみたかったとよ」

「お店の雰ふん囲い気きもちょっと大人っぽいって言うし」

「そうたい、そうたい。しかもそんなに高すぎないっていうのがたまらんばい」

「よしわかった。ポプリな。あとはチェーン店のドドーリとかスマーガックスとかだろうな」

「ドドーリは、いいんだけどテーブルがちっちゃいのよね」

「そうなのか？」

　あんま行かないからな。でも外から見てるとよく学生が勉強しているのを見かける。

　すると今度は桜子が思いだしたようにちょっとうっとりした表情をする。

「スマガはゆったりしたソファがあるたい。あれに一度座すわってみたかと。でもソファ席は数が少ないけん、いつ行っても誰だれか座っとっとよ」

「ふむ……スマガは椅い子すがゆったり…………おまえら喫茶店好きだな」

「べ、別にいいじゃない」

「女の子はみんなああいうの好きたい！　ちょっとおしゃれな雰囲気に浸ひたりたかとよ！」

「うん、わかった。主に女の子……と。それからデパートはあそこだよな」

「「ジャストっ！」」

　全国的なシェアを誇ほこるデパート。店内は生せい鮮せんから衣類、おもちゃと、あらゆるものがそろっていて、地元商店街などは戦せん々せん恐きよう々きようとする大型店てん舗ぽ、『ジャストっ！』。どういうわけか、語気を強めて言いたい日本語である。

「うん、これは異論なしか。えーと……カラオケはこの前行ったあそこか」

「ああ………カラコンね」

　あの日の失敗がよぎって、もうあまり行きたい場所ではない。でも、普通の高校生は皆みな連れだってああいうとこへ行くのだ。俺おれもまたリベンジをしに行かねばならないだろう。

「ふむふむ。で、ゲーセンか……これは書いていいのか？　高校生的に？」

「うっ……まあ、そうね……」

　さすがに昔のようにゲーセン＝不良のたまり場、なんて時じ代だい錯さく誤ごなことはないのだが、心象の問題で良いイメージがあるかというと、全員の同意は得られない要素である。

「でも、よかと？　そこに書いておかんで、後でバレたら、その時の方が大ごとになる気がするばい……」

「たしかにそうかもしれないな」

「そうね、桜子の言う通りかもしれないわ」

　さらりと桜子の発言を肯こう定ていする久奈に、

「ひ、久奈ちゃん！」

　桜子がちょっと感動気味に驚おどろきの声を上げた。

「ちょ、ちょっと、なに嬉しそうな顔してんのよ。別にあんたの言うことも間ま違ちがってるわけじゃないんだし、そういうとこまで否定するほどひねくれちゃいないわよ」

　久奈はちょっと恥ずかしそうに、でもぶっきらぼうに腕うでを組みがら口元をツンとさせた。

　素す直なおじゃないが、まあ、ケンカするより１００倍いい。

　うんうん、こうやって仲良く話を進めたいものである。

「そ、それにね。別に私たちはあくまで『観察』に行くのであって、ゲームをしに行くわけじゃないんだから、その辺は説明すればきっとわかってくれるわよ」

「そうだな。生徒会だって悪の組織って訳じゃないんだし、ちゃんと説明をしておけば、わかってくれるか」

「そうよ。そういうもんよ」

「んで、ゲーセンは駅前のタイホーとソガだな……んで、雀荘か………」

　これが一番の問題だな。どう考えても生徒会からツッコミが入る。

「これは本当に普通の高校生が行くところか？」

「行くらしかよ。クラスで話しとる男子ばおったけん。なんでも先せん輩ぱいに誘さそわれとる、言うとったね」

「そうなのか……やはり金をかけたりしているのだろうか……」

「さあ、どうやろうね。お金がなかったら片かた腕うで一本もらったり血液抜ぬいたりしとるんじゃなかとか？」

　おっかねえな、その雀荘。

「そんなことやったら雀荘はさぞかし、ざわざわするだろうな」

「ざわざわじゃ済まないでしょ！　警察沙ざ汰たよ！」

「しかし俺は雀荘がどこにあるか知らないなあ。あんまり興味がなかったから」

「えっと、それは調べたとよ」

　桜子はメモ帳を取り出すとそれをペラペラと捲まくっていく。

「まず、学校の一番近くの『チートイ』、『梁りよう山ざん泊ぱく』、『ジャンジャン』。この辺りは学校が近すぎるけん、あんまりみんな寄りつかんと。みんなが行くのは少し離はなれた所にある、『不ぶリーチ』『国こく士し無む双そうバサラ』『ＤｏドＬｏラｖｅぶる』……この辺たい」

「結構あるんだな、雀荘って……」

「しかもそれ全部、うちの学校の生徒の行きつけなの？」

「そうみたいばい。クラスの男子が先輩との付き合いで行かにゃいけん、言うとったとよ」

　なるほど、先輩との付き合いとは如い何かにも普通っぽいじゃないか。

　しかし高校生が来たら入れちゃダメなんじゃないの？　いいのか、雀荘。

「しかしそれだけの数の雀荘に、かなりの人数が行っているということは、多数派、つまり普通のことなのかもしれない。リサーチする必要はあるんだろうな」

「そうばい！　銀ちゃんも勉強ばして、雀じやん聖せいと呼ばれた男になるたい！」

「お、おう！　がんばる！」

「がんばんな！　バカ！」

　ノリノリになりかけていた俺に、久奈が猛もう烈れつな突っ込みをかけてきた。

「おい、久奈、なんだよ、せっかくやる気になってたのに」

「やる気になって、どうすんのよ！　あんた普通の高校生になるんでしょ。雀聖になったら本ほん末まつ転てん倒とうでしょ！」

「おお、そうだった。うっかりだ。あぶねえ。ナイス、久奈！」

「ナイスじゃないわよ。すぐに脱だつ線せんして」

　いや、ほんとすいません。

　とりあえず下書きなので桜子が挙げた雀荘の名前をしたためることにした。印象が悪ければ削さく除じよすればいい。それは後でみんなと相談だろう。

　その後も着々と話は進み、活動内容は『普通の高校生の観察、およびそれに基もとづく実じつ践せん』。活動場所は右記の通り。そして部活名は、『健全なる普通の高校生研究部』とした。




　そういったわけで無事、活動場所一覧が完成したわけである。

　自分で言うのもなんだが、けっこう項こう目もくはびっしり埋めたし、俺たちのやる気が窺うかがえる内容になったのではないか、と思っている。

「できたぞおっ！」

「やったわ！　私たちやり切ったのよ！」

「銀ちゃんも久奈ちゃんも、これからがスタートばい。そんなに喜んじゃ……」

「なに言ってんのよ。桜子が一番嬉し泣きしそうじゃない」

「そ、そんなことなか！　これは汗あせたい！」

　ややテンションが高めになるのも仕方がないことだ。

　一つの山を三人の力で乗り切ったのだから。これが嬉しくないはずがない。

　俺はすっかり打ち解けあった久奈と桜子の会話を聞きながら、書き上がった紙を封ふう筒とうに入れ、綺麗に糊のり付づけをし完成である。

　次の日になって、俺と久奈、桜子は三人そろって生徒会室に赴おもむく。

　ちょうど生徒会室前に『青櫂西生徒会』という腕わん章しようをつけた女性がいたので封筒を渡わたす。

「おう、なんだいこれ？　貢みつぎ物もの？　生徒会に貢物かい？」

　えらくザックリとしたフランクな生徒会員である。

「いえ、違います。これは……」

「なんだ、貢物じゃないのかー。しけってんなあ。まあ、いいや。もらっとくよー」

　まあ、とりあえず生徒会の人に提出したわけで、俺たちは生徒会室を後にした。

　そうしていつも通りの宿直室に戻もどってくる。

「これで私たちも部活認にん定ていされるのね」

「ああ、ちゃんと部室もあてがわれるはずだ」

「たのしみばい」

　口々にそんなことを言いながら、その日は宿直室で他た愛あいもない雑談をして解散した。




　さて明けて次の日である。

　早ければ今日には生徒会から返事を貰もらえるかもしれない。

　そんな期待を胸に登校すると、学校の校舎内に妙みような緊きん張ちよう感かんが漂ただよっていた。

　まだ朝のホームルームには時間があるというのに、幾いく人にんもの生徒が走り回る姿を目もく撃げきし、何かイベント事でもあるのだろうか、と首を捻ひねりながら教室に向かう。

　クラスに行くといつも通り竹中君が先に来ていた。

　竹中君は俺が来たのに気がつくと血相を変えて歩み寄り、こう切り出した。

「おい、銀次朗、聞いたか？」

「なんだ？」

「昨日生徒会に投書があったらしいんだ」

「投書？　なんの？」

「あれだよ、校内の風紀を乱している生徒が通っている場所を書きだした投書。それでさっそく、生徒会と風紀委員会が動いて大捕り物。特に雀荘とかに入いり浸びたっていたような生徒たちがみんな厳重注意を受けたらしい。今、新聞部が総動員で号外を制作してるらしいから、そのうち続報が来ると思うけど……どうした銀次朗？　顔色が悪いぞ」

「……そ、そんなことはないよ、竹中君」

「いやあ、誰が投書したんだろうなあ。正直、俺びっくりしたぜ。なにしろうち進学校のくせに、けっこう昔から先輩とかがそういうとこに通っていて、後こう輩はいから小こ遣づかいをカモってたらしいんだよ。生徒会もどうにかしたかったらしいんだけど、尻尾しつぽが掴つかめなくて手を焼いていたって聞いてたからなあ。いやあ、どこの勇気あるやつがやってくれたのか。全くすげえ奴やつだよな。あ、真宮さんおはよう」

「……………」

　俺が振ふり返かえると、久奈が教室の入り口で呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた。

「お、おう……久奈……おはよう」

「お、お、おはよう銀次朗」

　すごくぎこちない挨あい拶さつを交かわす俺と久奈。たぶん久奈は今の話を立ち聞きしてしまったのだろう。そして俺も久奈も思うところは同じことのはずだ。

　でも……まさか……俺たちはあくまで部活動申しん請せい用紙を出しただけで、告発文を出したわけでは……ないはずなのだが……。

「ぎ、ぎ、銀次朗。ねえ、ちょっと、授業前に軽い散歩でもしない？」

「お、おう、奇き遇ぐうだな、俺もすげぇ散歩したい気分だったんだ！」

　それを横目に見ていた竹中君は思わせぶりな笑いを浮うかべ、スススっと距きよ離りを置く。

「銀次朗、真宮さん……ごゆっくり」

　どういう意味合いか解わからないが、そんな竹中君の意味深発言に突っ込んでる場合ではないのだ。

　俺と久奈は冷静さを装よそおうような面おも持もちで、早歩きをしながら宿直室までやってくる。

「どどどど、どういうことよ！」

「俺が聞きたい！　なんでこうなった!?」

「校内のこの緊きん迫ぱくした空気はそういうことなの？」

「おそらく、間違いない。しかし、それが俺たちの部活動申請とどう関係があると？」

「そうよね！　私たち部活作ろうとしただけだもんね！」

　と、そこへドタドタドタっと走る音が聞こえたかと思うと、バタンと勢いよく宿直室のドアが開く。

「どういうことになっとうと!?」

　桜子であった。どうやら登校途と中ちゆうの生徒たちの話題が耳に入ってきたらしく、学内コミュニティサイトでは情報が既すでに出回っているそうなのである。

「別に厳重注意ってことやけん、停学とかにはならん言とったけど、まさかあたしたちが書いたあれが……」

「おい、桜子。落ち着け、そんなはずはない。だってよく考えろ。あれは部活動申請用紙に書いてあるんだぞ！」

「そやったね！　あたしらは関係なかばい！」

「当たり前だとも！　な、久奈！」

「………………」

　同意を求めるように俺が久奈に話を振ったのに、どういうわけか彼かの女じよは全く反応を返してこない。不思議に思って彼女に目を向けると、久奈は冷蔵庫の上をジッと見てカタカタと小刻みに震ふるえている。

「………ど、どうした？　久奈」

「どげんしたとね？　えらい震えとっとよ、久奈ちゃん」

　すると久奈は機械仕じ掛かけの人形のようにギギギと首だけこっちに向ける。

「わ、私たち、部活動申請用紙出したんだよね？」

「ああ、もちろんだとも」

「そうたい！」

「じゃあ……どうしてここに申請用紙が放置されてるのかしら…………？」

　久奈の発言で、俺たちの頭は一いつ瞬しゆんで真っ白になり絶句した。

　落ち着け、落ち着け。

　えーと、つまりこういうことだろ。

　ここに部活動申請用紙があるということは、昨日生徒会に提出した封筒に入っていた紙は別の紙ってことだ。なんの紙かと言えば、たぶん下書きに使っていたルーズリーフだ。ということは、『生徒たちがよく利用する所一覧』とだけ書かれた俺のルーズリーフが生徒会に提出されたってことだ。

　なんだ整理してみればなんてことはない。

　つまりは俺たち部活動申請用紙じゃないものを提出しちまった、ってことだ。

「なんだ、間違ってたのか。うっかりしてたなあ」

「銀ちゃん、そそっかしかあ」

「……………」

「……………」

「……………」

　やっちまった！

「どどどどどどどど、どうしよう！」

「銀次朗のバカ！　先輩たち敵に回したようなものじゃない！」

「どうすっと!?　これで生徒会に顔出したら、『あの時の？』ってなるばい！」

「それはまずい！　わざわざ自分らがやりましたって言いに行くようなもんじゃないか！」

「新聞部もずっと生徒会室周辺を張ってるわよ！」

「部活動申請できんばい！」

　な、なんてこった。部活動申請どころじゃなくなっちまったじゃないか。

　どうする、どうしたらいい!?

「みみみみみんな、おおおおおお落ちつけ」

「あんたが落ちつけ！」

「銀ちゃん、気をしっかり持つたい！」

「よし、状じよう況きようは理解した。俺に名案がある！」

「なに!?」「なにと!?」

　俺はゆっくりと息を吸い、シニカルな笑いを浮かべて提案した。

「……………山に鍛たん錬れんに行って強めの動物と……」

「「行かないよッ」」

　やっぱりだめだったようです。
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日曜日とか、ラブレターとか







　波乱の週末を部活動申請失敗という黒星で飾かざってしまい、意い気き消しよう沈ちんしかけたものの、ここで折れてしまってはいけないのである。休日中にしっかり頭の中を整理して、別の方法を考えていかなければならない。

　そんなこんなの日曜日。

　いつも通り朝四時に起きて父母妹の四人で一週間取とり溜だめしたアニメ鑑かん賞しようをする。よくある日曜日の家庭の一コマだ。そして朝食を食べながら戦隊ヒーローとバイク乗りのヒーローの活かつ躍やくに固かた唾ずを呑のみ、食後のお茶を啜すすりながら肉体派魔ま法ほう少女たちの奮ふん迅じんに心を綻ほころばせ、オープニングと前回までのあらすじで半分が終わる子供向けアニメに胸躍おどらせる。

　そんなこんなが落ち着いて、ようやく家族の会話の時間となった。

　こういった場合、最初に口を開くのは決まって父と母である。

「うむ、ではそろそろ書しよ斎さいでひと仕事してこなければ……」

「あら、日曜なんですからもっとゆっくりすればいいじゃないですか」

　父・金きん太た郎ろうはゲームが好き過ぎてゲーム会社（おそらくギャルゲー）に就職してしまった人である。対して母・妙たえ子こはアニメが好き過ぎてアニメーターという道を選んだ女性である。

　こんな家庭環かん境きように恵めぐまれ、その方向性の知識を徹てつ底てい的てきに植え付けてもらったにもかかわらず、ヌルオタにすらなれなかった俺は、もとより才能がなかったのだろう。

「しかしな母さん。まだこれから美み緒おたんのルートを攻こう略りやくしなければならないんだ」

「あら、それだったら会社でもできるでしょ」

「そ、そうなんだが………」

　たじろぐ父。うん、そうだ父さん。そういうことは会社でやりなさい。

「せっかくの日曜なんですから、銀ぎん次じ朗ろうや杏あん子ずともっと会話すべきじゃないの？」

「う、うむ……そうだな」

　横目で申し訳なさそうな顔をする父は、俺の方をチラリと一いち瞥べつすると、

「じゃ、じゃあ狩かりにでも行くか？」

　あくまでゲームをする気である。

「いや、父さん俺、ちょっと考え事があってさ」

「そうなのか」

　何嬉うれしそうな顔してんの？　どうしても美緒たんルートクリアしたいの？

　と、そこへさっきまで無言だった妹の杏子が割って入ってきた。

「それよりもお父さま、聞いて下さい！」

　今年から中学に入学したての妹は年ねん齢れいと比べると、やや発育不良の感が否いなめない。背はクラスでも一番小さいというし、漂わす雰ふん囲い気きもまだまだ中学生とは言いづらいところを伴ともなっている。とはいえ、普ふ段だんから使う丁てい寧ねい語ごは堂に入っており、相手を慮おもんぱかった行動や、家族思いな所は中学生どころか高校生であろうと真ま似ねは出来まい。

　いやまあ、多少兄バカな目線が入ってるのは考こう慮りよに入れてもらいたいが、それでもよく出来た妹だと思うのだ。

　そんな杏子は、いつになく険しい表情をしながら父に何か進言しようとしていた。

「なんだ杏子？」

「じつは最近、兄さんの行動があやしいのです」

「あやしい……か。なるほど」

　父さんは俺を一いち瞥べつすると、気まずそうにゴホンと咳せきを吐つく。

「うむ、杏子よ。それはだな、銀次朗も高校生になったわけで、あやしい行動の一つや二つはするものなのだ」

「そ、そうなのですか？」

　驚きの声を上げる杏子だが、俺も内心仰ぎよう天てんしたよ。

　どういうことだ父さん？

「いいか、杏子。銀次朗は成長の過程にあり、様々な物に興味が出てくる年とし頃ごろなのだ。興味は想像力を刺し激げきし、最終的には夢などを媒ばい介かいとして、恥はずかしい結果を生むことがある。だから朝方一人でこっそりパンツを洗ったりしていることは見なかったことにしてあげなさい」

「はい、わかりました！」

「ちょっと待て、親おや父じ！　なに言われのない疑ぎ惑わくを息子むすこにかけているんだ！」

「ムスコが、かけたんだろう？」

　とんでもねえ下ネタ発言しやがった！

「やってない！　俺は別に朝方一人でパンツを洗ったりしていない！」

「なに……!?　では、他に何があるんだ？」

「しらねーよ！」

　すると妹の杏子が俺のフォローをするように挙手をする。

「父さま、兄さんは別段パンツを洗っているような様子はありませんでしたよ」

「そ、そうなのか？　銀次朗」

「だからそう言ってるじゃないか」

　なに真顔で信じられないって表情してるんだ……。基本的には尊敬する父親だが、時折爆ばく弾だんを落としていくので油断ができない。

　そんな爆ばく撃げきを受けた俺おれに、杏子が優やさしく解説を入れてくれる。

「はい、杏子はちゃんと全部チェックしてるので、そういった兄さんのパンツの不ふ審しんな動きはございませんでした！」

　………ちょっとまて、杏子。

「全部チェックってどういうことだ？」

「おや？　兄さん……聞かれちゃいましたか」

「おや？　じゃないよ！　聞いてたよ！」

　俺の横で自信満々に言ってんだもん。そりゃ耳に入ってくるさ。

「耳みみ聡ざとい兄さんですね……」

　え、なにポッとなってんの？　どういうこと？　怖こわいんだけど？

「気にしないでください。家族の健康管理は、妹の役目ですから」

「で、なにをチェックしたの？」

「…………………………………………………」

「なんで何も言ってくれないの!?」

「…………そんなこと妹の口から言わせたいのですか？　さすが兄さん、筋金入りのドＳですね。杏子はそんな兄さんのドＳな言動にドキドキです。銀さんって呼んでいいですか？」

「いやいやいや、当然の疑問だよね？　俺おれ間ま違ちがったこと聞いてないよね？」

　そんな、やいのやいの言う俺たち兄きよう妹だいの間に、父が割って入ってきた。

「まあ、落ち着きなさい、二人とも。ちゃんと議題を戻そう。杏子の質問はもしかしたら、この井い口ぐち家を震しん撼かんさせる恐おそろしい事態を招くかもしれない。銀次朗が隠かくれてやっていること次し第だいでは………」

「父さん、それは心配し過ぎだ。なにより、俺は不審な行動などしていない」

「さて、それはどうでしょうか……」

　先ほどのフォローを入れてくれた時とは打って変わって、今度は疑惑の目を向けてくる杏子。

　なんだ杏子……なにか俺の、恐ろしい秘密でも握にぎっているのだろうか……。

　まさかパソコンのＤドライブを……見たんじゃ……。

　あ、あれだけは墓場まで持っていくつもりだったのに。

「実はですね、兄さん最近学校で何かしているみたいなんです」

　杏子がぽつねん、と言ったそれは、俺の心配が杞き憂ゆうであったことを証明してくれた。

　だが、今度は新たな疑問が生まれる。学校で何かとは？

「なんだ、おかしなことでもあったのか？」

「はい父さま。実は兄さん、最近帰りがひどく遅おそいんです。今までならいち早く家に到とう着ちやくする帰宅部のエース、三年連続ＭＶＰで他の追つい随ずいを許さぬ存在だったのに、高校に入った途と端たん、急に帰りが遅くなったのです」

　杏子に指し摘てきされ、たしかにそうであったことに気づく。中学時代はいち早く家に帰って、アニメを見たりゲームをやったりしていた。

　しかし高校入学と同時に俺は普ふ通つうの高校生らしく振ふる舞まうため、様々なことをしてきた。

　更さらに真ま宮みや久ひさ奈なが関かかわってきたことで、事態は複雑化したのだ。

「そ、それは、あれだよ。学区外の高校に通ってるわけだから、通学時間が掛かかるわけで……」

　言い訳をする俺に、杏子の目がギラリと光る。

「異議あり！」

「ぬっ！」

「通学時間は兄さんの歩ほ幅はばなら駅まで17分、電車に揺ゆられて１時間４分、学校まで徒歩で13分の計１時間34分」

　こ、こいつ俺の通学時間を完かん璧ぺきに把は握あくしてやがる！

「それなのに、杏子の計算が確かなら、少なくとも授業が終わった後で平均３時間41分の何がしかをしている時間があるんです！　この時間、兄さんはなにをやっているのでしょうか！」

「…………」

　なんてこった。そこまで完璧に家族の管理をするとは、妹……恐ろしい子……。

　父さんはその杏子の訴うつたえを聞いて腕うでを組み頷うなずく。

「なるほど、杏子の言うことはよくわかった……で、銀次朗、なにかしているのか？」

「いや、その……」

　問とい詰つめられるような視線を向けられ、俺は言葉に詰まってしまった。

　なにって、もちろん久奈のことだ。

　彼女が元毒どく舌ぜつ子役声優、皐月さつき原はらココアであったことは家族には話せない。たとえ一いつ切さい関わりがないからと言っても、約束は約束だ。絶対に破ったりしてはいけない。

　そんな逡しゆん巡じゆんする俺に、父さんは物静かに語りかけた。

「銀次朗、おまえも高校生だ。クラスメイトとの付き合いもあるだろう。一生で一回しかない学園生活だ。それはとても重要なことではある。だが、できることなら、家族同士、隠しごとはなしにできないだろうか？　もちろん全てを話す必要はない。気まずいことがあれば、ぼやかした言い方でも構わない。ただ、なにをしているのか……悪いことはしていないか、それだけは父さん知っておきたいんだ。だからなんでも話してほしい」

　父さんは思し慮りよ深ぶかい瞳ひとみで、俺の目を見る。

　もちろん疾やましいことをしているわけじゃない。ただ、久奈と約束したことだけは秘密にする。だからその上で俺は父さんと妹に、学校であったことを話した。

「………じつは」

　久奈と共に普通の高校生になるために協力関係を結んだことを。

　そのために宿直室を無断使用していること。

　ギャルゲーなどから普通の高校生を考察したこと。

　途中から転校生の桜さくら子こが加わったこと。

　俺は嘘うそを決して交えず、事の成り行きを話していった。

　以前にも話した通り、理解ある父親だ。信しん頼らいする家族の一人である。だからだろう。俺も気がねなく話すことができた。
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　父さんはジッと耳を傾かたむけ全てを聞き終わると、一言こう言った。

「リア充じゆう、爆ばく発はつしろっ！」

「大人げねえ!?」

　なんでも話せって言ったじゃないか。くそっ、なんていう親父だ……。

　さっきの件くだりであんなに持ちあげたのに、全部御ご破は算さんにしやがって……。

「くっ……俺の息子が入学して早々、女の子と原げん稿こう用紙一枚分以上会話できるわけがない！」

　そんな何かのタイトルみたいに言わなくても……。

「あんた、自分の息子にどういう評価してんだ……」

「しかしそれが本当だとすると、井口家始まって以来の快挙かもしれん」

「そ、そうなのか……父さん」

「ああ、おまえのじいちゃんも、そしてこの私もまた暗い高校時代を送った。思いだすだけでも涙なみだがこみ上げてきそうなほど肩かた身みが狭せまく、居場所もなく、そして陰かげからオタクはうつるから触さわってはいけない、と言われる……私が生きた時代はそういう時代だった」

　父さんが聞かせてくれる若き日の話は、それはもう平和な日本に於おいて、耳を疑うようなオタクの暗黒時代であった。さぞかし辛つらかっただろうなあ……。

「しかし、だからと言っておまえたち若い世代にその枷かせを受うけ渡わたしてはならない。父さんは、おまえの高校デビューを喜ぶべきだった」

「いや、いいんだ父さん。なにより俺は父さんと母さんの期待に応こたえられなかった。だからせめて普通の高校生になりたい、そう願っただけなんだ」

「そうか……」

　父と子が解わかりあえた瞬しゆん間かんだった。

　しかし納なつ得とくしていないのは妹の杏子の方だった。

「そこで父さま！」

「なんだ、杏子？」

「今の兄さんの話でお解りの通り、兄さんは学校でラブコメをしようとしているようです！　これは事件です！」

　そ、それは……ラブコメをしようとしている訳ではなく、ラブコメが発生したら普通になれたという証明なだけで、あくまで副次的なものであってだな……。

　勢いこむ妹。そこへ今度は洗いものが終わった母さんが割りこんできた。

「ふふふ、聞いてるとその娘こ、ツンデレっぽいわね」

　フワフワとした雰囲気でいつも笑え顔がおの母さんがキッチンから顔を出す。

「ど、どうかな……」

　俺はあやふやに答えておく。

　久奈は確かにツンデレの素養は持ち合わせている気もする。しかしツンデレとは、デレを前提としなければ、ただの怒おこりっぽい娘である。

「ツンデレよ、きっと。発言がそうだもの」

「でも母さん、ちょっと違ちがうんじゃないかという部分も垣かい間ま見みえるんだ」

「銀くん。ツンデレの懐ふところは大きいのよ。どんなものでもツンデレになれるの。たとえ無機物にだってツンデレは適合するでしょ」

「……まあそうだけど」

「ならツンデレでいいわね。わあ、嬉しいわ。銀くんの学校にツンデレがいるのね。きっとそのパターンは不思議な力を持ったツンデレが突とつ然ぜん転校してきて、街を襲おそう謎なぞの生物と死し闘とうを繰くり広ひろげていくってやつよね」

「いや転校してきたのは方言の娘だよ」

「あら、ツンデレの娘は転校してきてないの？」

「ああ」

「ツンデレ転校生に触しよく発はつされて銀くんも次第に強くなっていく、っていう流れじゃないの？」

「そういう流れじゃないね」

「あら、おかしいわ……じゃあ、武器は？　武器はなんなの？」

「武器も……ないけど」

「…………おかしいわ」

　おかしいのは母さんの頭の中です――とは言えず……。

「とりあえず今のところ敵も現れてないし、彼かの女じよも不思議な力は表に出してないよ」

　俺がそう解説すると、母さんはなおも不思議そうに頬ほおに手を当て眉まゆをハの字にした。

「あらあら、おかしいわね……迫せまりくる混こん沌とんと永とこ久しえの闇やみを討うち払はらう聖せいなる力を持った不死の少女じゃないのね。そんなこともあるのね……」

　そんなことしかないんです。目覚めて下さい、永とこ久しえの中二病から。

　俺はそんな家族を前に、ため息をつきながら立ち上がる。

「じゃあ、ちょっとそういった込み入った事情を考えねばならないので、俺はちょっと出かけてきます」

「そう、じゃあ母さんもニコ動で40代ホイホイに引ひっ掛かかりに行こうかしら。昨日の夜、ホイホイされて神ＭＡＤを発見して涙るい腺せん崩ほう壊かいしちゃったから、マイリスしてこないと。やっぱり新しいものと古いものの比ひ較かくは大切よね」

　職業病というのもあるだろう。なにぶん母は研究熱心なところがある。

　俺は一度部屋に引っ込むと財さい布ふを持って玄げん関かんへと歩いていく。……と、

「……………」

　こちらを凝ぎよう視しする視線が……。

　そちらに目を向けると妹の杏子がリビングの入り口から半身だけ出して、こちらを見ていた。先ほどの彼女の話をあやふやにしてしまって、納得いっていないのだろうか？

「どうした杏子？」

「…………いえ、別になんでもありません」

　明らかに不満あり、といった様子だ。ここは世間話でお茶を濁にごしてみようか。

「なあ、杏子」

「はい、なんでしょうか兄さん」

「俺のカバンの中に写真を入れてくれるのは杏子だな？」

「はい、何を隠そう杏子の仕し業わざです。ご存知でしたか？」

「ああ、知っていた」

　いつも大量の家族写真、主に杏子の写真が俺のカバンの中になぜか入っていた。

「家族思いの兄さんには、片時も家族のことを……特に杏子のことを忘れてほしくない、という気持ちから、カバンの中に入れておきました」

「そうか……ただ、70枚は多すぎるかな」

「……多いですか……そうですか……今度から半分くらいにしておきますね」

　それでも多いよ……。

　でもまあ、杏子は家族思いだから、俺が学校でも寂さびしくないように気を使ってくれているのに違いない。そんな杏子に文句は言えないよな……。

「……ところで兄さんは、これからどこへ行かれるのでしょう」

「いや、ちょっと喫きつ茶さ店てんかなんかで考え事でもしようかと」

「そうですか……喫茶店ですか……」

　恨うらめしそうにジッとこっちを見つめながら、なにか言いたげな杏子。

　先ほどのことを有う耶や無む耶やにした負い目もあって、なんとなく声をかけてみる。

「今日は杏子はどこか出かけたりしないのか？」

「はい、今日もビップでアンカーを出すくらいしか予定はありません。今日はなにか祭りがある予感です……今日こそは……」

「そ、そうか……」

　暇ひまなんだな……。

「杏子は暇で暇で、休日のたびに鬱うつ々うつとした気持ちになります。サンデーブルーです。あ、英訳したのに特に意味はありません。あしからず」

　ああ、なんかこのまま妹を放って家を出づらい空気が出来上がってきてしまった。

「………その、杏子も……一いつ緒しよに行く……？」

「行っていいんですか!?」

　待ってましたとばかりに、キラキラしだすのである。

　まあ、いいか。別に杏子がいたからと言って問題があるわけじゃないし。

　そういったわけで杏子も引き連れて喫茶店へ行ったのだが、そんな状じよう況きようで名案など思おもい浮うかぶはずもなく、談だん笑しようをしてその日は終わってしまった。




　週明けである。今日も放課後になると俺は宿直室へとやってくる。

　部活動にできなかったことは残念だったが、俺たちの普通の高校生になる、という目標がなくなったわけじゃない。

　と、俺が宿直室にやってくると、すでに久奈も桜子も到着していた。

「ようやく来たわね、銀次朗」

「銀ちゃん、何飲むと？」

「ああ、俺はお茶かなんかでいいや」

　そう言うと、桜子がそそくさと立ち上がり、冷蔵庫の上に置いてある茶ちや筒づつと急きゆう須すを手に取ろうとした。と、その時、桜子の手が滑すべってしまい、茶筒は冷蔵庫と壁かべの間へ。

「わわ、いけん。落としちゃったばい……」

　そう言いながら桜子が冷蔵庫の間に手を伸のばそうとする。

「――はい」

　と、冷蔵庫の隙すき間まからスッと手が伸び桜子に茶筒が受け渡される。

「あ、すいません、ご丁てい寧ねいに」

　茶筒を手て渡わたされた桜子は、急須に茶葉を入れながらポットのお湯を注ぐ。

「って、ちょっと待て！」

「なにと？　銀ちゃん」

「今、冷蔵庫の間で、やり取りがあったろ！」

「「!?」」

　俺たちは思わず顔を見合わせながら息を呑のむ。

　だってさ……今、誰だれかが桜子に茶筒渡したよね。

　まさか……俺たち以外に……誰かがこの部屋に……。

　俺たちは恐おそる恐る、冷蔵庫へと歩み寄る。もともと不自然に壁から50センチくらい離はなされた冷蔵庫の位置には違い和わ感かんがあったものの、その隙間を覗のぞいたことはなかった。

　まさかそこに何かいるなんて、考えたこともなかった。

　三人、息を呑んでその不自然極きわまりない隙間を覗きこむ。

「――や」

「「「フェアリー！」」」

　なんとそこには消え入りそうな存在感の担任教師、七なな浜はま小こ夏なつ先生が体育座ずわりで小さくなっていた。

　小夏先生は片手を上げて挨あい拶さつをすると、ひょっこりと立ち上がり、ぼんやりと俺たちを見まわす。

　思わず三人同時に息を呑み、

「「「す……」」」

「――――？」

「「「すいませんでした!!」」」

　一いつ斉せいにその場で土下座をしていた。

「すみません！　まさか小夏先生の棲すみ家かだったとは！」

「小夏先生ならてっきり、木の洞うろとかに住んでるもんだとばっかり」

「雨の日は里いもの葉を傘かさにしとると思っとったけん」

「――ん」

　怒っているような素そ振ぶりは一いつ切さいないように見える小夏先生。逆に言うと何を考えているのかさっぱりわからねえわけである。

　俺はおずおずと顔を上げ小夏先生に問う。

「もしかして、ここは先生の家でしょうか？」

　コクリと頷く小夏先生。

「学内に棲家を作っていたのですか？」

　シーッ……と口に手を当てる小夏先生。

　いや、シーッてことはあれか？　この人も勝手に使ってるって口なのか？　まあ、たしか先生は今年からこの学校に赴ふ任にんしてきたわけだし。住み始めたのと同じくらいに俺たちもやってきた、ということだろうか？

　とりあえず、他にも気になることを聞いておこう。

「あの………わざと気配消してました？」

　コクリ。

「もしかして、俺たちが初めてここに来た時も」

　コクリ。

「部活申しん請せいの話をしていた時も」

　コクリ。

「今までずっと……」

　コクリ。

「「「ほんっとうに、すいませんでしたー！」」」

　ずっといた！　そして全く気が付かなかった！

「――じゃ」

　そう言うと小夏先生は、とてとて冷蔵庫のところに戻もどり、すっぽりと間に再びおさまってしまった。そして、続きをどうぞと言わんばかりに、手をスッと出して促うながす。

　いやあ、なんていうか、これは……。

　俺おれたちは判断にこまり、一時フェアリーから距きよ離りをとり円えん陣じんを組む。

「どどど、どうすんのよ、銀次朗？」

　いや、久奈。お前が最初にここ見つけてきたんだぞ。

「フェアリーの巣だったとよ」

　巣っておまえ……いや、わかるけどさ。

「いいか久奈、桜子。ここが先生の家だったことは意外すぎて言葉もないが、しかしここを追い出されたら、俺たちに行き場はない！」

「そ、そうね」

「それはマズかとよ」

「だから、どうにかしないとならない」

「どうにかって、なによ？」

「銀ちゃん、どうすっと？」

「………小夏先生と……交こう渉しようしてみる」

　久奈と桜子は、俺の発言に一いつ瞬しゆんあっけにとられ、すぐに我に返る。

「交渉!?　銀次朗が？」

「ああ」

「相手はフェアリーとよ」

　うむ、そこが大きな問題なのではあるが……。

「何とかしてみる。むしろ顧こ問もんになってもらうつもりで」

「顧問って、部活になれなかったばっかじゃないの！」

　いやほんと、おっしゃる通りなんですけどね。

「やれるだけのことはやってみる」

　俺がそう言い切ると、二人はしばし考えたのちコクリと頷いた。

「わかった、銀次朗にまかせる」

「銀ちゃん、ファイトばい」

　俺も二人に頷き返し、円陣から抜ぬけ出でると恐る恐るフェアリーの前までやってきて正座で対面した。

「あ、あの、小夏先生」

　無む垢くな顔で俺を見上げるフェアリー。

「あの……今まで勝手に使ってしまい申し訳ありませんでした」

　コクリ。

「あの……」

「――？」

「小夏先生も今まで見ていらっしゃったと思いますが、俺たちは不ふ埒らちなことをするつもりでここを使っていたわけではございません」

「……………」

「普ふ通つうの高校生になるために思し索さくと実行に励はげんでまいりました」

　まあ、ほとんど何もやっていないようなものなんだけど……。

「そこで、できることなら、先生にご協力をお願いできないでしょうか？」

「――？」

　ペコッと首を横に傾ける小夏先生。

「できることなら、人知の及およばぬ世界で生き、愚おろかなる人間の所業を目に刻み付けてまいりました森の妖よう精せいたる小夏先生に、ご意見を賜たまわれないかと……」

「――んー……ん」

　コクリ……と、小夏先生はうなずいてくださった。

　これは、もしかすると……。

「それでは、俺たちに協力してくださると!?」

　コクリ。

「では引き続き、ここを使っても……」

　ススッと手を差しだされる先生の右手。

「いいんですか!?」

　コクリ。

「ありがとうございます！」

　コクリ。

　やったとばかりに俺は久奈と桜子に向き直り、

「交渉成立だ！」

　と親指を立てた後ろで、小夏先生がピースしていたことを知ったのはだいぶ後のことである。

　先生、けっこうノリノリだったのだろうか？




　というわけで、フェアリーこと七浜小夏先生の了りよう承しようも得られたので、部活はダメだったわけだが、俺たちの活動は続くわけである。

　たった今、先生の前であれだけの宣言をしたのだ。ここは協力を承しよう諾だくしてくださった先生を前に、少しでも実のある話をしないわけにはいかないだろう。

　普通の高校生になるために、まず何からすべきか？

「さて、さっそく行動に移すべきなのだが……」

「何をするかよね」

「普通の高校生らしかことたい」

「最終的にはラブコメが発生すれば、俺たちの普通の高校生活は保障されたといえる。これは以前話した通りだ」

「あとはどうやってラブコメを発生させるかよね」

「難しか……」

　張り切って始めてみたものの、会話が途と切ぎれてしまい、いきなり座ざ礁しように乗り上げてしまったのである。

「……八はつ方ぽう塞ふさがりか……やはりここは経験豊かな人に意見を窺うべきだろうか……」

　と言って俺は冷蔵庫の方をチラッと見る。

　するとフェアリーがビクッと小動物のように、かわいらしい反応を見せた。

　すかさず久奈が俺を諌いさめてくる。

「ダメよ、そんないきなり。もっと自分たちの力で頑がん張ばらないと……でも、どうしたらいいのかしら……」

　と久奈も一瞬、冷蔵庫の方をチラッと窺う。

　ビクッ。

「なにかいい案があるとよかね………でも思いつかんとよ」

　チラッ。

　ビクッ！

「おいおい、先生が困ってらっしゃるぞ」

　チラッ。

　ビクッ！

　チラチラッ。

　ビクビクッ！

「いかん、先生の反応がかわいすぎるっ！」

「さすがフェアリーだわ。おそろしい魔ま力りよくっ！」

「目的を忘れそうになるたいっ！」

　先生の反応に俺たちは赤面しながらよだれをふきふき悔くやしがる。

　ビクビクビクビク………。

　ダメだ、小夏先生おかわいらしすぎです！

「冷静になろう！　なっ！」

「わかってるわよ。冷静に……冷静に……なにか、こう、心静まる風景を思い浮かべるのよ」

　そう言って久奈は目を閉じる。うん、俺たちもそれに続こう。

「わかったばい……雪の降る山村を思い浮かべるばい」

「いいぞ――聞こえてくるのは降り積もる雪の音だけ……」

「静まってきたわ――朝になると雪はやみ、朝日を反射する積雪」

「よか風景ばい――空気はキリッと冷えて、吐はく息は純白」

「そして、庭で駆かけ回まわる子犬とフェアリー………」

　──―……………。

「「「――眼福っ！」」」

　テンションあがってきたー！

「バカ銀次朗！　ハァハァ……なんで最後にフェアリー挟はさみ込こむのよ！」

「ハァハァ……久奈、よだれを拭ふけ」

「ぎ、銀ちゃんも……ハァハァ垂れとっとよ」

「おう……」

「もう、なんで雪の庭にフェアリーなのよ！　かわいいじゃない！　子犬と戯たわむれるフェアリー、目に焼き付けたいじゃない！」

「すまん、最高の絵だと思って……思わず口をついてしまった」

　深呼吸、深呼吸。

　俺たちは素数を数えながら心を静めていくのである。

　さあ、気を取り直して本題に戻ろうじゃないか。

「あれ、なに話してたっけ？」

「あんた、ちゃんと覚えてなさいよ！」

「これからの活動たい。具体的に何をするかって話とよ」

「おお、そうだった。すまん」

　だってすぐに話がそれるんだもん………。

「う～ん、しかし思いつかんもんだな。やっぱ普通の高校生らしいことを観察しに行くべきだろうか？」

「そうね、それもありかもね」

「でも、外ば出るには少し遅おそくなかと？」

　桜子に言われて、時計を見ると確かにちょっと時間としては微び妙みようだ。

　校内にはもう部活動とか委員会とか、そういった用事のある人しか残っていない。

　校外に出るなら、やはり時間的に微妙なのだ。

「そうだな、確かに外に出るには微妙かもしれないな。ここでできることを考えた方がいいかもしれない」

「そうね」

「考えっとよ」

「よし！」





15分後






「なぜ何も思い浮かばん！　なにかないのか!?」

「あんたに責められる筋合いないんですけど！」

「喧けん嘩かしちゃいけんって」

　もう、ホントに、何も思い浮かばないのである。こういう時は何をしてもダメなのだ。あきらめだって肝かん心じんなのである。だからやはり最終的な提案もみんな共通していたようで……。

「やはりここは………」

「そうね………」

「あのお方に頼たよるしかなかとね………」

　俺たちがクルリと首をその方向に向けると、

「――……うっ」

　フェアリーは口を△さんかくにしながら唸うなった。

「先生、どうかラブコメを発生させるに至るプロセスをご教示ください」

「――あー………」

　フェアリーは無む垢くな顔で口を半開きにして、しばらく固まっていたようにしていたが、

「――――ラブレター」

　と消え入りそうな声で囁ささやいた。

「「「ラブ………レター？」」」

　コクリ。

　な、なるほど。

　俺たちは先生の短なセンテンスから、何を言わんと欲ほつしているのか全力で頭を捻ひねり回まわす。

「つまりこういうことか。そもそも、俺たちの普通レベルはまだまだ低い。到とう底てい、ラブコメなんて発生しない。しかし、もし普通レベルが上がり、ラブコメが発生したとしても、その時、どう対処するかがわかっていなければ、それは普通とは言えない！」

「だとするとこうね。いつラブコメが発生しても、すぐさまラブレターの一つくらいは書けるだけの技量は絶対必要」

「ラブレターも書けん者が、ラブコメなどできん、ちゅうことたい！」

「「「深ふけえ！」」」

　１年８組で俺たち三人も十分に調教されているようである。

　しかしさすがフェアリー、言うことが二歩も三歩も先を見み据すえた考えだ。

「よし、ラブレターだ！」

「「おーっ！」」

　というわけで、ラブレターを書いてみることになった。

　ちゃぶ台の上に、それぞれルーズリーフを用意し、ペンを握にぎる。

「………………………よし、書いていこう？」

「……そ、そうね」

「……ラブレターって、何を書くとよ？」

「と、とりあえず、流れとしては、やはり当あたり障さわりのない話題なんかを振ふって、話のマクラが来て、それから本題、告白だな。で、最後にどのように返事をしてほしいか、なんかがあれば、ラブレターっぽくないか？」

「銀次朗、なかなかやるわね」

「銀ちゃん、ラブレター書いたことあると？」

「いやいや、俺はないんだが、ギャルゲーでな。ちょっと出てきたことがあったから。まあ、それくらいの知識だ。とはいえ、あれはゲームだ。だからみんなの知ち恵えを出し合って、本当のリアルで普通なラブレターを完成させよう！」

「いいわ。やってやろうじゃない」

「頑張るとよ！」

　そうと決まれば、さっそく書き進めていこう。三人寄ればなんとやら。かなりのクオリティが望めると思わないか？

「よし……とりあえず、当たり障りのない話題からだな」

「当たり障りのない話題とね……難しか」

「時事的な話とか、そういうのでいいと思うんだが、どうだ久奈？」

　すると顎あごに手を当て神しん妙みような顔で考え込む久奈。

「そ、そうね…………………………『今日も天気がいいですね』的な」

「まて、よく考えろ。書いてる時は天気が良くても、相手が読む時には天気がいいとは限らないぞ」

「……うっ、そ、そうね」

「季節とかの話題ならもう少し、大きくとっていこう。春夏秋冬くらいの大おお枠わくで」

「はい、じゃあ思いついた」

「よし、久奈」

「えっとね『拝はい具ぐ　早そう春しゆんの候こう　一雨ごとに暖かくなり……』」

「硬かてぇなんてもんじゃねえ！　ガッチガチだ！」

「うぅ、そ、そうかな……」

　しょぼんとヘコむ久奈の隣となりで、今度は桜子が目を輝かがやかせながら勢いよく手を挙げた。

「はいはい！　思いついたばい！」

「はい、小遊三さん」

「…………小遊三さんじゃなか」

「あ、すまん。雰ふん囲い気きで。桜子、どうぞ」

「えっと……話の始まりやけん、『最近、暖かくなってまいりましたね』みたいな感じはどうたい？」

「おお、いいじゃないか。よし、じゃあ、それで」

　俺は膝ひざを打ちながら手紙にペンを走らせる。すると今度は久奈がなぜか負けじとばかりに勢いよく挙手。

「はい、思いついた！　銀次朗、私も続き思いついた！」

「お、おう、久奈、勢い込んでるな。よし、どうぞ」

「えっとね、『まあ、暖かい暖かいといっても、寒い日もありますけどね』」

「なるほど、ちょっと会話文みたいな感じにして、硬い空気が和やわらいだな」

　すると今度は桜子がさらに勢いを増して挙手。

「はいはいはい、銀ちゃん、はい！」

　何を張り合ってんだ、この二人は？

「おし、桜子」

「『そうは言っても、全体的には暖かいですよね！　ね！』」

「……うん、なるほど……………ちょっと暖かい話ばかりだな。そろそろ話のマクラに入ってもいいんじゃないか？」

「はい、じゃあその続き、私も思いついた！　『とはいえ、暖かさ云うん々ぬんなんて本当はどうでもいいんです。それよりも大切なことがありますから』」

「久奈、うまくつなげたな！　ナイス！　季節の話題から、本題へと繋つながるマクラとしては申し分ない！」

　俺が褒ほめると久奈は素す直なおに俯うつむきながら可愛かわいらしく笑った。

「えへへ」

「ぐぬぬ……銀ちゃん！　続き思いついたとよ！」

「よし、桜子」

「えっと……『大切なことというのは、他でもありません。あなたのことなのです』」

「おお、さすが桜子！　ついに本題に来たぞ」

「あ、思いついたわよ！」

「よし、続きいけ、久奈！」

「えと……『あなたが最近、悩なやみ事ごとを抱かかえていることを私、知っているんです』」

「おお、他の人より相手を理解しているアピール。いいんじゃないか」

「その続きたい！　『悩みというのは、きっと恋こいの悩みですね☆』」

「恋の話に持ってった！　よし、その勢いで久奈！」

「うん、『私は知ってますよ、何もかも。あなたのことなら……何もかも……』」

「ちょっとまて、一気に薄うす暗ぐらくなってきたぞ！」

「続きたい！　『そうそう、昨日は大変でしたね☆　……好きでもない女と食事なんて』」

「大変でしたね☆じゃねえだろ！　ストーカーだ、それ！」

「続きよ！　『あなたの作り笑いが苦しそうで、ずっと見ていた私の胸は痛みました』」

「怖こわいよ！　どこで見てたんだよ！」

「続きたい！　『でも心配しないでください。もう、苦しまないで大だい丈じよう夫ぶですから』」

「おお、持ち直せるか!?」

「続きよ！　『あなたに害をなす雌めすは、全部、私が片づけるので！』」

「ヤンデレきた──―っ！」

「続きたい！　『だってあなたがそれを望んだのだから……』」

「望んでない！　まったく望んでない！」

「続きよ！　『だから私……処分してあげたのよ。あなたのために……』」

「殺やった！　この女、ついに殺っちゃったよ！」

「続きたい！　『全部あなたのためなのよ』」

「重たいぞ！　圧あつ倒とう的てきに重たい！」

「続きよ！　『私のこの思い、受け止めてくれるわよね？』」

「続きたい！　『当然よね。私にここまでさせたんだもの！』」

「続きよ！　『お返事は結構です』」

「続きたい！　『だって聞かなくてもわかるもの』」

「『あなたは、私なしでは生きていけないものね』」

「『私は全部知っています』」

「『あなたのことなら、全部』」

「『いつもあなたを見ています』」

「『ほら――今も……………………あなたの後ろにっ！』」

「おっかねえよっ！」

　なんだよ、このホラー。俺おれちょっとちびりそうになったよ。

「ちょっと銀次朗、なによ？」

「銀ちゃん、なに涙なみだ目めになっとっとよ」

「なるだろっ！　こんな恐おそろしい手紙もらって平常心でいられるか！」

「そ、そうかな……」

「あ、愛に溢あふれとっとよ」

　溢れかえっちゃって、こぼれ出してるよ。

「これは、断じてラブレターじゃない。脅きよう迫はく状じようだ」

「そんなことないわよ！」

「そうたい！」

「お前ら……じゃあフェアリーにお伺うかがいを立ててみろ」

「ふふん、なに銀次朗。そんなの、火を見るより明らかじゃない」

「先生だって太たい鼓こ判ばんを押おしてくれると」

　自信満々な久奈と桜子は、同意を求めるように冷蔵庫の横に収まる、担任フェアリーに向き直る。

「────―うぅ」

　ブルブルブルブルブルブルブルブルブルブルブルブル………。

　冷蔵庫と壁かべの間で、小さいフェアリーが、さらに小さくなって震ふるえていた。

「ほら見ろ！　フェアリーが怯おびえてるんだぞ！　消えちゃうぞ！　フェアリー消えちゃうぞ！」

「……うそ」

「そんな……ありえんばい」

　ありえすぎだよ。
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「とにかく、もう少し柔やわらかい内容にしよう。でなければ、もらった相手はフェアリーと同じ状態になってしまう」

「……………わ、わかったわよ」

「………がんばるたい」

　二人の同意を得て改めて仕切りなおしだ。俺はまずやりなおし箇か所しよを提案する。

「最初のあたりはいいと思うんだ。季節の話から、相手のことに話題が移る。ここまではいい。こっから先で、いきなり愛が重くなってんだ」

「わかったわ。もっとライトな感じの愛よね」

「ああ、そうだ。相手もこれなら受け止めきれる、と思うくらいのものだ。それじゃあ、あそこの続きからだ。『大切なことというのは、他でもありません。あなたのことなのです』。ここの続きから行こう」

「えーっと、じゃあね。『あなたをよく帰り道でお見かけします』」

「おお、久奈、いいじゃないか。そういうの、結構ドキッとすると思う！」

「あ、あたしもあるとよ！」

「よし、桜子」

「はい……『いつも帰り道で、ずっと待っていますから……ずっと……』」

「ちょっとヤンデレ返ってきちゃってる！　久奈、修正！」

「え、ええっと、『ずっと待っていたといっても、別の用事があっただけなんだからね！　あんたのためじゃないんだからね！』」

「ツンデレカットイン！　いいぞ！　よし、引ひき継つげ桜子！」

「うん、『路上で小石を数えてたら、あんたが目に入ってきただけなんだからね！』」

「こいつ路上で何やってんだ！　おい、久奈フォロー！」

「『小石の数かぞえていたら、だんだん宇宙の理ことわりと一体化していく自分を感じていただけなんだからね！』」

「おい、だからこいつ路上で何やってんだ！　桜子、うまく持ち直してくれ！」

「うん……『この辺の路上には砂岩が多いんだからね！』」

「なんで小石の話膨ふくらましてんだ！　久奈、話を戻もどすんだ！」

「『小石といえば、最近珍めずらしい花か崗こう岩がんが手に入りました』」

「小石の話から離はなれろ！　桜子、修正！」

「『そういえば、あなたの誕生石はなんですか？』」

「石でつないだ!?　でもよし！　相手の話題に戻ったからよし！　続きだ久奈」

「『ちなみに私はオニキスです。石言葉は『意思の強さ』です。石だけに』」

「ダジャレ!?　さ、桜子、何とかしてくれ」

「『よかったら今度一いつ緒しよに、河原へ小石を拾いに行きませんか？』」

「さそった！　初めてのデートとは思えないところに誘さそった！　久奈、引き継げ！」

「『もう、あなたにもよくおわかりですね』」

「『私の、石への愛が………』」

「なにを告白してんだっ！」

「「…………………」」

　久奈と桜子は、自分で言っておきながらガックリ消しよう沈ちんする。

　勢いとはいえ久奈も桜子も、自分の失敗に気が付いたのだろう。

　最後は告白する相手が変わっちゃったんだし。

「私としたことが………」

「どうしてうまくいかんとよ……」

　う～ん、二人にどんな言葉をかけていいのか……。

「まあ、初めてのことだしさ、いきなりはうまくいかないよ」

「うぅ……うまくいかな過すぎる……」

「なして変な方向にいくとよ」

「いや俺も勢いでやろうとしすぎた」

「そうかな……」

「ああ、そうだとも」

　うなだれる久奈と桜子に俺は力強くそう言う。

「それに、こうも考えられないか？」

「なにと？」

「俺たちは、普ふ通つうレベルが低いのに、ラブレターを書こうとしてしまった。つまり低レベルクリアという難易度の高いことをしようとしていた」

「そうか、だからうまくいかなかった……」

「ああ、そう考えると、しっくりくる。それに以前、ラブレターは真夜中に書くものだと聞いたことがある。そう考えると、今の時間にラブレターを書こうとすること自体、無む謀ぼうともいえる」

　すると久奈は少し神妙な面おも持もちになった。

「………夜中に書くの？　ラブレターって」

「ああ、そうらしい。真夜中に変に上がっちゃったテンションで書くのが一番いい内容になるそうだ」

「…………へぇ……そう、なんだ」

　久奈は妙みように納なつ得とくしたよう表情をしながら口をつんとさせる。

　すると桜子が大きなため息をつきながら、膝ひざに手をのせた。

「はあ……難しかね……普通のラブレター……」

「ああ、そうだな」

　俺たちはその後も、どうするべきかごにょごにょ話していたものの、結局これといった糸口も見つからず、その日は解散となった。




　さて、次の日である。

　１時間半の電車に揺ゆられ、学校に到とう着ちやくして、いつものように下げ駄た箱ばこを開ける。

「…………ん？」

　すると中には、俺の上うわ履ばき以外にもう一つ、あるはずのない物が入っていた。

　俺は眉み間けんにしわを寄せながらそれを手に取る。

　薄うす桃もも色いろの封ふう筒とうにかわいらしいイラストが描かかれ、さらにハートのシールで封ふうがしてある。

「………こ……」

　これはっ!?

　いやいやいやいや、ちょっとまて。落ち着こう。

　いわゆる、こういった形状の封筒は、世間一いつ般ぱん的てきに言うところの、その、なんだ……。

「……ラブレター……ってやつ……だよな」

　口に出した途と端たんに、一気にその封筒が、それ以外の物に見えなくなっていき、心しん拍ぱく数すうがうなぎ上りである。

　まさか昨日ラブレターの書き方について、喧けん々けん諤がく々がくしたその次の日に俺の下駄箱に件くだんの物が入ってるなんて想像がつくか？

　俺は目をひん剥むきながら、大いにその場でテンパっていると、

「あれ、銀ちゃん。何やっとっと？」

「だぐぁ！　さ、桜子!?」

　とんでもないタイミングで、声をかけてきた桜子に、俺のテンパり具合は最高潮に達する。思わずその封筒を制服のポケットにねじこみ、平静を装よそおってみるわけだが……。

「どげんしたと？　なんか慌あわてとうよ？」

「……お、おう」

「??」

　明らかに不思議そうな桜子の顔を見れば、まったく平静を装えてなかったのは明白である。とにかく……すこし考える時間が必要である。

　ここは無難に乗り切るしかない。

「……………あー、その、今日は早いな、桜子」

「銀ちゃんもこれくらいの時間に来とっとね。あたしも見習って同じくらいに来るとよ」

「……そうか……普通の高校生だもんな」

「そうたい。それに……」

「ん？」

「………いや、なんでもなか。気にせんといて」

　急にちょっとテンションの上がった桜子は、そのまま走るように教室に向かって行ってしまった。

　ふむ……しかしどうしたものだろうか。




　まさか、この俺に……こんなにも早くラブコメが発生してしまうなんて。

　俺は後ろめたさでずっしり重くなったポケットの中に、溜ため息いきをつきながら教室までやってくる。

　いつも通り、君きみ島しまさんに竹たけ中なか君、先に行っていた桜子……そして珍しいことに、久奈が俺より早く教室に来て、いつもの読書をするわけでもなく、窓の外を眺ながめていた。

「おう、久奈。今日は早いな。なんかあったのか？」

　すると久奈はこちらも見ず、テンション低めに、

「…………別に……なにもない」

　と言った。それはいつもの文学少女キャラではなく、何か落ち込んでいるようでもあった。

　はて……？　どうしたんだろうか。




　さて、６限目の授業も終しゆう盤ばん。

　間もなく放課後へと突とつ入にゆうしてしまう。

　俺は、といえば、未いまだどうしていいのか答えも見つけられず、もやもやとした上の空な状態で、受動的に先生の話に耳を傾かたむけていた。

　やはりここは正直に話すべきだろうか？

　だって久奈と桜子、三人で普通の高校生になろうと、いろいろやってきたんだ。

　まさか俺が一番最初に普通の高校生たるラブコメが発生するなんて、俺自身が思っていなかった。

　覚かく悟ごが足りなかった、というべきなのかもしれない。

　だからこそ、ちゃんと久奈と桜子には、報告すべきなのだろう。

　うん、そうしよう。

　そう思ったところで、俺の決意を待っていたかのように終礼のチャイムが時を告げた。




　放課後の宿直室。

　授業が終わると同時に俺は一番のりでやってくると、先に来て冷蔵庫と壁の間にちんまりと鎮ちん座ざするフェアリーに挨あい拶さつをし、二人が来るのを待った。

　そしていつも通り久奈と桜子がやってくると、俺は彼かの女じよたちの前におずおずと、例のブツを出して見せた。

「「……………………」」

「………すまん！　俺、ラブコメ、発生しちゃった」

　二人は凍こおったように固まると、そのまま絶句した。

　まあ、予想はしていたんだ。そんな反応がくるんじゃないかと。

　ただ、その後に続く久奈の反応が、少々俺をおどろかせた。

　久奈はラブレターを見るうちにどんどん顔が真っ赤になり、最高潮まで真っ赤になると今度は一気に真っ青になっていく。そして我に返ると同時に、ジタバタとしながらやや混乱気味の様相を呈ていしたのである。

「え、ええ!?　ちょっとまって！　なんであんたが持ってんの……うそ……だって、そんなはず……」

「そんなはずって、どうしたんだ久奈？」

　俺の問いかけに、久奈はビクッとすると、

「な、なんでもない！」

　と、しどろもどろになるのである。

「いや、久奈。全然なんでもなくないぞ。大だい丈じよう夫ぶか？」

「うううううるさい！　え、あの、その……その封筒、開けたの!?」

　俺の襟えり首くびをつかみながら、噛かみつかん勢いの久奈に気おされながら、俺はどうにか答える。

「いや、まだ開けてない。これは、みんなに断ったうえで開けるべきだと思ったから」

「………そ、そう……開けてないのね……そう……よし！」

　少しだけ落ち着いたのか、久奈は深呼吸をしながら、冷静さを取とり戻もどそうとしているようだった。まあ、その反応はわからなくもない。

　だって、どうにかこれからみんなで普通の高校生となるために、ラブコメを発生させるべく頑がん張ばろうとした矢先に、俺にだけラブコメが発生してしまったんだ。心中穏おだやかでいられるわけがない。

　すると今度は桜子がおずおずと俺に質問を投げかけてきた。

「ね、ねえ、銀ちゃん………」

「ん、なんだ？」

「………そ、それ……いったい誰だれからのラブレターと？」

　確かにそうだ。改めて封筒を裏返してみるが、封筒の表面には差出人の名前はない。

「わからないな……たぶん中の手紙に書いてあるんじゃないかな」

　そう言いながら、俺自身もやはり誰からの手紙か気になり、ハートのシールに手をかけようとした、その時……。

　ガッ！

「な、なんだ、久奈」

　なんと俺の腕うでを引きちぎらんばかりの勢いで、久奈がつかみかかってきたのである。

「まあまあ、銀次朗。そう、急がなくってもいいじゃない」

　ギリギリ俺の腕を締しめ上あげながら、すごく笑え顔がおが引きつってらっしゃる。

「久奈、なんだ中身に心当たりでもあるのか？」

「なっ！　何言ってんのよ！　あるわけないじゃない！」

　なんか、怪あやしいなあ。この久奈の反応。どうも何か知っているようだ。

「久奈、お前、実はこの中身が誰かからの物か知っているんじゃないのか？」

「しししししししっししししししししししししし知るわけないでしょ！」

「じゃあ、なんで開けさせてくれないんだ？」

「そ、それは………」

　久奈はなおも俺の腕をギリギリと握にぎりながら、まっ赤な顔をそらせて何か思案している様子だった。そして急にハッとしたかと思うと、俺に向き直り、

「そうよ、あんた、これが本当にラブレターだとでも思ってんの？」

　と、詰つめ寄よってくる。怖いです、久奈さん。

「違ちがう……のか？」

「甘あまい！　激甘よっ！」

「なっ……」

「ちょっと、銀次朗。なに、まさかこのピンクの封筒を見て、んで、ハートのシールがついてたから、ラブレターとか思っちゃったの？」

「え、だってそれしか考えらんないだろ？」

　と言った俺の襟首を捻ねじりあげちゃうのだ、この文学少女は。

「んなわけないでしょ！」

　目がマジっすよ、久奈さん。

「まだ普通の『ふ』の字にも達していない普通低所得者の銀次朗に、ラブコメが発生しちゃうとか、そんなことがあり得るかしら、いえあり得ない！」

　倒とう置ち法ほうまで使って俺の普通さを否定してくるとは……。

「桜子、あんたちょっとこっち来なさい」

　久奈はそう言って今度は桜子の手を引っ張り、部屋の隅すみに連れて行くとコソコソ何か話し出す。

「桜子、あれを開けさせちゃ、ダメよ」

「わかっとっとよ。銀ちゃんにラブコメはまだ早かばい。絶対開けさせんばい」

「おい、二人とも何をコソコソと……」

　俺が二人に話しかけようとすると、久奈はクルリと振ふり返かえり、片かた眉まゆを上げ鼻で笑うのである。

「ちょっと、どう思う桜子？　銀次朗ごとき普ふ通つう科か高校の劣れつ等とう生せいに、現時点でラブコメが発生するかしら？」

「ありえんばい。銀ちゃんには、まだラブコメは早すぎるたい！」

　なんで、お前ら今日に限って仲よくなってんの？

「おい、だってこれ、どこからどう見てもラブレターだろ？」

「甘いわよ、銀次朗！」

「そうたい！　ベタ甘たい！」

「いい、銀次朗。そんないかにもラブレター然としたものは、疑ってかかるべきよ」

「そ、そんなものか？」

「そうたい。銀ちゃんが、そんな騙だまされやすか性格やけん、からかわれとうよ」

　むむ……そう言われると、そんな気もしてきたぞ。

「いい、ラブレターだったら普通は、もっとわかりづらい封筒に入れるものよ」

「そうなのか？」

「あったりまえたい！　パッと見、地味なくらいの封筒に入れておかんと、他の人に見られた時に大変なことになるとよ」

「た、確かにそうだな」

「だから、そんないかにもラブレターっぽい封筒に入ってるのは、きっと………そう！　果たし状とかそういう物よ」

「果たし状!?　なんでそうなるんだ？」

「よく考えなさいよね。そういう封筒に入れておいて、ラブレターだと思ってウキウキしながらだらしない表情をして開けた銀次朗が、中身が違ってがっくり落ち込むでしょ。そのうえ、決闘しにいかなければならない。なのにラブレターという期待を裏切られて落ち込んだ心のせいで、自分の全力を出して戦うことができない………完全に敵の術中にはまってるじゃない！」

「確かに！」

　なんてことだ。真宮久奈……諸しよ葛かつ孔こう明めいの生まれ変わりか。

　敵にだけは回したくない相手だ。

「ということは……この中身は果たし状……」

「その可能性が限りなく高いわ」

　なるほど。俺おれの心が折れている隙すきを突こうとは……恐おそろしい敵だ。

　しかし相手の作戦がわかった以上、俺だって相手の術中にはまるわけにはいかない。

　もう内容はわかってるんだ。恐れることはない。あとは決闘の場所と日時を確かめるだけだ。俺は覚悟を決めて、封筒のシールに手をかける。

　ビリッ……。

「ちょ、ちょっと、待ちなさいよ！」

「ん？」

「あんた、なに開けようとしてんのよ！」

　なんだ久奈？　血相を変えて。

「だって、相手の戦略もわかったわけだし、後は敵との待ち合わせ場所を確かく認にんしなけりゃならないだろ。だったら中身を確認して……」

「このボケカスがっ！」

　なぜか物もの凄すごく罵ば倒とうされた。

　つーか、なんでそんなにさっきから必死なの、このお嬢じようさんたち？

「あんたね……えっと……だから、果たし状じゃないかもしれないじゃない」

「??　どういうことだ？　今果たし状っていう流れで……」

「えっと……………………桜子、説明してやりなさい！」

「えっ？」

　急に話を振られてしどろもどろの桜子。すると久奈はまた桜子を宿直室の端はしっこへ連れて行き、

「開けさせたら終わるわよ！　銀次朗に彼女できちゃうわよ」

「しゃぎゃぁ、ダメたい！」

「ほら、だから、何とか！」

　ごにょごにょごにょ………。

　ひとしきり陰かげでごにょごにょすると、桜子がクルリと振り返って俺に人差し指を突き立てる。

「銀ちゃん、考えが甘すぎったい！　砂糖ほおばってる場合じゃなかよ！」

「おお！　なんだ、桜子？」

　どうも今日の二人はえらくコンビネーションがいいなぁ。

　腕を組みながらシニカルな笑えみを浮うかべた桜子は、俺の顔を冷静に一いち瞥べつする。

「よく考えるとよ。その手紙そのものが危険物だという可能性たい」

「この手紙そのものが……」

「そうたい……開けた瞬しゆん間かんに、ぽろぽろと零こぼれ落おちてくるカミソリ……」

「カミソリレター!?」

「そうとよ。そげなラブリー・ファンシーな外そと面づら被かぶって、中には恐ろしい凶きよう器きがひそんどっとよ！」

　なんてこった。

　この手紙そのものが、罠わなどころか凶器だったなんて。

「だから銀次朗、開けちゃだめよ」

「開けちゃダメたい」

「捨てちゃうべきなのよ！」

「燃やしたらよかばい！」

　二人の迫力を増した説得に息を呑のみながら、俺は封筒を冷蔵庫の上に置いて、降参とばかりに両手を挙げた。

「………………わかった。これはもう開けない」

「「………ほぅ」」

　俺の発言にどういうわけか、二人は同時に胸に手を当て息をついた。

「悪かったなみんな。心配かけちまって」

「べ、別にいいけど……」

「問題なかよ。ユアウェルカムたい」

「よし、じゃあ、今日はお茶でも飲んで帰ろう」

「うん……まあ、いいわ」

「そうすっとね」

　話がまとまり、俺は気持ちを切きり替かえることにした。

　うん、これでいいんだ。ちょっと考えればわかることだったんだ。まだ、入学して間もない俺に、突とつ然ぜんラブコメが発生するほど普通という壁かべは低くない。

　俺たちはその後、お茶を飲んで軽く談だん笑しようし、一息ついたところで帰る流れとなった。

「……あれ？」

　帰り支じ度たくをしながら、ふと冷蔵庫の上に視線を戻もどすと、先ほど置いたはずの封筒が消えていた。

「なあ……さっきここに置いた封筒って……」

　そう思って冷蔵庫から視線を移していくと、壁との隙すき間までなんとフェアリーが、

「「「せ、先生っ！」」」

　封筒を開けて中身を読んでいたのである。

「――お」

　中身はどうやらカミソリレターではなかったらしく、普通の便箋だったようだ。フェアリーがそれに目を落としていると、突然久奈が、

「ぎゃあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　悲鳴のような声を上げながら回転レシーブで先生から手紙を取り上げた。そして前かがみ姿勢で手紙を腹に抱かかえて、絶対防御の型をとり周りを威い嚇かくする。

「近づかないで！　近づいたら、この場で舌を噛み切る！」

　なぜにこいつは、自分を人質にとって立てこもろうとしてるんだ。

「落ち着け久奈！　どうした……やはり、お前……その手紙がなんなのか知ってるんじゃないか？」

「し、知るわけないじゃない！　こんな手紙！」

　と言って久奈は、腹に抱えていた手紙を両手に持ちかえると破り捨てるモーションに移り、

「………………」

　そのまま停止した。手紙の文面で視線を固定したまま久奈は動かない。

　俺と桜子もいきなりの出来事に、息をするのも忘れて固まったまま、久奈の次の行動を見守った。

　緊きん張ちようと沈ちん黙もくで凍りつく宿直室。

　そしてその沈黙を破ったのは、やはり久奈自身だった。

「…………これ……」

「………なんだ？」

「本当に果たし状かも………」

　本当にって、さっきお前たちが断言してたのに、なにをいまさら。

　だが、まあそこはつっこまないでおく。

「どういうことだ？　なんて書いてあるんだ？」

「………え、えっとね……『井口銀次朗様。本日、午後六時。学生会館裏にてお待ちしております。その際、ご一いつ緒しよに真宮久奈様、並びに姫ひめ帥そちの宮みや桜子様もご同行願えるとありがたいです』………って」

　俺はその内容に、思わず背筋が凍った。

　なんでかって？

　そりゃ、この手紙に書いてある呼び出された人物のチョイスだ。

「俺……久奈……桜子を呼び出すってことはさ……」

　久奈も息を呑みながらコクリと頷うなずき返かえす。

「……銀ちゃん」

　怯おびえた声こわ色いろになってしまう桜子。無理からぬことである。

「ああ……これって、つまりこの前のことについての呼び出しだよな、きっと」

　この前のこと……つまり、部活動申しん請せいをしたつもりで、先せん輩ぱいたちを告発してしまったあの件。

　どう考えても先日の件に関わる先輩たちの報復。

　この三人を呼び出すってことは、それしか考えられない。

　だって、俺たち三人で行動したことって、まだそれしかないんだから。

「……どこから私たちだって漏もれたのかしら？」

「さあ、そればっかりはわからない。でも部活動申請用紙を出しに行ったときは三人で行ったからな……」

「誰かがそれを見とったと？」

「その可能性が高いよな」

　再び俺たちの中を沈黙がつつむ。

　腕うで時ど計けいをちらりと見れば、すでに五時半。相手の指定の時間までもう間もなくだった。

　俺は意を決した。

「久奈、桜子」

「なによ？」

「なにと？」

「お前たちはもう帰るんだ」

「何言ってんのよ！」

「そうたい！　銀ちゃん一人で行かすわけにはいかんとよ！」

　そう言ってくれる二人の気持ちは本当にうれしい。

「だけどな、お前たちを巻き込むわけにはいかない」

「──―あの」

「バカじゃないの！　それで銀次朗一人で何ができるってのよ！」

「何されるかわからんとよ！」

「──―あの先生が……」

「だからだ。何をされるかわからない。そんなところに、久奈や桜子を巻き込みたくない」

「──―あの」

　さっきから耳に小さな囁ささやきのようなものが聞こえるが、これは一種の興奮時に聞こえるという幻げん聴ちように違いない。無意識ではあるが、この緊急事態に俺もだいぶ気持ちが高ぶっているようだ。

　すると久奈は必死に俺の腕をつかむ。

「だったら無視しちゃえばいいじゃない、こんな手紙！」

　久奈がそう言った気持ちもわかる。俺も最初にその選せん択たく肢しは考えたんだ。でも……。

「それはできない」

「何でよ！」

「無視すれば今日はどうにかなる。でもさ、この先、久奈や桜子が何をされるかわからないじゃないか」

「………それは」

「……銀ちゃん」

「それにさ、俺たちはあくまで普ふ通つうの高校生になろうとしただけなんだ。この前の部活申請は失敗しちまったけど……でもさ、まだ終わってないだろ。これから普通の高校生になろうってところだろ。それを先輩たちに邪じや魔まさせるわけにはいかない。これは、俺だけじゃなくて、久奈と桜子にとっても大切な事だから。だから、俺が先輩たちと話をつけてくる」

「……かっこ……つけんじゃないわよ」

　しょんぼりとしてしまう久奈を元気づけるように、俺は彼かの女じよの肩かたに手をかける。

「かっこつけじゃない。心配すんな。この戦いが終わったら、今度こそ普通の高校生になろう」

「それ、死亡フラグ！」

「ええ、そうかな……？」

　とはいえ、行くなら俺一人で行くしかない。俺はカバンを持って立ち上がる。とその時、俺の学生鞄かばんから何かがひらりと落ちた。

「銀ちゃん、何か落としたとよ……写真？」

　それは妹の杏子がいつも俺のカバンの中に忍しのばせるツーショット写真だった。

「妹なんだ。今年中学に入ったばっかでな。今日帰ったら一緒にゲームやるって約束してんだ。ちゃんとその約束、守んなきゃな」

「だからそれ死亡フラグたい！」

　そ、そうかな……。

　俺自身は結構落ち着いた心持ちなんだが、久奈と桜子が何やらあわあわしている。

「あんた一人行かせたら危ないわ！」

「銀ちゃん、絶対危険とね！」

「そ、そんなに信しん頼らい感かんないか……俺」

「死亡フラグ立てすぎなのよ」

「あたしたちも一緒に行くばい。力にはなれんかもしれんけど……」

「そ、そうよ。何かあったら、先生を呼ぶでもなんでもできるかもしれないじゃない」

　すると先生が突然、必死になってピョンピョン飛び跳ねた。

「──―先生も………ここにいるよ」

「いや、先生はこの棲すみ家かにいてください！」

「そうよ、先生になにかあったら……」

「あたしたち腹を掻かっ切きって森の神に詫わびんといかんたい」

「………あれれ」

「ここは私と銀次朗で何とかしますから」

「そうたい。銀ちゃんとあたしならどうにか出来っとよ。先生は樹きの洞うろに隠かくれていてほしかとですたい」

　そんな先生を説得する二人を見て、俺はちょっと感動していた。

　だって二人がこんなに心配してくれるなんて、なんかうれしいじゃないか。

「わかった。その代わり、二人ともすぐに逃げられるようなところから見ててくれ」

「………うん、わかったわ」

「銀ちゃんも危険になったら逃げっとよ！」

「ああ」

　俺は薄うすく笑った。

「お前たちがいてくれるならもう一人じゃないな。こんな幸せな気持ちで戦えるのははじめてだ。もう何も怖くない！」

「「だから、死亡フラグ立てるな！」」




　時刻は午後六時。

　あたりは既すでに暗くなり始めていた。

　学生会館の裏手には人通りはなく、耳につくほどの静けさばかりが辺りを包んでいた。

　俺の足音が学生会館裏に響く。

　距きよ離りを置いて、久奈と桜子が後ろから足音を忍ばせながら追ってきているようだが、今は周りに誰だれか潜ひそんでいないか、ということだけに集中する。

　約束の時間、約束の場所。

　そこには、二名の先客がいた。

　この手紙を書いた張本人、ということだろう。

　しかし人数が少なすぎじゃないか？　それとも周りに誰か隠れているのか？

　うす暗くら闇やみの中を近づいていくと相手の顔がようやく見えてくる。

　しかし見えてきたその片方に見覚えがあった俺は、思わず声を上げてしまった。

「……え、君島さん？」

「やあ、銀次朗君」

　そう、そこに立っていたのはショートヘアーで、いつも明るくクラスのムードメーカーのクラス委員長、君島歩あゆ美みさんが立っていたのだ。

「そ、そんな。君島さんが、俺たちを嵌はめたというのか……」

「ああん？　どういうこと？」

　どうやらとぼけているようである。すると、君島さんの隣となりにいた人間が笑いをもらす。

「あはは、もしかして勘かん違ちがいされてんじゃん」

　んん？　この声、どっかで聞いたことが……。

「え、会長、なんて書いたんですか？」

「いや、六時に三人で来て、って簡潔に書いたよ」

「ちゃんと、名前入れました？」

「あー……入れたかな？」

　君島さんの横に立っていたのは、なんと俺たちが部活申請の用紙（間ま違ちがい）を手て渡わたした、あの生徒会役員の女性だった。

　それに、今、君島さん『会長』って言った？

「あ、あの、君島さん。ちょっと聞いていいっすか？」

「なんだい、銀次朗君」

「ええっと……その、もしかして、これって、俺たちをおびき出して袋ふくろ叩だたき的てきなことになる、という展開だと思ってきたんですけど、もしかして違ちがってるって落ちですか？」

「ああ………そういう勘違い」

　君島さんは納なつ得とくがいったとばかりに、うんうんと何度もうなずいた。

「いやいや、銀次朗君。ごめんね、まぎらわしいマネして。ほら、会長、説明してくださいよ」

「ええ、わかったよ。えっとね、イグッちゃん」
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　い、イグッちゃん……。

「この間、イグッちゃんたち、うちの生徒会に投書してくれたっしょ」

「いや、あれは投書ではないのですが……」

「いーの、いーの。そんな謙けん遜そんしないで！　おかげで、この学校に巣食っていた因習を一掃できちったわけっすよ。そういうことでお礼の一つも言いたかったんだけどさ、ほら、あんま表ざたになると、良くないこともあるっしょ」

　つまりは摘てき発はつを受けた先輩からの逆さか恨うらみである。

「……まあ」

「でしょでしょ。だかっさ、まあ、こうやって隠おん密みつ裏りに、ラブレターを装よそおってイグッちゃんに来てもらったってわけよ。どう、頭いいっしょ」

　その言葉に節々からヘナヘナっと、力が抜ぬけていく。

　なんてこった。つまりは俺たちが深読みしすぎてたってだけだったのだ。

「そういうことなら、そうと書いてくださいよ」

「えー、書いたらつまんないじゃん。それに、イグッちゃんもドキドキしたんじゃないの？　ラブレターだよぅ」

　いや、まあいろんな意味でドキドキしましたけど………。

「おっしゃあ、作戦だーいせーいこー！」

「会長、お礼言うんなら、ちゃんと言ってください。この場を設けたボクの立場も考えてくださいよ」

「おう、キミシーこれはごめんね。じゃあ、イグッちゃん、どんなお礼がいい？」

「そ、そんな、いきなりそんなこと言われても……」

「あれかい？　もしかして、生徒会長からの熱い口づけかい？　このこの、スケベ高校生が。子供できたら責任とってくれんのかい？」

　わわわ、俺おれもしかして上級生にからかわれてるってやつじゃないか!?

　くっ……ここは粋いきな返しの一つもしないと、ただの情けない下級生だ。

　よし、粋な返し……粋な返し………。

「ははは、何言ってんですか。チューで子供ができるわけないじゃないですか。子供を作るには受精卵が卵管内を移動して子宮内ない膜まくに到達した後、着ちやく床しようして胎たい盤ばんから臍さい帯たいを介かいして栄養素や酸素を、俺は何の話をしているんだっ！」

　頭を抱えてその場にへたり込みました。

　……なんで保体の授業おっぱじめてんだ。

「ひゃっひゃっひゃっ、イグッちゃんっておもろいねー」

「……会長」

　と、その時である。

　ドドドドドドドドっ、とけたたましいまでの二つの足音がこちらに近づいてきたのだ。

「銀次朗になにしたあああぁぁぁぁっ！」

「許さんばいっ！　この盛りのついた雌めす鶏どりゃゃゃぁぁぁぁっ！」

　久奈と桜子である。

　遠くから見ていて、俺がガックリその場にへたり込んだのを見て、救援に駆かけつけてくれたのだろう。

「久奈、桜子！　違うんだ！」

　しかし俺の言葉は、勢いを増した二人には届かない。

　そのまま、まっしぐらに生徒会長に突進していく。

　だめだ、間に合わねえ。

　――が、しかし生徒会長は余よ裕ゆうの笑えみで体勢をわずかに低くすると、

「なっ！」

「なんですとっ！」

　久奈と桜子の懐ふところにふわりともぐりこみ、抱き留めると同時に二人の頭をなでなでするのだ。

「いやあ、二人にも会いたかったよ。今回はありがとね」

「………え……あれ？」

「……なして」

　二人ともたったの一いつ瞬しゆんで、勢いを削そがれたばかりか、生徒会長の懐にすっぽり収まり、なすがままになってしまったのである。

　……これが、生徒会長たる者の資質か。

　悪あつ鬼きのごとく向かってきた久奈と桜子の攻撃をかわしながら、一瞬で懐かい柔じゆうしてしまうとは、とりあえずこの人は普通ではないだろう。




　その後、落ち着いた久奈と桜子も含め、事情が説明され、お礼に今度なにかあったら、生徒会が協力してくれるという、なんとも普通っぽくない約束までして下さった。

　しかしよく考えてみたら、これを機に部活申請してみるのも……。

　いやいや、こんな普通ではない経験をして得た部活など、普通ではない。

　普通になろうとして普通から遠ざかるなど言語道断。

　これじゃまるで正義のために戦い続けて、最後は暗黒面に落ちる騎き士しみたいじゃないか。

　そんなこんなで、くたくたになった身体を引きずり、ようやく我わが家やへ帰き還かんしたわけだが、夕飯ができるまでの間、俺は倒れこむようにリビングのソファに横になって、そのまま眠りこけてしまった。心労が祟たたったのである。とても普通の高校生とは思えない展開の連続に、力尽きたのだ。

「……さん……兄さん……」

　と、どれほど眠りこけていたのか？　妹の声に寝ぼけ眼まなこをこすりながら起き上がった。

「なんだ杏子あんず？」

「ご飯の用意が出来ましたので一緒に食べましょう」

　どうやらかなり眠っていたようである。俺がダイニングへ行くと、既すでに盛り付けられたご飯やらおかずやらが並べられていた。

「わるいな杏子。みんな用意させちゃって」

「いえ、いいんです。今日はお父さまもお母さまも仕事で帰りが遅おそくなるそうなので、ここぞとばかりに張り切ってみました。もうこれは、どう考えても妹ルートに入るフラグがビンビンですね！　間違いだって起こっちゃいますね！」

「ははは、妹ルートは義理の兄きよう妹だいって誰かに明かされて、お互たがい意識し出してしまったところからだからな」

「あー、そうですね。いえ、でもたぶん、これから電話がかかってきて、実は兄さんは拾い子だったんだ、って明かされるに決まってます」

　電話でいう事じゃねえ！

　それに残念ながら、そんな事実はない。

　俺はあの父母の子であり、杏子は血のつながった妹である。

　だって高校入学の願書書くとき戸こ籍せき謄とう本ほんで見たもん。

「俺は拾い子じゃないよ」

「そ、そうなのですか？　おかしいですね……じゃあ杏子が拾い子なのでしょうか？」

「いや、杏子も父さんと母さんの子だった」

「えっ!?　そうなんですか？」

「ああ」

「どうしましょう、それでは兄さんが妹ルートに入れないじゃないですか」

「そうだな」

「それは困ります。東京都を敵に回すしかなくなるじゃないですか！　おのれ都条例！　おのれ石……」

「こらこら、杏子。誰も聞いていないと思っていろいろ言うと、後で痛い目を見るぞ」

「大だい丈じよう夫ぶです。こんな民家の一室で、たかだか未成年のちっぽけな杏子が喚わめいたところで世界は変わりません。そんなもんです、そんな時代です」

　そんな悲しいこと言うなよ、悟さとり世代。

「まあ、杏子。こう考えてみてはどうだろう？」

「何でしょう、兄さん」

「例えば杏子と俺の会話が、小説などの媒ばい体たいになっていた場合どうなると思う？」

「そうですね、それで本一冊出るんじゃないでしょうか？　もちろん18禁で構いませんが」

「うん、それは置いておこうか」

「スルーですか!?」

「いやいや、そうじゃない。今のような発言を最後まですれば、検けん閲えつで杏子のセリフの部分がすっぽりカットされちゃうだろ」

「た、たしかにそうですね！　盲もう点てんでした」

「それどころか、たとえ冗じよう談だんでも『兄妹エンド！　ひゃっほい！』とか言ってたら、キャラ的に杏子のシーン全カットになりかねないね」

「……冗談のつもりはないのですが……」

「最悪の場合、妹がいなかった設定になっちゃうね」

「なんてこった！　なにがいけなかったんでしょう!?　あれですか？　都条例に異を唱えたからですか？」

「ああ、そうだ。だからここはどんなことを思っても、そっと心にとどめておこう。この会話が何万という人間に読まれてでもいたら大変だ、と思いながら」

「さすが兄さん。悟り世代ですね。見事な置おき換かえの例えです」

　俺もさっき同じこと思ったよ。

「あと、都条例が規制してるのは二次元の話だから」

「そうなのですか？　では、三次元の杏子と兄さんには関係のない話ですね、よッしゃ！」

「その場合は憲法第24条で禁止されてるかな」

「おのれ、日本国！　……っていうか、詳くわしいですね兄さん!?」

「ははは、ギャルゲーに於おいてそれは通らねばならない道。俺だってちゃんと真しん剣けんに調べたさ――本当に……真剣に……」

「……恐るべし兄さん……そしてそこまで調べておいて、実の妹に何も感じない、この残念展開……無念です……」

「どうした？　杏子」

「なんでもないのです。杏子はそれでも構いません。報われることを願うのはエゴですので」

　なんだかよくわからないが、時々杏子は悟りきったようなことを言うので驚かされる。

　すると杏子は話を切り替えるように椅い子すに座すわった。

「さあ兄さん、ご飯が冷めてしまうと勿もつ体たいないので食べましょう」

「おう、そうだな」

　何気ない兄と妹の食事。こんな時ふと思ってしまう。杏子もいつまでも子供じゃないんだな、と。きっといつか反抗期が来て、生活環かん境きようが変わったりして、杏子にも彼かれ氏しができたりして、俺がその彼氏をタコ殴なぐりにして、袋ふくろに詰つめて……。

　そんな未来に思いを馳はせていたせいか杏子に呼ばれているのに気付かずにいた。

「兄さん、すいませんがそこのお醤しよう油ゆを取ってもらってもよろしいですか？」

「ん？　ああ、すまん」

　俺は目の前にあった醤油を妹に渡わたした。

「ありがとうございます。今ので杏子の好感度が５００くらい上がりましたね」

「醤油ごときで!?　……ちなみにその好感度の上限は幾いくつなんだ？」

「１００です」

「いきなり限界突破!?」

「ええ、さすがは兄さんです。心得てますね。スタートダッシュでイベントＣＧ全部回収する気ですか？　私にも準備というものがありますよ」

　などと恥はずかしそうにして見せる。まことに冗談の好きな妹である。

「ところで兄さん」

「なんだ？」

「今日はだいぶおつかれの様子でしたが、学校で何かあったのですか？」

　何かあったか、と問われればかなりいろいろあったわけなんだが……どこから話していいものやら。

「うん…………まあ……いろいろあったかな」

　どう説明していいのか、俺は濁にごしながら少し窓の外に目を向ける。

　すると杏子はガタッと席を立ち上がり、

「まさか、いじめですか!?」

「え？　いや……」

「あれですね、杏子が兄さんのカバンの中に忍ばせておいた写真が原因ですね？」

　うん、確かに入っていたな、俺と杏子が一いつ緒しよに写っている写真。

「兄さんがうっかり学校でその写真をクラスメイトに見られてしまい、私との仲が学校でばれてしまって、『こいつ妹に邪よこしまな感情抱いだいてんだぜ』とか言いふらされて、居場所をなくしてしまったんですね」

「いやそんなことはないんだが……」

「本当ですか？　妹の前で見栄を張ってるんじゃないですか？」

「張ってない、張ってない」

「無茶をしないでください。杏子はどんな兄でも受け入れる覚かく悟ごです。いじめられっ子の兄さんでも変わらない愛を貫つらぬきます」

　本当に家族愛に溢あふれた良い妹である。しかしどう話したもんか……。

「いや、実は今日……」

「いじめられてきたんですね！」

「あ、いや、それは違うとさっき……」

「わかってます。そうですよね。それは辛つらいですね。学校へ行っても机の上に花が飾かざってあったり、窓から机を捨てられたり、『おまえの席ねーから！』とか言われたり、机に落書きされたりしてるんですね！　『ヨスガってんじゃねーよ』とか書かれたりしてるんですね！」

　俺の机、めちゃめちゃかわいそうだな。

　ボコボコじゃねえか……。

「ごめんなさい、兄さん。杏子が義ぎ妹まいじゃないばっかりに……」

「あ、いや、さっきから言ってるが、そういうんじゃないから」

「……………」

「いや本当に。全然いじめとかないから。クラスメイトみんないいやつだから」

「………本当ですか？」

　涙なみだで目を潤うるませながら杏子は上目づかいに見上げてくる。

「ああ、本当だ。嘘うそじゃない。いろいろあった、と言ったが間違いだった。実際平凡すぎる高校生活に退屈をかみ殺すような毎日を送っている」

「そうなんですか？」

「ああ、そうなんだ」

「それなら安心です」

　納得したのかコクコクと頷うなずき、杏子は再び夕食を食べる作業に戻もどっていった。

　そう、俺はあくまで普ふ通つうの高校生活をしようとしているだけであって、特別なことは何もしていないのだ。

　……そうであって欲ほしい、と願いながら俺はご飯を口の中に掻っ込んだ。
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エピローグ







　さて５限目の後のホームルームが終わると、君きみ島しまさんがフラッと俺の机にやってきた。

「やあ、銀ぎん次じ朗ろうくん」

「ん？」

「この前はごっめんね。生徒会長が適当な仕事して」

　放課後の呼び出しの件である。まあ、生徒会長の書いた手紙が、俺たちにとってかなりの大騒動であったことは確かである。

「いや、別に。まさか俺もあんな呼び出しとは思っていなかったんで」

「会長にはきつく言っておくんで」

　生徒会長にきつくって、君島さん、あなた下級生じゃないですか？

「君島さん、生徒会長と仲いいの？」

「う～ん……まあね。いろいろあってね」

　なにかいわくありげな感じが、とても興味をそそるわけなのだが、一いつ介かいの普通の高校生の俺が首を突つっ込こむ話ではないに違いない。そういった事情に首を突っ込むのは、小説とかの主人公に任せておけばいいのである。

「あ、それとね、銀次朗くん」

「はい」

「お父さんも、お礼言ってたよ」

「お父さん？」

　どういうことかと聞こうとした矢先に、君島さんはクラスの女の子に呼ばれてしまい、

「あ、ごめんね。また、今度、詳くわしく！」

　と言って手刀を切って去って行った。

「……はて？」

　いったいどこで俺が君島さんのお父さんと接触を持つような機会があっただろうか？　ってか、会ったことないはずだけど……。

　何がなにやらわからず、久ひさ奈なに助けを求めるように視線を移すと、

「………チッ」

　すごく舌打ちされた。




　俺は荷物を纏まとめると、いつも通り宿直室へとやってくる。

　まだ久奈も桜さくら子こも来ていない。

　久奈はさっき教室で本を読んでいたし、桜子は今日は掃除当番だ。二人とも、もう少ししたらくるだろう。

　先生はいらっしゃるかと、冷蔵庫と壁かべの隙すき間まを覗のぞいてみたが、まだフェアリーはこの世界に顕けん在ざいしていないようだった。職員会議かもしれない。

　一人することもなく微び妙みように時間を持て余していると家から電話が掛かかってきた。

『もしもし、兄さんですか』

　妹の杏あん子ずからであった。

「どうした？」

『いえ、これと言った用事などないのですが、今日も兄さんは帰りが遅いのでしょうか？』

　さてどうだろう。

　これと言った活動内容もないので、時間をつぶしたら帰るつもりだったのだが。

『そうですか。早く帰ってくるのですね。それは安心です』

「ああ、ほどほどで帰るよ」

『では、久しぶりに兄妹水入らずで、二人仲よく並んでゲームなどでもしませんか？』

「ああ、いいよ」

　そんなことで電話を掛けてきたのだろうか？

　家で言えばいいのに。

『実は今日、ニンチンドーＷＥＥのソフトを借りてきたのです。とても面おも白しろいのです』

「へえ、どんなの？」

『スマッシュブラ……いえ、なんでもありません。帰って来てから確かめてください。いち早く帰って確かめてください。ダッシュで帰って確かめてください』

「そうか、わかった。じゃあ、早めに帰れるように努力するよ」

『それを聞いて安心しました。では！』

　そう言うと杏子は電話を切る。

　ふむ、なんのソフトを借りてきたのだろうか？

　やたらと気になってきたな。

　電話を切って俺は携けい帯たい電話の画面の時間を見る。

　そろそろ久奈も来るだろうか、と考えていた時である。

　ガチャリとドアを開ける音が聞こえて、俺は咄とつ嗟さに振ふり返かえる。

「ど、どうしたと？　銀ちゃんそげん焦あせって」

　桜子だった。

「いや、なんでもない」

「そ、そう…………ねぇ、銀ちゃん」

「ん？　なんだ」

　桜子は入口に立ったまま、改まったような態度でこちらを見る。

「あの、部活……にはなれんかったけど、誘さそってくれてあたし嬉しかったたい」

「おう、そうか」

　俺が何の気なしにそう返すと、桜子はモジモジとしながら口を開いた。

「あ、あの、銀ちゃん」

「ん？　なんだ？」

「いや……その、お母さんに銀ちゃんのこと話したとよ」

「ん？　俺のこと？　何を話したんだ？」

「部活に誘ってもらったこととか……クラスで助けてもらったこととか……」

「別に俺のは助けたうちに入らないんじゃないか？」

「そ、そんなことなか。ちゃんとお礼をせんといかんたい」

「いや、いいよ、お礼なんて」

　だって、ほら。あれはクラスメイトの心が広くて、みんないい奴やつだったからだ。なにより最後にそのクラスメイトを信じたのは桜子の力なんだから。俺おれがしたことってウェブページ作っただけだからなあ。

「……そ、それでの……お母さんが、そんなら銀ちゃんを家に連れてきんしゃい、って」

「桜子の家に？」

「そうばい！　お母さんがそう言っとったとよ。別にあたしが言ったわけやないけん。やけん、その………」

「そうか、わかった」

　うん、まあ牧場をやってるっていう桜子の家にも確かに行ってみたいかもしれないな。それなら休みの日とかに予定を合わせてお邪じや魔ましてみるのもいいかもしれない。でも久奈は予定が合うのかな。あいつ休日に何やってるか知らないもんなあ。

「じゃあ、近いうちにお邪魔するよ」

「ほ、ほんとったい？」

「ああ、せっかく呼んでもらったんだ。休みの日とかに伺わせてもらうよ」

「よかったばい……いや、あたしじゃなくって、お母さんがよろこぶけん、そういうことたい！」

「うん？　そうか。じゃあ俺も楽しみにしてる」

「えへへ………」

　そう言って、顔をほころばす桜子。

　歓迎されてるってのは、やっぱりどんなところだってうれしいものだ。

　嫌われてるよりずっといい。

　と、そこで桜子は時計を見ると急にハッと現実にでも戻ったような顔をした。

「い、いけん。もう行かんと」

「ん？　今日は用事があるのか？」

「うん、こんどモー子たちの検けん疫えき検査があっとよ。その準備ばせんといかんたい」

「モー子？」

「牛たい。乳牛、肉牛まとめて２０００頭おっとよ」

　なかなかイメージしづらいくらいに大きな数字だな。

「そっか、たいへんだな」

「そんなことなかよ」

「いやいや、桜子は偉えらいと思うよ。いやな顔一つしないで、そうやって家の手伝いするって、そうそう誰だれにでもできることじゃないって」

「…………褒ほめちゃいけんばい。そんな褒められたら……恥はずかしか」

「そうか？　あんまこういうこと言わない方がいいか？」

「そ、そうじゃなか。ただ……」

「ただ？」

「な、なんでもなか！　じゃ、じゃあ、銀ちゃん、お先たい！」

　そう言って桜子は急いで出て行ってしまった。

　ふむ、ただ、なんだったんだろう？

　と、考えていたら、再びドタドタと足音が聞こえてきて、

「銀ちゃん！」

　あら？　桜子が帰ってきた。

「ど、どうした？」

「言い忘れとったばい」

「ああ、なんだ？」

　桜子はゼーゼー言いながら、口早に話した。

「銀ちゃん、健全な男子高校生は己の欲望に素す直なおになってはいけんとよ。たとえあたしがいなくて、その場の勢いで、そういう展開になったとしても、踏ふみ堪こたえることこそ男の本ほん懐かいたい。いかんとよ、いかんとよ！」

　そういう展開とはなんぞや？

　いったい何を心配しているのか気になるものの、聞き返す間もなく桜子は帰き途とについてしまった。

　ほんと、なんだったんだろう。

　今日の桜子は何かと不明な発言が多かったようにも感じる。

　そんなことをぼんやりと考えていると、外からまた誰かが近づいてくる足音が聞こえた。

　軽くて小さな足取り。

　なんとなく誰だか俺にもわかっている。

　足音がやむと、少しためらうような間を置いて、ドアがガチャリと開いた。

「……………」

　そこには口をへの字にした久奈が、後ろに手を組んで立っていた。

　俺はどこから話をはじめていいのかわからず、とりあえず挨あい拶さつをしてみる。

「………おう」

「………………」

　しかし久奈の方は、そのままその場に突っ立ったまま動こうとしない。

　どうして中に入ってこないのだろうか？

　そんなことを考えていると、久奈はチラチラ周りに目を泳がせている。

「どうした？」

「えっと………桜子は？」

「さっき帰った。なんか家の用事があるらしい」

「そ、そう……」

　そう言ってしばらく黙っていたが、おもむろに久奈が改まったような顔でこちらをチラリと見た。

「………ねえ、銀次朗」

「なんだ？」

「憶おぼえてる？」

　おもむろに話し始めた久奈の意図が読み取れず俺は聞き返した。

「ん？　なにがだ？」

「私と銀次朗って、小学校の時会ってるんだよ」

「??　ライブとかイベントでか？」

　すると久奈は口をへの字にして上目づかいにこちらを睨にらむ。

「バカ。そうじゃないよ……まあ、イベントの時ではあったけど」

「うん、欠かさず行っていた」

「でもそれじゃなくて……あなた一度、スタッフ掻かい潜くぐって、楽屋の私に声かけてきたでしょ」

　ああ、そんなことあったな。

「その時のことって……憶えてる？」

　憶えていないわけがない。

　我ながらあんな無茶をしたことが未いまだに信じられないくらいなんだから。

「うん……まあ、憶えてるよ」

　まあ、俺も若かったんだな。小６だったからな。

　いろいろ、ほら、やんちゃな盛りじゃない。

　皐さ月つき原はらココアの楽屋の前まで行って、スタッフに取とり押おさえられ、その後、親おや父じにボコボコにされたっけ。

　だってあれはどう考えてもマナー違反だからな。

　良い子は絶対マネしちゃいけないぞ。

「そっか、憶えててくれたんだ……そっか」

　何か納なつ得とくしたように、久奈はコクコクと小さく頷うなずく。

　端たん整せいで小さな顔は、まだあの子役声優だった頃ころの面おも影かげが見える。

　でも今は違ちがう――あの時とは決定的に……。

「……銀次朗」

「なんだ？」

「あなた言ったわよね。毒は吐はけるくせに、自分の本音は言えない……それが私の性格だって」

　カラオケの事件の後、屋上で話した時のことだろう。

「……ああ」

「あなたの言う通りよ。本音で話したいけど……結局、いつも喉のど元もとまで出てきた言葉は、口に出すことができなかったの。ずっと、ずっとそうだったの……今でも……そうなの」

　そうなんだと思う。俺が見ていた皐月原ココアはそういう顔をしていたんだ。

　どうしても言いたいことがあるのに、言えない。そのむずがゆく、いらだたしげで、しかし誰もそのことに触れてくれない孤独。それがテレビに映る彼かの女じよの姿だと思った。

「でもね………」

　彼女はいたずらっぽく、しかし嬉うれしそうに笑う。

「私、自分の意思で事務所に辞やめるって言ったの」

「そうなのか？」

「うん……けっこう、厳しいことも言われたんだけどね……でも、最後まで折れなかった。言い通すことができたんだ」

　そうか……あの時、小６のあの日、突とつ然ぜん芸能界を去った皐月原ココア。理由などを事務所は一いつ切さい明かさなかった。どうして、どうやって彼女が芸能界を去ったのかは、わからないままだった。

　ただその裏では様々なことがあったに違いないと思う。

　久奈はそう言いながら俺に目を向ける。

「ねえ………なんでだと思う？」

　なんでそんな彼女が勇気を出せたのか、と久奈は問うのである。

　俺は息をついた。

「………さあ、そればっかりは俺にはわからないな」

　その答えに久奈は何を思ったのか、少しだけクスリと笑う。

「へへ……だよね」

　久奈は柔やわらかく微ほほ笑えむ。今まで見たどの表情よりも柔らかくやさしく……。
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　ああ、こういう顔が見たかったんだ。

　俺はあの日の、皐月原ココアの楽屋に行った時の思いを反はん芻すうする。彼女に笑って欲ほしかった。毒どく舌ぜつ子役声優に転身したあの時からずっと思っていたこと。苦しそうに作り笑いをする彼女を笑わせたくて……それで、あの毒舌子役声優にどんどん入れこんでいった自分。

　今考えれば、そんな理由だったんだと思う。

　だから彼女が芸能界を去った時、俺は悲しくて泣いて、その半面嬉しくて泣いた。

　その後、彼女が本当に笑える日が来るなら……それを確かめる術すべなんかない、それでも何ど処こかで笑って過ごしてくれているのなら。もうあんな辛い顔をしないでいてくれるなら。

　そんな風に思っていた。

　今それを目の前で確かめることができた俺は、かなりの幸せ者だと思う。

「ねえ……銀次朗」

「ん？　なんだ？」

「あんた……私が普通になるためなら……何でもしてくれるって言ったよね」

「ああ、もちろん」

「じゃあ……」

　久奈はそのまま俯うつむき加減で言葉を探すように、指先をモジモジとさせた。

「その……………」

　そう言って久奈は意を決したように一歩前へ出る。と、その時、一枚の封ふう筒とうが久奈のカバンからヒラリと落ちた。

「ん？」

「はっ!!」

　思わず落ちた封筒に目が行く。

　それは、かわいらしいイラストの描かかれた薄うす桃もも色いろの封筒で、ハートのシールにより封ふうがされていた。

　どこかで見たことがあるその封筒。

　俺がそれを拾おうとすると、久奈はすぐさま俊しゆん敏びんな動きでその封筒を拾い上げ、

「その……これは……だから………違うの！」

「え、いや、なにが？」

「だから………」

　それ以上言葉が続かなかったのか、久奈は唇くちびるをキュッと噛かむと、真っ赤になった顔をうつむかせ踵きびすを返す。

　そして勢い込んで、そのまま宿直室から飛び出して行ってしまった。

「……………あらら………んん？」

　俺はぼんやりと思おもい浮うかべる。あの封筒は昨日の生徒会長が無記名で俺あてに出したものとまったく一いつ緒しよのもの。

　えーっと、つまりこれは……。

　ぼんやりと考えながら、俺はそのまま、その場に立たち尽つくしていた。
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あとがき







　このたびは拙せつ著ちよをお手に取っていただき誠にありがとうございます！

　お久しぶりでございます、または初めまして。もしかしたら『吼ほえる魔ま竜りゆうの捕喰作法バルバクア』と並んで読んで下さる皆様にとっては、ちょこっとぶりでございます。

　内うち堀ぼり優ゆう一いちでございます。




　今回のお話は、普通の高校生となるべく、高校デビューを果たした銀ぎん次じ朗ろうとヒロインたちが、モヤモヤとフワフワと、それでいて抜本的に普通の高校生へと成長していく普通サクセスストーリーでございます。

　異能力使いたち、手に汗握る学園バトル、魔王の復活、ヒロインを助けるために命を懸けた最終決戦…………ございません！

　本作は普通の高校生となるために、ラブ＆コメディする日常作品でございます。

　なにぶんコメディに注力したいこともあって、コント脚本や喜き劇げき脚本の形式などを取り入れたりしながら、本作を仕上げてまいりました。

　読んでくださった皆様にとって、少しでもクスリとできるところがあったとすれば、著者としてこれほどの幸いはありません。




　ここからは謝しゃ辞じをば。

『吼える魔竜の捕喰作法』との並へい走そうというスケジュールの中、的確な指摘を下さる担当の中川様。そして可愛すぎるイラストでキャラクターを彩って下さるかわいそうな子様。各話間の携帯メールページを素敵にデザインして下さったデザイナー様。編集部のみなさま。出版流通に関わる全てのみなさまに、心より御礼申し上げます。




そしてなによりも、本作を手に取って下さったみな様に最大の感謝を。

本当にありがとうございます！

このご恩をより面白い作品でお返しできるよう、日ひ々び精しよう進じんし切せつ磋さ琢たく磨まして行ければ、と思っております。それではまた、みなさまにお会いできることを願いながら！





２０１２年１０月吉日　内堀優一


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




内堀優一先生／かわいそうな子先生
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